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お客様へ…お買い上げ年月日、お買い上げ店名を記入されますと、修理などの依頼のときに便利です。

電話番号

お買い上げ店名

お買い上げ年月日 年 月 日

TINSJ2553RCZZ ⑤

本　　　　　　社 〒545-8522 大阪市阿倍野区長池町22番22号
情報通信事業本部 〒639-1186 奈良県大和郡山市美濃庄町492番地

使い方のご相談など

0120 - 212 - 003
携帯電話・PHSからもご利用いただけます。

■ IP電話などからフリーダイヤルサービスをご利用いただけない場合は…

● 月曜～土曜：9：00～18：00
 （祝日および年末年始を除く）

【 レ ジ ス タ 相 談 窓 口 】

受 付 時 間

修理のご相談など

0570 - 00 - 5008
全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

■〈PHS・IP電話をご利用〉または〈沖縄地区の方〉は…

● 月曜～土曜：9：00～17：40
 （祝日および年末年始を除く）

【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

受 付 時 間

東日本地区
西日本地区

沖縄地区 「那覇サービスセンター」098 - 861 - 0866（月～金 9：00～17：30） 

PHS／IP電話：03 - 3810 - 8604
PHS／IP電話：06 - 6794 - 9676

電話：03 - 6740 - 6012 FAX：03 - 3810 - 8617 

シャープサポートページ
http://www.sharp.co.jp/support/ecr/

●電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。（2007.2）

「よくあるご質問」などはホームページを
ご活用ください。



電子レジスタ XE-A250

この製品は、こんなところがエコロジークラス。

ロール紙節約機能

レジスタの操作記録を、ジャーナル用紙の代わりに、レジスタのメモリーに記録することができます。（電子ジャーナル機能）
この機能によりロール紙を節約することができます。

省電力機能

あらかじめ設定した時間の間レジスタ操作をしないとき、省電力機能によりスリープ状態になります。スリープ状態に
なると待機時の無駄な消費電力を抑えることができます。
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安全にお使いいただくために
この取扱説明書には、安全にお使いいただくためのいろいろな表示をしています。その表示を無視し
て誤った取り扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分しています。
内容をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

警告 人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています。

注意 人がけがをしたり財産に損害を受けるおそれがある内容を示しています。

図記号の意味

 記号は、してはいけない
4 4 4 4 4 4 4

ことを表しています。

 記号は、しなければならない
4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことを表しています。

100V以外の電圧で使用しないでください。
またタコ足配線をしないでください。
火災、感電の恐れが
あります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工
したりしないでください。
また重いものをのせたり、
引っ張ったり、無理に曲げ
たりすると電源コードを
いため、火災、感電の恐れ
があります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでく
ださい。
感電の恐れが
あります。

万一、発熱していたり、煙が出ている、へん
な臭いがするなどの異常状態のまま使用する
と、火災、感電の恐れがあります。
すぐに電源プラグをコンセントから抜
いてください。  
そして販売店またはシャープお客様ご
相談窓口(☞127ページ)にご連絡くだ
さい。

万一、異物（金属片、水、液体）が機器の内
部に入った場合は、本体の電源プラグをコン
セントから抜いて販売店またはシャープお客
様ご相談窓口(☞127ページ)にご
連絡ください。
そのまま使用すると火災、感電の恐れ
があります。

万一、この機器を落としたり、キャビネットを
破損した場合は、本体の電源プラグをコンセン
トから抜いて販売店またはシャープお客様ご
相談窓口(☞127ページ)にご連絡ください。
そのまま使用すると火災、感電の恐れ
があります。

お客様による分解や修理・改造はしないでく
ださい。
内部には電圧の高い部分があり、感電
の恐れがあります。 
また、火災の恐れがあります。







 警 告
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ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場
所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりし
て、けがの原因とな
ることがあります。

この機器の上に花瓶、植木鉢、コップや水な
どの入った容器または金属物を置かないでく
ださい。
こぼれたり、中に入っ
た場合、火災、感電の
原因となることがあり
ます。

濡れた手でこの機器を使用したり、濡れた物
でこの機器をふかないでください。
中に水が入った場
合、火災、感電の
原因となることが
あります。

湿気やほこりの多い場所に置かないでくださ
い。また、調理台や加湿器のそばなど油煙や湯
気があたるような場所に置かないでください。
火災、感電の原因
となることがあり
ます。

この機器の上に重い物を置かないでください。
置いたものがバランスがくずれて倒
れたり、落下して、けがの原因とな
ることがあります。

プラグを抜くときは、電源コードを引っ張ら
ないでください（必ずプラグを持って抜いて
ください）。
コードが傷つき、火
災、感電の原因とな
ることがあります。

この機器を移動させる場合は、必ず電源プラグ
をコンセントから抜いておこなってください。
コードが傷つき、火災、感電の原因と
なることがあります。

連休等で長期間、この機器を使用にならない
時は安全のため必ず電源プラグをコンセント
から抜いてください。

引出し（ドロア）が開いている時に、引出し
（ドロア）に寄りかからないでください。
落ちたり倒れた
りして、けがの
原因となること
があります。

引出し（ドロア）が開く際、子供の顔等に当
たらないよう、ご注意ください。
けがの原因となることがあります。

SDメモリーカードを取り出すときは、カー
ドが出てきてもすぐに指を離さないでくださ
い。また、取り付けるときは、カードがス
ロットに確実に装着されるまでしっかり押し
込み、すぐに指を離さないでください。
SDメモリーカードを装着または取り出すとき
は、SDカードスロットに顔を近づけないよう
にしてください。
急に指を離すと、SDメモリーカード
が飛び出し、けがの原因となることが
あります。









 注 意


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■ お願い
設置上のお願い
この機器を、直射日光があたるところ、湿度が異常に高いところ、水
を使うところには設置しないでください。
変色や変形、故障の原因になります。

お手入れの方法
お手入れには乾いた柔らかい布をご使用ください。
揮発性の液体(ベンジン、シンナーなど)は使用しないでください。
キャビネットの変色または変質の原因になります。

充電式電池のリサイクルご協力お願い
この商品のバッテリーパックにはニッケル水素電池を使用していま
す。この電池は、リサイクル可能な貴重な資源です。使用済み商品の
廃棄に際しては、リサイクルにご協力ください。

● ご使用済みの電池は、「当社は充電式電池のリサイクルに協力して
います。」のステッカーを貼ったシャープ商品取り扱いのお店へご
持参ください。

● リサイクルのときは、次のことにご注意ください。  
・(+)端子と(－)端子にテープを貼る。  
・外装カバー(被膜、チューブなど)を剥がさない。  
・分解しない。

電池仕様 容量:240mAh 定格電圧:3.6V

ニッケル水素電池の
リサイクルマークです。

Ni-MH

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレ
ビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

正しい取り扱いをしても、電波の状況によりラジオ、テレビジョン受信機の受信に影響を及ぼすこと
があります。そのようなときは、次の点にご注意ください。
 ●この製品をラジオ、テレビジョン受信機から十分に離してください。
 ●この製品とラジオ、テレビジョン受信機を別のコンセントに接続してください。
なお、詳しくはもよりの販売店、またはシャープお客様ご相談窓口(☞127ページ)までご相談ください。
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■ はじめに
このたびは、シャープ電子レジスタをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
正しくお使いいただくために、取扱説明書をよくお読みください。
なお、取扱説明書は、保証書とともに必ず保存してください。万一、ご使用中にわからないことや具
合の悪いことがおきたとき、きっとお役に立ちます。

ご注意 ご使用前のご注意
  ・ 最初にこの製品をリセットしてください。この製品はご購入後、最初にリセット操作をおこなう必

要があります。リセット操作については11ページをお読みください。
  ・ はじめてお使いになるときは、メモリ保持用の内蔵電池の充電レベルが低下しています。電源を入

れた状態（電源プラグをコンセントに接続し電源スイッチを入れて、機能切りかえスイッチを「停
止」以外に合わせた状態）にして、24時間以上充電してください。

  ・ 電源スイッチを切ったまま放置したり、電源プラグをコンセントから抜いた状態で、長期間使用し
なかった場合は、メモリ保持用の内蔵電池の充電レベルが低下しています。ふたたび、ご使用をは
じめられるときは、電源を入れた状態（電源プラグをコンセントに接続し電源スイッチを入れて、
機能切りかえスイッチを「停止」以外に合わせた状態）にして再充電し、24時間以上経過してか
らご使用をはじめてください。

  プリンタについてのご注意
  ・ この製品をご使用になる際には、必ずロール紙をセットしてお使いください。セットせずにご使用

になりますと、プリンタ故障の原因となります。
  ・ ご使用の際、プリンタアームはしっかり閉じてください。正しく閉じられてないと正常に印字され

ない場合があります。
  ・ プリンタ作動中または作動終了直後は、プリンタヘッドおよびその周辺とモーター表面は高温に

なっていますので、けっして手を触れないでください。
  ・ プリンタアームのレバーは必要時以外、操作しないでください。  

プリンタヘッドが損傷する原因になります。
  ・ プリンタアームを閉じた状態で、紙を引っ張らないでください。  

プリンタヘッドが損傷する原因になります。
  ・ 次のような場所でのご使用や保管は避けてください。  

・湿気やほこりの多い場所  
・直射日光のあたる場所  
・鉄など金属の粉末がある場所

お守りください
ロール紙(感熱紙)の取扱いについては、117ページをよくお読みいただき、注意事項を必ずお守りく
ださい。

●本書の内容の全部または一部を、当社に無断で転載あるいは複製することはお断りします。
●本書の内容および本製品は、改良のため予告なく仕様の一部を変更することがあります。
● 本書および本製品は厳重な品質管理と製品検査を経て出荷しておりますが、万一故障または不具合
がありましたら、お買い上げの販売店、またはシャープお客様ご相談窓口(☞127ページ)までご連
絡ください。

● お客様または第三者が本製品の使用誤り、使用中に生じた故障、その他の不具合または本製品の使
用によって受けられた損害については、法令上賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その
責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

 SDロゴは商標です。
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■ レシート用店名ロゴについて
店名ロゴには次の4種類があり、いずれか1つを選択することがでます。

標準店名ロゴ
このレジスタに最初から入っているロゴで、「お買上票」と「領収証」の2種類があります。設定方
法は「店名ロゴとメッセージ印字様式の設定(ヘッダ/フッタ)」(☞98ページ)を参照してください。
ご購入時またはマスターリセット操作後は、「お買上票」が選択されています。

お買上票 領収証

文字設定による店名ロゴ
ご自身で設定したメッセージを店名ロゴとして印字できます。
設定方法は「店名･領収証ロゴ/各種メッセージの設定」(☞90ページ)
を参照してください。

グラフィック店名ロゴ
お店独自のロゴマークなどを店名ロゴとして使うことができます。同
梱の「グラフィック店名ロゴ作成依頼書」で、グラフィック店名ロゴ
の作成をお申し込みください(有償)。グラフィック店名ロゴのデータは
SDメモリーカードに保存してお渡しするので、パソコンを使いレジス
タに設定してください。

パソコンによるロゴ作成
レジスタに付属のカスタマサポートツールを使用して、パソコンの画
面上で店名ロゴを作成したものを使うことができます。作成した店名
ロゴをUSBケーブル経由でレジスタに送信またはSDメモリーカード
に保存してレジスタに設定します。詳細は「カスタマサポートツール
について」(☞106ページ)を参照してください。
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付　録

アフターサービスについて

困ったときは

1. はじめてお使いになるとき
2. 各部の名前とはたらき
3. レジスタの1日の流れ

はじめてお使い
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準
備作業について説明しています。

1. 基本的な使いかた
2. お店にあわせた使いかた2. お店にあわせた使いかた
3. 訂正のしかた

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登
録の訂正のしかたなど、レジスタ
の基本的な操作方法を説明してい
ます。

1. 営業中の売上の確認
2. 1日の売上の点検・精算
3. 期間集計の点検・精算
4. 営業記録の確認

売上の点検と精算を
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種
類やその操作方法、営業記録の印
字方法などを説明しています。

1.設定をする前に
2.部門とPLUの設定
3.機能キーの設定
4.消費税の設定
5.責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定
6.その他の設定

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで
必要な設定内容とその設定方法に
ついて説明しています。

1. カスタマサポートツールについて1. カスタマサポートツールについて
2. SDメモリーカードについて2. SDメモリーカードについて
3. キーボードの取扱いについて3. キーボードの取扱いについて
4. ロール紙の補充と交換
5. 引出しなどの取扱いについて5. 引出しなどの取扱いについて

知っておいて
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツー
ルやレジスタのメンテナンスにつ
いて説明しています。
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はじめてお使いいただくとき1. はじめてお使いになるとき

ここでは本レジスタの設置や日付と時刻の設定などはじめてお使いになるときの準備作業について説
明しています。

1 付属品を確認する
梱包を解き、付属品がすべてそろっているか確認します。

�
�

�
�

�
�

���

管理者鍵(MA)2個 担当者鍵(OP)2個 引出し鍵2個 巻取軸1個 ロール紙1個

固定金具1個 マグネット
プレート1個

紙幣仕切板1個
(引出し内に装備)

カスタマサポートツール
(CD-ROM)1個

グラフィック店名ロゴ
作成依頼書1部

重要

お問合わせ先ラベル
1部

保証書1部
(梱包ケースに貼付)

最初にお読みください
1部※

取扱説明書1部
(本書)※

※ 当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説明書はございません。
This model is designed exclusively for Japan, with manuals in 
Japanese only.

2 設置する
「安全にお使いいただくために」(☞1ページ)の注意事項をよくお読みのうえ、安定した台の上など
ぐらつかない場所にレジスタを設置します。このとき、レジスタが動かないように、付属の固定金具
を使ってレジスタを固定します。

1 固定金具を取り付ける設置面をから拭きし、ほこりや汚れを拭き
とります。

��

2 引出しの後部底面についている金具(A部)のフックに、固定金具
(B部)を引っかけます。

3 固定金具裏面の粘着テープの台紙をはがし、固定金具を設置面に
貼り付けます。

 Memo  確実に固定するために、固定金具の穴2ヶ所をねじ止めす
ることをおすすめします。ねじは市販品をご用意ください。

POINT! レジスタを取り外すときは

図のようにレジスタの手前を持ち上げた状態で、斜め上に引きながら
取り外します。

②
①
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3 メモリーに登録された内容を消し初期状態に戻す 
(マスターリセット)
メモリーに登録された内容を消し、初期状態に戻します。はじめてレジスタをご使用になるときにも
必ずおこなってください。

ご注意  マスターリセットをおこなうとすべてのデータが消去されてしまいますので本稼動後は、マスターリ
セットをおこなわないでください。

1 電源スイッチを切("○"側)に押します。 入電源切

2 電源プラグをコンセントに差し込みます。

3 管理者鍵(MA)を機能切りかえスイッチに差し込み、「設定」の
位置に合わせます。 時刻　登録　ワンタッチ点検

設定
取引後訂正

停止 点検1/精算1
点検2
/精算2

4 と を押しながら、電源スイッチを入("I"側)に押します。 入電源切

表示部に右のように表示され、レジスタがリセットされます。 マスターリセット中　　　
しばらくお待ち下さい　　

5 リセットが終了すると、ピーピーピーという音が鳴り、表示部に
右のように表示されます。

　　　　　　　　　　設定
[変換]で操作メニュー　　
　　　　　　　　　　　０

 ご注意  はじめてご使用になるときは、メモリー保持用の内蔵電池の充電レベルが低下しているため、
24時間以上充電をしてください。電源プラグをコンセントに差し込み、電源スイッチを入れ、
機能切りかえスイッチを「停止」以外の位置に合わせると自動的に充電されます。
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4 ロール紙を取り付ける
お客様にお渡しするレシート、またはお店に残す営業記録(ジャーナル)の印字用としてロール紙を取
り付けます。ご購入時、ロール紙は「レシート」として印字されるように設定されています。

ご注意  当社推奨のロール紙(☞117ページ)を必ずご使用ください。その他のロール紙をご使用になると、紙
づまりを起こすなど故障の原因となります。

レシートとして使用

1 電源を入れ、機能切りかえスイッチを「登録」の位置に合
わせます。

時刻
登録　　　　

タッチ
点検

点検2
点検1/精算1

/精算2

設定取引後訂正
停止

2 プリンタカバーを取り外します。

3 プリンタアームのレバーを矢印の方向へ押して、プリンタ
アームを上げます。

レバー

プリンタアーム

4 紙の方向に注意して、ロール紙をロール収納部に落とし込
みます。

プリンタへ プリンタへ

良い例 悪い例

ロール紙の入れかた

 ご注意  ロール紙収納部にロール紙をおさめる際、テープ(または糊)の接着していた部分は切り捨てて
ください。

5 ロール紙の先端を引き出して、図のように左右のペーパーガ
イドの間にロール紙がきっちりおさまるように合わせます。

ペーパーガイド
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6 ロール紙を押さえながらプリンタアームの図の位置を手で
しっかりと押し下げます。カチッと音がしてプリンタアー
ムが確実に閉じると、ロール紙が送り出されます。

 ご注意  プリンタアームが確実に閉じていないと、正常に印字
されないことがあります。そのような場合は、もう1
度プリンタアームを閉めなおしてください。

7 右図のように余分な紙を切り取ります。うまく切り取れな
いときは、 を押して、紙を余分に送り出してから切り
取ってください。

ここで
紙を切る

8 プリンタカバーを取り付けます。

POINT! 営業記録(ジャーナル)について

レシートとして使用した場合、営業記録はレジスタ内のメモリーに記憶されます。この記憶さ
れた営業記録は電子ジャーナルといい、電子ジャーナルの内容は必要に応じてロール紙に印刷
することができます。電子ジャーナルについての詳細は「営業記録の確認」(☞49ページ)を参
照してください。

営業記録紙として使用

1 「レシートとして使用」(☞12ページ)の手順1～6をおこ
ないます。

2 を押して、必要な長さを送り出します。

軸受け

巻取軸3 ロール紙の先端を巻取軸の切り込み部に差し込み、2～3
回巻き付けてから巻取軸を軸受けに取り付けます。

4 ロール紙のたるみをなくし、プリンタカバーを取り付けます。

 ご注意  ご購入時、本レジスタの設定はロール紙にレシートとして印字されるよう設定されていますの
で、巻取軸はロール紙を巻き取りません。「印字形式全般の設定」(☞96ページ)で「通常印字形
式」の設定を「営業記録(ジャーナル)」に変更してから営業記録の印字をおこなってください。
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5 日付と時刻を合わせる(簡易日付設定)
簡易日付設定機能を使い、レジスタの日付と時刻を設定します。

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチを「設定」の位置に合わ
せます。 時刻　登録　ワンタッチ点検

設定
取引後訂正

停止 点検1/精算1
点検2
/精算2

2 年月日をキーボードから入力して を押します。
設定した日付が印字されます。

例  2006年1月15日に合わせるとき

(年:4桁、月:2桁、日:2桁)

 Memo  数字を打ちまちがえたときは を押して入力しなおし
てください。

3 時刻をキーボードから入力して を押します。
設定した時刻が印字されます。

例  15時(午後3時)5分に合わせるとき

 Memo  数字を打ちまちがえたときは を押して入力しなおし
てください。

日付と時刻を確認する

機能切りかえスイッチを「時刻」の位置に合わせ
ると、現在の日付と時刻が表示されます。
「登録」または「取引後訂正」の位置で日付と時
刻を表示したいときは、取引操作が終了している
ときに、 を押します。表示を消すときは、 を
押します。

2006年　１月１５日（日）
　　　１５：０５　　　　
　　　　　　　　　　　　

日付
時刻
(24時間制)

時刻のみ表示
(24時間制)

1秒刻みで点滅

オペレータ側画面

客側表示
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6 内税/外税/非課税を選択する
部門ごとに消費税の課税方法(外税/内税/非課税)を設定します。ご購入時、消費税は次のように設定
されています。
・消費税率 ：5％
・課税方法 ：すべての部門に対して内税課税
・内税の端数処理 ：1円未満を切り捨て

●内税商品のみ扱うお店 → このまま使えます
ご購入時は、 ～ のすべての部門に内税が設定されています。

●外税商品または非課税商品があるお店 → 設定を変更してください

◆課税方法の設定

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。 部門番号　　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

3 部門番号を入力します。 部門番号　　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　３

4 消費税の設定画面を表示します。
5回 　課税方法　　　　　内税

[1]非課税[2]外税[3]内税 
部03　　　　　　　　　　

5 課税方法を選択します。

 Memo  を押しすぎたときは、
で前の画面を表示でき

ます。
非課税 1
外税 2

または 　課税方法　　　　非課税
[1]非課税[2]外税[3]内税 
部03　　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。

6 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
続けて他の部門を設定するときは、

だけを押し手順3の部門番号の
入力操作からくりかえします。
を押した時点で、その部門の設定が
完了し、設定内容が印字されます。

Memo ・ 消費税率を変更したいときは、「消費税の税率および免税点の設定」(☞85ページ)を参
照してください。

  ・ 消費税の円未満の端数処理を変更したいときは、「消費税の端数処理の設定」(☞82
ページ)を参照してください。
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はじめてお使いいただくとき2. 各部の名前とはたらき

本体外観

レシート紙

引出し錠

電源スイッチ

表示部（オペレータ側）

機能切りかえスイッチ

取り付けられているキー
キャップは、付けたままご
使用ください。文字の摩
耗を防ぎます。

マグネットプレートは、
この位置に貼り付けて
ご使用ください。
一時的にお札をマグネ
ットではさんでおくた
めに使います。

プリンタカバー

キーボード

引出し

ポップアップ式回転表示部
（客側）

USBポート SDカードスロット

同梱のカスタマサポートツールを使
用する場合、USBケーブルでパソコン
と接続して、またはSDメモリーカード
を介してパソコンとデータのやり取り
がおこなえます。
また、SDメモリーカードを使ってデー
タのバックアップがおこなえます。

機能切りかえスイッチ
・管理者鍵（ＭＡ）または担当者鍵（ＯＰ）を差し込んで回し、スイッチを切りかえます。
・鍵は「停止」か「登録」の位置で抜き差しできます。

担当者鍵(OP)

担当者鍵（ＯＰ）ではこの範囲しか回せません。 管理者鍵（MA）ではどの位置にも回せます。

�
�

�
�

管理者鍵(MA)

時刻の表示（�14ページ）

各種の設定（�52ページ）

売上の表示（�42ページ）

売上の登録（�22ページ）

期間の売上の点検/精算
（�47ページ）

毎日の売上の点検/精算
（�43ページ）

電源を切る
（記憶内容は保持されます）

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定
取引後訂正

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正（�39ページ）

取引後訂正

取引後訂正
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オペレータ側表示部

部門03　　　　　 ﾘﾋﾟｰﾄ

　　　　　　　１，２００３個

・ 部門名やPLU名など登録中の状態が文字
で表示されます。

・ 機能切りかえスイッチの位置が文字で表
示されます（「登録」、「時刻」、「停止」を除く）。

・ 設定メニューおよび操作方法（ガイダン
ス）が表示されます。

・ エラーメッセージとその対処方法が表示
されます。（☞122ページ）

・ 機能切りかえスイッチの位置が「登録」の
とき、現在の責任者番号が表示されます。

・ リピート、乗算、戻品など特別な登録の
状態が文字で表示されます。

金額の表示（最大8桁）
・ 金額がマイナスのときは、金額の前に
“－”が表示されます。

・ 金額の3桁、6桁の前に“,”（カンマ）
が表示されます。

レシート停止
・ レシート発行停止時、“ レ

止  ”が表示さ
れます。（☞24ページ）

リピート/乗算の個数
・ リピート登録/乗算登録したときの個数
が表示されます。（リピート登録時は、
2個から表示）

Memo  無操作状態が一定時間以上続くと省電力機能がはたらいてスリープモードに入ります（表
示部のバックライトが消えます)。スリープモードを解除するには、キー入力あるいは機
能切りかえスイッチの位置の変更をおこなってください。また電源が入った状態のパソコ
ンと接続したときも、スリープモードが解除されます。

客側表示部：金額のみ表示（最大7桁）
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キーの名前とはたらき

Memo ・ キー左上の文字と置数キーのまわりのひらがなや英文字は、設定の入力のときに使いま
す（☞52、54ページ）。

  ・ キーに部門名などを記入したキーラベルが入れられます（☞116ページ）。

紙送りキー
ロール紙の紙送りに使います。

後レシートキー
レシート発行を停止している状態
で、取引が終了した分のレシート発
行させたいときに使います。

戻品キー
戻品（返品）登録に使います。

訂正キー
直前訂正・指定訂正、全項目の取り
消しをおこなうときに使います。

支払いキー
支払登録のときに使います。

不加算登録／時刻・日付表示キー
不加算コード番号の印字をおこなう
ときに使います。
時刻・日付を表示するときに使います。

値引キー
個々の売上商品や小計金額に対し
て、値引登録をおこなうときに使い
ます。

パーセントキー
個々の売上商品や小計金額に対し
て、割引または割増登録をおこなう
ときに使います。

入金キー
掛け売りの入金のときに使います。

PLUキー
PLU番号による登録（プライス・
ルック・アップ）に使います。

金額キー
PLUのオープン登録（金額を置数し
て登録する場合）に使います。

乗算キー
乗算登録に使います。

小数点キー
個数または割引率に小数点を含むと
きに使います。

クリアキー
数字を押しまちがえたときの消去
や、エラー状態の解除に使います。

〜

置数キー
単価や数量を打ち込むときに使います。

を押すと、"0"を一度に2桁打ち込
めます。
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〜

部門キー
個々の商品の売上を登録するときに
使います。商品によって押す部門
キーを使い分け、部門別の商品管理
ができます。
現金単品売りをするときに使います
（部門キーを現金単品売りの設定に
した場合）。

万札キー
万円札を預ったときに使います。
（現金の預り登録、入金、支払いの
登録に有効です。）

領収証発行キー
領収証を発行するときに使います。

予約券キー
次回の予約日時を印字するときに使
います。

責任者キー
責任者番号の入力に使います。

売上回収金キー
必要以上に多くなった引出し内の現
金を回収するときに使います。

券売キー
商品券、図書券などで支払いがあっ
たときに使います。

掛け売りキー
つけ（掛け売り）で売るときに使い
ます。

小計キー
小計金額（税込み）の算出に使います。

現金/預りキー
現金売り、預り登録（つり銭計算）
をおこなうときに使います。

解除キー
を押してもエラー状態が解除でき

ないときに使います。

釣銭準備金キー
引出しにつり銭用の現金を入れると
きに使います。

両替キー
両替をおこなうときに使います。

信用売りキー
クレジットカード、小切手などで支
払いがあったときに使います。
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はじめてお使いいただくとき3. レジスタの1日の流れ

ただいま
準備中

電源プラグが外れていな
いか確認し、電源スイッ
チを入（“  ”側）にする ロール紙が十分に

あるか確認
（☞118 ページ）

日付・時刻の確認
（☞14 ページ）

つり銭用の現金を
引出しに入れる
（☞26 ページ）

つけ売り（掛け売り）
（☞35 ページ）

両替（☞26ページ）

商品の現金販売
（☞22ページ）

番号の印字
（☞33 ページ）

登録の取り消し
（☞36 ページ）

売上と関係しない
現金の出し入れ
（☞30 ページ）
売上金の回収
（☞26 ページ）

クレジットカード
商品券での支払い
（☞30 ページ）

商品の割引
（☞28 ページ）
商品の値引
（☞27ページ）

返品（☞29ページ）領収証の発行
（☞31ページ）

営業中

閉店後は

1 日の売上の精算
（☞43 ページ）

引出しの中の現金
を別の場所に保管

本日は
閉店しました

開店前は

営業時間中は

機能切りかえスイッチを“ 停
止 ”にして、電源スイッチを
切（“○”側）にする

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正



付　録

アフターサービスについて

困ったときは

1. はじめてお使いになるとき1. はじめてお使いになるとき
2. 各部の名前とはたらき
3. レジスタの1日の流れ

はじめてお使い
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準
備作業について説明しています。

1. 基本的な使いかた
2. お店にあわせた使いかた
3. 訂正のしかた

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登
録の訂正のしかたなど、レジスタ
の基本的な操作方法を説明してい
ます。

1. 営業中の売上の確認
2. 1日の売上の点検・精算
3. 期間集計の点検・精算
4. 営業記録の確認

売上の点検と精算を
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種
類やその操作方法、営業記録の印
字方法などを説明しています。

1.設定をする前に
2.部門とPLUの設定
3.機能キーの設定
4.消費税の設定
5.責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定
6.その他の設定

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで
必要な設定内容とその設定方法に
ついて説明しています。

1. カスタマサポートツールについて1. カスタマサポートツールについて
2. SDメモリーカードについて2. SDメモリーカードについて
3. キーボードの取扱いについて3. キーボードの取扱いについて
4. ロール紙の補充と交換
5. 引出しなどの取扱いについて5. 引出しなどの取扱いについて

知っておいて
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツー
ルやレジスタのメンテナンスにつ
いて説明しています。
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売上登録をするとき1. 基本的な使いかた

ここでは、お買い上げとつり銭の計算、レシートの発行停止、売上登録以外での引出しの開けかたな
ど、本レジスタの基本的な使いかたを説明しています。

■ 商品の売上登録をはじめる
登録とは、売上商品の金額や部門、預り金額などを入れ、レジスタに記憶させることです。

売上商品の金額や部門、PLUなどを登録するときは、機能切りかえス
イッチを「登録」の位置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

■ お買い上げとつり銭の計算
お買い上げ商品とお預り金額の登録方法を説明しています。操作をまちがえて、ピーという音が鳴っ
たときは「ピーという警告音が鳴ったときは(エラー処理)」(☞122ページ)を参照してください。ま
た、まちがえて登録したときは、「訂正のしかた」(☞36ページ)を参照してください。

例  3,800円（部門1、消費税内税対象）と、1,200円（部門2、消費税外税対象）の商品
を売り、10,000円を預かったとき(責任者番号1を指定した場合の表示例)

機能切りかえスイッチを「登録」に
合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

商品の単価と部門を登録します。 部門01　　　　　　　　

　　　　　　　３，８００
次の商品の単価と部門を登録します。 部門02　　　　　　　　

　　　　　　　１，２００
お買い上げ合計を表示します。 **小計　　　　　　　　

　　　　　　　５，０６０
預り金額を入れます。 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　１００００
登録を終了します。

引出しが開きます。

おつり　　　　　　責任１

　　　　　　　４，９４０
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Memo ・ 合計金額と預り金額が同額のとき(売上とちょうどの金額を受け取ったとき)は、預り金
額を入力せず、 のみを押して、取引操作を終了できます。

  ・ を押すと、その時点での合計額が表示されます。押しても売上には影響しないた
め、登録途中に何回でも押すことができます。また、合計額を表示する必要がないとき
は、押す必要はありません。

  ・ を使ってお預り金額を入力すると、レジスタが1万円札の枚数を数え、点検・精算レ
ポートにその枚数が印字されます(☞44ページ)。1万円札を2枚お預りした場合は
と入力します。ただし、 などと入力しても、1万円札が2枚とは数えられません。

  ・ あらかじめ単価を部門キーに設定しておくと、部門キーを押すだけで単価を登録できま
す(プリセット登録）（☞62ページ)。

  ・PLU（単価読み出し）を使って売上登録することもできます(☞34ページ)。

ご注意  売上金額より、預り金額が小さかったときは、 を押しても引
出しは開きません。表示部に「残額」と不足額が表示されます。も
う一度、 を押して登録を終了するか、不足額より大きな預り
金額を入れ、 を押して登録を終了させてください。

残額　　　　　　　　　　

　　　　　　　１，０００

23

POINT! レシートの見かた

コマーシャルメッセージ

日付
レジスタ番号/一連番号

部門名

店名ロゴ

責任者番号
時刻

責任者名

単価

商品合計額
外税対象額
外税額
内税額(3,800×5/105、端数切り捨て)
お買い上げ点数
税込み売上金額
預り金額
つり銭金額

Memo ・ 消費税の処理は、事前に設定した内容でレジスタが自動的におこないます(☞81
ページ)。

  ・店名ロゴは次の4つから選択できます。
  　・「お買上票」か「領収証」のどちらかを選択(☞98ページ)
  　・店名ロゴの文字を設定して使用(☞90ページ)
  　・ カスタマサポートツールを使い、グラフィックロゴを作成して使用(☞106ページ)
  　・グラフィックロゴを作成依頼(同梱の用紙)
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■ レシート発行停止について
レシートの発行を止めることができます。
発行を止めているときに直前の取引のレシート発行、また登録中の営業記録を印字することができ
ます。この機能は、「印字形式全般の設定」（☞96ページ）で「通常印字形式」の設定が「レシー
ト」に選択されているときのみ使用できます。

レシート発行停止を設定する
レシートの発行を停止に設定します。

1 機能切りかえスイッチを「時刻」の位置に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 を押すごとに、レシートの発行/停止が切りかえられます。
レシート発行停止中は、表示部にレ

止が表示されます。
　　　　　　　　　責任１

　　　　　　　　　　　０レ
止

ご注意  レシートの発行を停止できるのは、機能切りかえスイッチを「登録」の位置に合わせておこなった操
作に限ります。

レシートを発行する(後レシート)
レシート発行停止が設定されているとき、1つの取引が終わったすぐ後で を押すと、その取引に
ついてのみレシート(後レシート)を発行することができます。

ご注意  1つの取引が200商品を超えたときは、明細が印字されず合計金額のみが印字されます。

登録途中の営業記録を印字する
レシート発行停止が設定されているとき、登録途中に を押すと、
登録中の営業記録を印字することができます。

レシート印字例

■ 責任者を指定する
登録を担当する責任者を4人(責任者番号1～4)まで、区別して使い分けることができます。責任者が
交代するときに、責任者番号を指定します。登録中に責任者を変更することはできません。取引を終
了させてから、次の責任者を指定します。ご購入時は、責任者番号1が選択されています。

例 責任者番号2を指定するとき

鈴木　　　　　　　責任２

　　　　　　　　　　　０
Memo ・ 機能切りかえスイッチが「取引後訂正」の位置でも、責任者を指定することができます。
  ・ を押すと、指定中の責任者番号が表示されます。責任者名を設定している場合(☞89

ページ)は、その文字列が表示されます。
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■ 同じ商品を2個以上販売する
同じ商品を複数個販売するときの登録方法には、個数の少ないときに使うと便利な「リピート登録」
と、個数の多いときに使うと便利な「乗算登録」の2種類があります。
また (単価読み出し)を使って、登録することもできます(☞34ページ)。

個数の少ないとき ･･･ リピート登録
「単価」を入力して、「部門キー」を個数分くり返し押します。

例 350円の商品(部門1、消費税内税対象)を3個売るとき

(350円、部門1)

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　　　３５０ レシート印字例

(くり返し)

部門01　　　　　　 ﾘﾋﾟｰﾄ

　　　　　　　　　３５０３個

(登録の終了)

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　１，０５０

個数の多いとき ･･･ 乗算登録
「単価」×「個数」で登録します。

例 350円の商品(部門1、消費税内税対象)を8個売るとき

(350円×個数)

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　３５０　８　　　　　　　　　　×

レシート印字例

(部門1)

部門01　　　　　　　乗算

　　　　　　　２，８００８個

(登録の終了)

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　２，８００

Memo ・ 部門キーに単価設定をしている場合(☞62ページ)は、「個数」×「部門キー」で登録で
きます。

  ・ 「登録機能の設定」で小数入力を「可能」に設定している場合(☞95ページ)は、個数を
小数点以下第3位まで登録できます。 を押してから小数部を入力します。
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■ つり銭準備金を入れるとき
営業前につり銭用の現金を引出しに入れるとき、その金額を登録して を押します。

例 引出しに、千円札や硬貨でつり銭準備金を25,000円入れるとき

釣銭準備金　　　　責任１

　　　　　　２５，０００
レシート印字例

■ 売上回収金があるとき
営業中に引出しにたまった現金(売上金)を午前や午後に分けて回収するときなど、その金額を登録し
て を押します。引出しに入っている1万円札の枚数を管理したいときは、 を使って回収操作
をしてください。
つけの入金があったときは、この のキー操作ではなく「売上と関係がない現金の出し入れがある
とき」(☞30ページ)の操作をおこないます。

例 引出しから、千円札を20枚(20,000円)回収するとき

売上回収金　　　　責任１

　　　　　　２０，０００
レシート印字例

■ 両替するとき/引出しを開けるとき･･･ 両替
取引が終了しているときに を押します。 レシート印字例

引出しに入っている1万円札の枚数を管理したいときは、次のように を使って両替操作をして
ください。

例 1万円札を1枚受け取り、両替するとき
(引出しに1万円札が入る両替)

万券←両替　　　　責任１

　　　　　　１０，０００
レシート印字例

例 引出しから1万円札を2枚出して、千円札を20枚入れるとき
(引出しから1万円札が出る両替)

万券→両替　　　　責任１

　　　　　　２０，０００
レシート印字例

Memo  を使った両替を取り消すときは、おこなった操作と反対の両替操作をおこない、1
万円札の枚数を相殺してください。
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2. お店にあわせた使いかた

ここでは、値引きや割引、クレジットカードでの支払い、領収証の発行など、それぞれのお店によっ
て使用の有無や頻度が異なる機能について説明しています。

「2.お店にあわせた使いかた」はすべて売上登録の操作ですので、機
能切りかえスイッチを「登録」の位置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

■ 値引きする
値引きには、個々の商品から値引きする方法と小計額から値引きする方法の2種類の値引き方法があ
ります。

個々の商品から値引きする
部門キーを押した直後に、値引額を入力して を押します。
PLUを使った登録のときは、 を押した直後に、値引額を入力して を押します。

例  250円の商品（部門1、消費税内税対象）を30円引きで、また300円の商品（部門2、
消費税内税）を50円引きで売るとき

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　　　２５０

レシート印字例

(30円、値引き)

(－)　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　－３０

部門02　　　　　　　　　

　　　　　　　　　３００

(50円、値引き)

(－)　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　－５０

(登録の終了)

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　　　４７０
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小計額から値引きする
を押したあと、値引き額を入力して を押します。

例  570円の商品（部門1、消費税内税対象）と900円の商品（部門2、消費税内税対象）
を売り、小計額から70円を値引きするとき

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　　　５７０

レシート印字例

部門02　　　　　　　　　

　　　　　　　　　９００

(小計の計算)

**小計　　　　　　　　　

　　　　　　　１，４７０

(70円、値引き)

(－)　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　－７０

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　１，４００
Memo ・ 外税課税後の合計から端数金額を値引きするときは、 の課税方法を「内税&外税」か

ら「非課税」に変更しておきます(☞70ページ)。
  ・ あらかじめ に値引額を設定しておくと、 を押すだけで値引きできます(☞70ページ)。
  ・ に値引き額を設定していても、入力した値引き額が優先されます。

■ 割引・割増をする
割引・割増には個々の商品に割引・割増をする方法と小計額に割引・割増をする方法の2種類があり
ます。 はそれぞれ割引か割増のどちらかに割り当てて使用できます。初期値はどちらのキーも
割引が割り当てられています。

個々の商品に割引・割増をする
部門キーを押した直後に、割引率を入力して または を押します。
PLUを使った登録のときは、 を押した直後に、割引率を入力して または を押します。ま
た、割増のときは、割引率のかわりに割増率を入れます。

例  5,600円の商品（部門1、消費税内税対象）を、10％割引（ ）で売るとき

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　５，６００ レシート印字例

(割引率10%、割引)

％１　　　　　　　　　　

　　　　　　　　－５６０

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　５，０４０



お店にあわせた使いかた

29

売
上
登
録
を
す
る
と
き

小計額に割引・割増する
を押したあと、割引率を入力して または を押します。

また、割増のときは、割引率のかわりに割増率を入れます。

例  300円の商品（部門１、消費税内税対象）と、900円の商品（部門2、消費税内税対
象）を売り、小計額から5％割引く( )とき

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　　　３００

レシート印字例

部門02　　　　　　　　　

　　　　　　　　　９００
**小計　　　　　　　　　

　　　　　　　１，２００

(割引率5%、割引)

％２　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　－６０

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　１，１４０
Memo ・ に、あらかじめ割引率や割増率を設定しておくことができます(☞70ページ)。
  ・ に、割引・割増率を設定していても、割引・割増率を入力した場合はその率が優

先されます。
  ・ を割増にするときは、設定を変更してください(☞70ページ)。
  ・ 割引/割増率は小数点第2位（0.01～100.00%）まで入力できます。小数部を入力す

るときは、 を押してから入力してください。
  ・小計がゼロまたはマイナスのとき、小計からの割引・割増はできません。

■ 返品があったとき
返品があったときは、部門キーの前に を押します。PLUを使った登録のときは、 の前に
を押します。

例  780円の商品（部門5、消費税内税対象）の返品があったとき

(780円、部門5、返品)

部門05　　　　　　　戻品

　　　　　　　　－７８０
レシート印字例

(現金の返金)

おつり　　　　　　責任１

　　　　　　　　　７８０
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■ クレジットカードなどでの支払いがあるとき
クレジットカードや小切手などの支払いでは、 のかわりに を押します。現金での支払いとは
別に集計されます。

例  4,000円の商品（部門1、消費税内税対象）を売り、支払いがクレジットカードのとき

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　４，０００
レシート印字例

(信用売り)

信用　　　　　　　責任１

　　　　　　　４，０００

■ 商品券での支払いがあるとき
図書券やビール券、商品券などの支払いでは、 のかわりに を押します。
現金での支払いとは別に集計されます。

例  6,000円の商品（部門1、消費税内税対象）を売り、商品券3,000円と現金3,000を受
け取るとき

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　６，０００
レシート印字例**小計　　　　　　　　　

　　　　　　　６，０００

(3,000円券売り)

残額　　　　　　　　　　

　　　　　　　３，０００

(3,000円現金売り)

おつり　　　　　　責任１

　　　　　　　　　　　０

■ 売上と関係ない現金の出し入れがあるとき
つけの入金があったときなど売上と関係ない現金を入れるときは、金額の後に を押します。新聞
代などの出金があったときは、金額の後に を押します。 を使用すると1万円札の枚数を管理
できます。

例 つけの入金があったため、現金3,000円を引出しに入れるとき

(3,000円、入金)

入金　　　　　　　責任１

　　　　　　　３，０００
レシート印字例
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■ 領収証を発行する
ひとつの取引が終わったすぐ後で を押すと、その取引の領収証を発行することができます。
領収金額を入力してから を押すと、入力した金額の領収証を発行することができます。この場
合、消費税額と日付は印字されません。

例 直前の取引（税込合計50,000円）の領収証を発行するとき

(登録の終了)

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　５０，０００
レシート印字例

収入印紙貼付枠
収入印紙の貼付
が必要な金額以
上のときに印字
します 
(☞101ページ)

領収証一連番号

領収証控え
領収証と切り離
して店用の控え
にします。

きりとり線
はさみ等で切り
離してください。

領収証一連番号

日付
領収金額
領収証ロゴ
設定した内容を
印字します 
(☞90ページ)
レシートと同じロ
ゴ(店名ロゴ)を
印字するように
も設定できます
(☞101ページ)。

(領収証の印字)

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　５０，０００

Memo ・ 直前の取引の領収証は1回に限り発行できます。
  ・ 領収証控えを発行したくないときは、「領収証の設定」で設定を変更してください（☞

101ページ）。
  ・ 領収金額を入力して領収証を発行したときは、入力した金額（領収金額）を税抜き金額

と仮定して収入印紙貼付枠が印字されます。手書きで書き込んだ税抜金額に応じて収入
印紙を貼付してください。

  ・ 領収金額を入力して領収証を発行するとき、領収金額を内税対象とみなして内税の消費
税額を計算して印字するように設定できます。「領収証の設定」で設定変更してくださ
い(☞101ページ)。
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■ ポイント券付きレシートを発行する
景品や値引き用のポイントとしてご使用いただけるポイント券を、レシートの下に付けて発行するこ
とができます。
取引終了時、設定した条件に応じて自動的にポイント券を印字します。初期設定ではポイント券は印
字しません。
ポイントは税込み合計金額に対して計算されます。

例  3,000円の商品（部門1、消費税内税対象）を販売したとき 
（最低購入金額を3,000円、1,000円ごとに10ポイント発行する設定の場合）

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　３，０００
レシート印字例

ポイント点数

ポイント券メッ
セージ
設定した内容を
印字します 
(☞90ページ)。

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　３，０００

Memo ・ 購入金額に対するポイント点数は「ポイント券の設定」(☞77ページ)で設定してください。
  ・ ポイント券メッセージは「店名・領収証ロゴ/各種メッセージの設定」(☞90ページ)で

設定してください。

■ 予約券を発行する
取引が終了しているときに、次回の来店や診療などの予約日時を印字した予約券を発行することがで
きます。予約券の曜日は自動的に印字されますが、年は印字されません。

例 9月1日11時の予約券を発行するとき

日付と時間

　　　　　　　　　　　０

レシート印字例

予約券メッセージ
設定した内容を
印字します 
(☞90ページ)。

(月:2桁、日:2桁、時間:4桁)

日付と時間　　　　　　　

　　　　０９０１１１００

(予約券発行)

予約券　　　　　　責任１

　　　　　　　　　　　０

Memo  予約券メッセージは「店名・領収証ロゴ/各種メッセージの設定」(☞90ページ)で設定し
てください。
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■ クレジットカードやお客様番号などを印字する
クレジットカードの番号やお客様の顧客番号などを印字できます(不加算コード)。番号は16桁まで
入力できます。

例 顧客番号123のお客様に9,800円の商品（部門1、消費税内税対象）を売るとき

(顧客番号、番号印字)

#0000000000000123 　　　

　　　　　　　　　　　０ レシート印字例

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　９，８００
現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　９，８００

■ 単品の現金売りが多いとき
単品で売ることが多い商品の部門を、現金単品売りに設定しておくと を押す操作が省略できま
す。たとえば、部門1に現金単品売りを設定しておくと、金額を入力して を押すだけで登録を
終了できます。また、単価を部門キーに設定しておくと、部門キーひとつで登録が終了します。

例 350円の商品（部門1、消費税内税対象）を売るとき

(350円、部門1、登録の終了)

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　　　３５０
レシート印字例

Memo ・ 現金単品売りの設定および単価の設定は、「部門の詳細設定」(☞63ページ)を参照して
ください。

  ・ 他の商品登録をした後に、現金単品売りを設定した部門キーを使用する場合、通常の売
上登録と同様 を省略することはできません。

  ・ PLUの所属部門を現金単品売りに設定された部門に設定しておくと、 を押した時
点で、登録が終了します。
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■ PLU(単価読み出し)を使って登録する
PLUを使って登録することで、部門よりもさらに細分化した商品管理をおこなうことができます。
PLUを使った登録には次の2種類があります。
・PLU番号を入力すると、自動的に単価が読み出され商品登録ができる プリセット登録

・金額を入力して、部門キーのかわりにPLU番号を使い登録する オープン登録

Memo ・ を使用するには、「PLU番号への単価設定」(☞66ページ)や「PLU番号の詳細設
定」(☞68ページ)で単価や所属部門が必要です。

  ・ PLUの所属部門に現金単品売りが設定されているとき(☞68ページ)は、 を押した
時点で現金単品売りとなり、取引が終了します。

設定単価を読み出して登録する(プリセット登録)

例 PLU番号1の商品（単価300円に設定）を1個売るとき

(PLU1)

PLU0001　　　　　　　　

　　　　　　　　　３００
レシート印字例

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　　　３００

例  PLU番号1の商品（単価300円に設定）を3個と、PLU番号2（単価250に設定）を8
個売るとき

(リピート登録)

PLU0001　　　　　　ﾘﾋﾟｰﾄ

　　　　　　　　　３００３個

レシート印字例

(PLU2×8個、(乗算登録))

PLU0002　　　　　　 乗算

　　　　　　　２，０００８個

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　２，９００

金額を入力して登録する(オープン登録)

例 PLU番号101に分類する商品（単価200円）を1個売るとき

(200円)

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　２００　　　　　　　　　　金額
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(PLU101)

PLU0101 　　　　　　　　

　　　　　　　　　２００
レシート印字例

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　　　２００

例  PLU番号101に分類する商品（単価200円）を2個と、PLU番号102に分類する商品
（単価300円）を10個売るとき

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　２００　　　　　　　　　　金額

レシート印字例

(リピート登録)

PLU0101　　　　　　ﾘﾋﾟｰﾄ

　　　　　　　　　２００２個

(乗算登録)

　　　　　　　　　　　　

　　　　３００　１０　　　　　　　×　　金額

PLU0102 　　　　　　乗算

　　　　　　　３，０００10個

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　３，４００

■ つけで売るとき(掛け売り)
つけで売るときは、 のかわりに を押します。売上をすべてつけで売るときは、預り操作はお
こなわずに を押します。
現金での支払いとは別に集計されます。

例  1,200円の商品（部門1、消費税内税対象）を売り、現金で1,000円受け取り、残りを
つけにするとき

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　１，２００ レシート印字例

(1,000円預り)

残額　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　２００

(つけ(掛け)売り)

掛　　　　　　　　責任１

　　　　　　　　　２００
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売上登録をするとき3. 訂正のしかた

ここでは、まちがった売上登録をしてしまったときの訂正の操作方法を説明しています。訂正のタイ
ミングによって次のように操作が異なります。

レシート印字例
数字を打ちまちがえたときは を押します。

現金/預りを押してしまった後の訂正は、機能切りかえ
スイッチの位置を変更し、間違った登録をおこなって相
殺します。 取引後訂正

部門キーなどを押して、すぐに気付いたときは、 を
押して取り消します。 直前訂正

登録の途中でまちがいに気付いたときは、取り消したい
金額、 、部門キーを順に押して登録を相殺します。

指定訂正

現金/預りを押す前に、すべての内容を訂正するとき
は、 を押してから を押します。 全項目取消

■ 数字を打ちまちがえたとき
で数字を消し、正しい数字を入力しなおします。

■ 登録の直後にまちがいに気付いたとき･･･ 直前訂正
部門キー、 、 、 、 を押してすぐに、その金額や部門、割引率、割増率、値引額などの
まちがいに気付いたときは、 を押します。 を押す直前の登録が取り消されます。

例 1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）を、誤って1,280円と登録したとき

(誤った登録)

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　１，２８０

レシート印字例
部門01　　　　　　　訂正

　　　　　　－１，２８０

(正しい登録)

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　１，２５０

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　１，２５０
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■ 登録の途中でまちがいに気付いたとき･･･ 指定訂正

部門の登録を訂正する
を押す前に金額や部門をまちがって登録したときは、取り消したい金額、 、取り

消したい部門キーと打ちなおしたあと、正しい登録をします。

例  1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）と、800円の商品（部門1、消費税内税対
象）を登録したあと、最初の登録を1,280円に訂正するとき

(誤った登録)

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　１，２５０

レシート印字例

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　　　８００

(誤った登録の訂正)

部門01　　　　　　　訂正

　　　　　　－１，２５０

(正しい登録)

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　１，２８０

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　２，０８０
Memo  返品の登録途中でまちがいに気付いたときは、取り消したい金額、 、 、取り消した

い部門の順に打ちなおしてください。
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PLUの登録を訂正する
プリセット登録のときは、PLU番号、 、 の順に打ちなおしてください。
オープン登録のときは、取り消したい金額、 、PLU番号、 、 の順に打ちなおしてください。

例  PLU番号1（単価300円に設定）の商品とPLU番号71（単価500円に設定）の商品を
登録したあと、最初の登録をPLU番号2（単価250円に設定）の商品に訂正するとき

(誤った登録)

PLU0001 　　　　　　　　

　　　　　　　　　３００

レシート印字例

PLU0071 　　　　　　　　

　　　　　　　　　５００

(誤った登録の訂正)

PLU0001 　　　　　　訂正

　　　　　　　　－３００

(正しい登録)

PLU0002 　　　　　　　　

　　　　　　　　　２５０

現金　　　　　　　責任１

　　　　　　　　　７５０
Memo PLUの返品登録を訂正するときは
  ・プリセット登録： PLU番号、 、 、 の順に打ちなおしてください。
  ・オープン登録： 取り消したい金額、 、PLU番号、 、 、 の順に打ちなおし

てください。

■ 登録した内容を取り消す･･･ 全項目取消
登録している内容をすべて取り消すときは、 を押して取引を終了させる前に、

を押してから を押します。

例  1,000円の商品（部門1）と、2,000円の商品（部門2）を登録したあと、すぐに取り
消すとき

部門01　　　　　　　　　

　　　　　　　１，０００

レシート印字例

部門02　　　　　　　　　

　　　　　　　２，０００
**小計　　　　　　　　　

　　　　　　　３，０００

(訂正)

全て取消しました。責任１

　　　　　　　　　　　０
ご注意  1回の取引で200商品を超えて登録した場合は、取り消しできません。一度 を押して取引を終

了させて、次項の「レシート発行後に取り消す」を参照して取り消してください。



訂正のしかた

39

売
上
登
録
を
す
る
と
き

■ レシート発行後に取り消す･･･ 取引後訂正
レシート発行後に登録を取り消すには、管理者鍵（MA）で機能切りかえスイッチを「取引後訂正」
の位置に合わせ、誤った内容を登録(登録を取り消)して、正しい登録を最初からやりなおします。

例  780円の商品（部門1）と、220円の商品（部門2）を登録しレシートを発行したあと
に、登録を取り消すとき

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチを「取引後訂正」の位置
に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

表示部に「取引後訂正」と表示されます。 　　　　　　　取引後訂正

　　　　　　　　　　　０

2 誤ったレシートの通りに打ち込みます。 誤ったレシート

取り消し後のレシートが印字されます。
機能切りかえスイッチ
を「取引後訂正」の位
置に合わせて登録した
ときに印字されます。

取り消し後のレシート

3 機能切りかえスイッチを「登録」の位置に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

4 正しい登録を最初からやりなおします。

Memo ・ 誤ったレシートと取り消し後のレシートは、取り消しの証拠になりますので、必ず保管
しておき、点検・精算時のチェックに反映させてください。

  ・ レシート発行停止中の場合は、 を押して誤ったレシートを発行しておくと取り消しの
確認ができます。

ご注意  機能切りかえスイッチを「取引後訂正」の位置に合わせて登録をおこなうと、「登録」の位置での登
録とは逆に、取り消しの操作になります。
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POINT! 練習データを消去するとき(練習データクリア)

実際の登録の前に、レジスタの練習をおこなっている場合は、練習データをすべて消去するこ
とができます。

 ご注意  実際の売上データが消去されてしまいますので、登録を開始した後は、練習データクリア
を絶対におこなわないでください。

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチを「設定」の位
置に合わせます。 時刻　登録　ワンタッチ点検

設定
取引後訂正

停止 点検1/精算1
点検2
/精算2

2 の順にキーを押します。
表示部に右のように表示されます。

全売上ﾃﾞｰﾀがｸﾘｱされます 
[確定]で実行[ｸﾘｱ]で中止 

3 を押します。
全売上データが消去されます。



付　録

アフターサービスについて

困ったときは

1. はじめてお使いになるとき1. はじめてお使いになるとき
2. 各部の名前とはたらき
3. レジスタの1日の流れ

はじめてお使い
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準
備作業について説明しています。

1. 基本的な使いかた
2. お店にあわせた使いかた2. お店にあわせた使いかた
3. 訂正のしかた

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登
録の訂正のしかたなど、レジスタ
の基本的な操作方法を説明してい
ます。

1. 営業中の売上の確認
2. 1日の売上の点検・精算
3. 期間集計の点検・精算
4. 営業記録の確認

売上の点検と精算を
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種
類やその操作方法、営業記録の印
字方法などを説明しています。

1.設定をする前に
2.部門とPLUの設定
3.機能キーの設定
4.消費税の設定
5.責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定
6.その他の設定

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで
必要な設定内容とその設定方法に
ついて説明しています。

1. カスタマサポートツールについて1. カスタマサポートツールについて
2. SDメモリーカードについて2. SDメモリーカードについて
3. キーボードの取扱いについて3. キーボードの取扱いについて
4. ロール紙の補充と交換
5. 引出しなどの取扱いについて5. 引出しなどの取扱いについて

知っておいて
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツー
ルやレジスタのメンテナンスにつ
いて説明しています。
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売上の点検と精算をするとき1. 営業中の売上の確認

ここでは、営業中の売上金額と目標金額の達成度をワンタッチで表示して確認する方法について説明
しています。

■ 営業中に売上を表示で確認する･･･ ワンタッチ点検
営業中に、部門ごとの売上、総売上合計、引出し内の金額をワンタッチで表示できます。印字はされ
ません。また、部門ごとの売上と総売上合計に目標金額を入力しておくと、達成度グラフと目標達成
率を表示させることができます。ワンタッチ点検をおこなっても設定内容や登録内容は変わりません
ので、必要に応じて何回でも操作できます。

売上を確認する
部門ごとの売上、総売上合計、引出し内の金額を表示します。

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチを「ワンタッチ点検」の
位置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 売上を確認します。

 ●総売上合計を確認する場合 **総合計　　　　　　　　
　　　127数　　　105,620
もう一度押すと達成度ｸﾞﾗﾌ

 ●部門ごとの売上を確認する場合 ～ 部門01　　　　　　　　　
　　　 36数　　　 26,530
もう一度押すと達成度ｸﾞﾗﾌ

 ●引出し内の金額を確認する場合 現金在高　　　　　　　　
　　　　　　　　 138,620
　　　　　　 [ｸﾘｱ]で終了

Memo  表示を元に戻すときは、 を押します。

3 または部門キーを押します。
達成度が表示されます。

達成度 現在　　　105,620
　　　 目標　　　　　　0
　[･]で変更　[ｸﾘｱ]で終了

Memo  目標金額がすでに設定されている場合は、手順3の手前で達
成度がグラフで表示されます。

達成度　　　　　　７０％
　 　
　もう一度押すと目標金額

4 目標金額 の順にキーを押し、目標金額を設定します。

(例) 150，000円に設定するとき 

**総合計　　　　　　　　
目標金額　　　　　　　 0
　　　　　 数字[･]で変更

5 を押して、終了します。 達成度 現在　　　105,620
　　　 目標　　　150,000
　[･]で変更　[ｸﾘｱ]で終了
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2. 1日の売上の点検・精算

ここでは、1日の売上の点検・精算の操作方法を説明しています。点検・精算の方法として次のもの
がありますが、 日計全項目 点検/精算 は1日の終わりに必ず実行して精算してください。精算をおこな
わないと、次の日の売上に混ざってしまいます。
責任者別、全部門、PLU別、時間帯別の点検・精算は必要に応じて精算が必要な場合のみおこなっ
てください。ただし必要と決めた場合は、それぞれの項目ごとに 1日の終わりに必ず実行して精算
してください。 日計全項目 点検/精算 を実行しても、その他の集計は自動的に精算されません。

・項目別に売上を点検・精算する 日計全項目 点検/精算 (必須)
・責任者別に売上を点検・精算する 責任者別 点検/精算

・部門別に売上を点検する 全部門 点検

・PLU別に売上を点検・精算する PLU別 点検/精算

・時間帯別に売上を点検・精算する 時間帯別 点検/精算

POINT! 点検と精算について

点検とは
お店の売上を集計して表示や点検レポート（印字）で確認することを点検と呼びます。点検は
当日の精算をおこなうまで1日に何回でもできます。たとえば、12時に点検をおこなえば午前
中の売上が確認できます。また、閉店後、精算する前に点検レポートで売上にまちがいがない
か確認することができます。

精算とは
毎日の閉店後にその日の取引がすべて終了したら、精算をおこないます。精算は1日に1回しか
できません。精算をおこなうと、精算レポートを印字したあと、レジスタに記憶されている当
日の取引内容を消去してゼロにします。ただし、累計と精算回数はクリアされません。

ご注意  1日の終わりには、必ず精算をしてください。1日の売上の精算は、「日計全項目」の精算でおこな
います。精算をしないと、次の日の売上に混ざってしまいます。

Memo ・ PLU別の点検/精算レポートの印字中に機能切りかえスイッチを「ワンタッチ点検」の
位置に合わせると印字を止めることができます。精算時に印字を中断したとき、売上は
消去されずメモリーに残ります。

  ・ 連続して長い行数を印字すると、途中で数秒間印字が停止することがあります。印字停
止中は、「印字処理中」と「→」が表示され、その後印字が再開します。

  ・ 点検レポート印字中は「点検中」、精算レポート印字中は「精算中」と表示部に表示さ
れます。

  ・レポート印字操作のキーを押すと、引出しが開きます。
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■ 項目別に売上を点検・精算する･･･ 日計全項目 点検/精算
部門や項目別に登録内容を集計してレポートで確認できます。

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチを「点検1/精算1」の位
置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 任意のレポートを印字します。

 ●点検レポートを印字する場合　  (引出しが開きます。)

 ●精算レポートを印字する場合　  (引出しが開きます。)

レポート印字例

38 収入印紙貼付の領収証発
行回数と発行合計金額

㉒ 個々の商品に対する値引
の回数と合計金額

㉓ 個々の商品に対する 割
引/割増の回数と合計金額

㉔ 個々の商品に対する 割
引/割増の回数と合計金額

㉕ 返品登録の回数と合計金額
㉖ 直前訂正、指定訂正の回
数と合計金額

㉗ 取引後訂正の回数と合計
金額

㉘ 全項目取消回数と合計金額
㉙入金の回数と合計金額
㉚ つり銭準備金の回数と合
計金額

㉛支払の回数と合計金額
32 売上回収金の回数と合計
金額

33 現金売りの回数と合計金額

34券売りの回数と合計金額

35信用売りの回数と合計金額

36 つけ売り（掛け売り）の
回数と合計金額

37 領収証の発行回数と発行
合計金額

45 信用/掛け売りによるつ
り銭の合計金額

39 両替の回数

41取引件数
42現金在高
43券在高
44信用在高+掛在高

*消費税2を使用しているとき印字されます

⑬内税2課税売上合計

⑪外税2課税売上合計
⑫外税額2合計

⑭内税額2合計

点検のときは「点検1」と印字
精算回数
累計合計

点検では 
印字しません

①プラス部門合計

②マイナス部門合計

③小計値引の回数と合計金額

④ 小計割引/割増の回数
と合計金額

⑤ 小計割引/割増の回数
と合計金額

⑥ 売上小計 
①＋②＋③＋④＋⑤

⑦外税1課税売上合計
⑧外税額1合計
⑨内税1課税売上合計
⑩内税額1合計
⑮消費税額合計 
　⑧＋⑩＋(⑫+⑭)
⑯消費税非課税売上合計
⑰端数調整額合計
⑱税抜き純売上合計 
　⑥－⑩(－⑭)＋⑰
⑲総売上点数
⑳総売上合計 
　⑥＋⑧(＋⑫)＋⑰
㉑平均売上単価

＊

40 1万円札の枚数
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■ 責任者別に売上を点検・精算する･･･ 責任者別 点検/精算
責任者別に登録内容を集計してレポートで確認できます。

1 管理者鍵(MA)で機能
切りかえスイッチを
「点検1/精算1」の位
置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

レポート印字例
点検のときは
「点検1」と印字

責任者番号

責任者名
売上点数
取引件数
売上合計

全責任者の
合計

2 任意のレポートを印字します。

 ● 点検レポートを印字する場合　 
 (引出しが開きます。)

 ● 精算レポートを印字する場合 
 (引出しが開きます。)

 Memo 責任者の登録内容を個別に印字する
    任意の責任者番号(1～4)を入力してか

ら、該当のキーを押します。
   (例) )(

■ 部門別に売上を点検する･･･ 全部門 点検
部門別に登録内容を集計してレポートで確認できます。

1 管理者鍵(MA)で機能
切りかえスイッチを
「点検1/精算1」の位
置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

レポート印字例

売上点数
売上金額

部門番号
部門名

プラス 
部門合計

マイナス 
部門合計

2 レポートを印字します。

 ● 点検レポートを印字する場合　 
 (引出しが開きます。)
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■ PLU別に売上を点検・精算する･･･ PLU別 点検/精算
PLU別に登録内容を集計してレポートで確認できます。

1 管理者鍵(MA)で機能
切りかえスイッチを
「点検1/精算1」の位
置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

レポート印字例

売上点数
売上金額

PLU番号
PLU名

PLU売上 
合計

点検のときは
「点検1」と印字

PLUの点検
/精算範囲

2 任意のレポートを印字します。

 ● 点検レポートを印字する場合　 
 (引出しが開きます。)

 ● 精算レポートを印字する場合　 
 (引出しが開きます。)

Memo 範囲を指定してPLUの点検/精算をする
   任意のPLU開始番号を入力し を押して、任

意のPLU終了番号を入力し、該当の操作キー
を押します。

  (例) )(

  1つのPLUの点検/精算をする
   任意のPLU番号を入力し を押して、該当の

操作キーを押します。
  (例) )(

■ 時間帯別に売上を点検・精算する･･･ 時間帯別 点検/精算
前回、時間帯別売上高を精算してからの1時間ごとの売上集計を、レポートで確認できます。

1 管理者鍵(MA)で機能
切りかえスイッチを
「点検1/精算1」の位
置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

レポート印字例

売上点数
売上金額

点検のときは
「点検1」と印字
時間帯
取引件数

平均売上 
金額

2 任意のレポートを印字します。

 ● 点検レポートを印字する場合　 
 (引出しが開きます。)

 ● 精算レポートを印字する場合　 
 (引出しが開きます。)

ご注意 ・ 時間帯別 点検/精算レポートには、「取引後訂正」
(☞39ページ)で登録した内容は減算されません。

  ・ 前回、時間帯別売上高の精算をおこなってから
24時間以上経過しているときは、時間帯別 点検
レポートには、前日の同じ時間帯の売上が加算さ
れます。
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3. 期間集計の点検・精算

ここでは、2種類の期間集計の点検と精算について説明しています。

■ 期間集計のしかた
1日の売上の点検・精算とは別に、1週間や1カ月といった期間の売上を集計して点検・精算レポー
トで確認することができます。期間集計の点検・精算レポートは、期間集計の精算から次の精算まで
の期間が売上集計の対象になります。期間集計のレポートには大きく分けて次の2種類があります。
・期間集計1： 毎日の売上の点検・精算レポートと同じ印字形式で、ある期間（たとえば1週間）の

売上高を集計したレポート
・期間集計2： 毎日の売上の点検・精算レポートと同じ印字形式で、期間集計1とは異なる期間（た

とえば1カ月）の売上高を集計したレポート

POINT! 期間集計の考えかた

お店に合わせて、集計の期間を決めます。たとえば、期間集計1は1カ月の売上高を集計、期間
集計2は1週間の売上高を集計したレポートとします。
期間集計をするには、毎日、売上精算をしてください。たとえば、4月1日から4月30日まで
の売上高を集計したいときは、毎日、売上の精算をおこない、最終日の30日に期間集計をおこ
ないます。

30
土
31
日

1
月

２
火

３
水

４
木

５
金

６
土

７
日

８
月

… …

… …

…

…

31
水

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

日計全項目(毎日)

実
施

実
施

期間集計2(1カ月)

実
施

実
施

実
施

実
施

期間集計1(1週間)

ご注意  30日に期間集計をするとした場合、30日は1日の売上の精算を終えた後に期間集計を実行しま
す。1日の売上の精算をおこなわなければ、30日の売上が加算されません。

Memo ・ 期間集計1、2の点検レポートは、何度でも印字して確認できます。
  ・ 集計期間を印字するには、「集計レポート印字の設定」(☞102ページ)で設定を変更し

てください。
  ・点検または精算をおこなうと引出しが開きます。
  ・印字中は、「点検中」または「精算中」と表示されます。
  ・全項目精算以外のレポートの期間集計をするときも、上記例と同じようにおこないます。
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■ 期間集計1をする
前回、期間集計1の精算をおこなってから、今回操作するまでの集計（ある期間分の登録の明細）が
レポートで印字されます。集計期間は、「集計レポート印字の設定」(☞102ページ)で集計期間印字
をするにした場合に印字されます。

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチを「点検
2/精算2」の位置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 任意のレポートを印字します。

 ● 部門別点検レポートを印字する場合 

 ● PLU別点検レポートを印字する場合 　

 ● PLU別精算レポートを印字する場合 　

  46ページと同じ操作方法で範囲指定ができます。

 ● 全項目点検レポートを印字する場合 　

 ● 全項目精算レポートを印字する場合 　

精算のときは
「精算2」が印字
集計期間

これ以降のレポートの内容は、毎日の売上の点
検/精算レポートと同じです。
(☞44～46ページ)

精算のときは
「精算2」が印字
集計期間

これ以降のレポートの内容は、毎日の売上の点

全項目精算レポート以外のレポート

全項目精算レポート

日計全項目精
算の回数

集計期間

これ以降のレポートの内容は、日計全項目のレ
ポートと同じです。(☞44ページ)

日計全項目精
算の回数

集計期間

累計金額

期間集計1の
精算回数

■ 期間集計2をする
前回、期間集計2の全項目精算をおこなってから、今回操作するまでの集計がレポートで印字されます。

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチを「点検
2/精算2」の位置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 任意のレポートを印字します。

 ● 部門別点検レポートを印字する場合 　

 ● 全項目点検レポートを印字する場合 　

 ● 全項目精算レポートを印字する場合 　

全項目精算レポート以外のレポート

集計期間

これ以降のレポートの内容は、毎日の売上の点
検/精算レポートと同じです。
(☞44～45ページ)

集計期間

これ以降のレポートの内容は、毎日の売上の点

全項目精算レポート

これ以降のレポートの内容は、日計全項目のレ
ポートと同じです。(☞44ページ)

日計全項目精
算の回数

集計期間
日計全項目精
算の回数

集計期間

累計金額

期間集計1の
精算回数
期間集計2の
精算回数
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4. 営業記録の確認

営業記録はジャーナルとも呼ばれ、レジスタ内のメモリーに5000行分まで記憶され、後で印字する
ことができます（電子ジャーナルの発行）。

■ 営業記録を印字する(電子ジャーナルの発行)
営業記録の点検をおこなってもメモリー内の記録は残るため、レポートをくりかえし印字することが
きます。
精算をおこなうと、営業記録はメモリーから消去されます。通常、1日の売上を精算した後、あわせ
て営業記録も精算してメモリーから消去してください。

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチを「点検
1/精算1」または｢時刻｣の位置に合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 任意のレポートを印字します。

 ● 営業記録の点検レポートを印字する場合 

 ● 最後から10取引分の点検レポートを印字
する場合    

 ● 日付を指定して営業記録の点検レポートを
印字する場合    

年(4桁) 月(2桁) 日(2桁)

 ご注意  精算をおこないメモリーから消去されている
日付の営業記録は、「日付を指定して営業記
録の点検レポートを印字する場合」の操作を
おこなっても印字されません。

 ● 営業記録の精算レポートを印字する場合 

ジャーナル印字例

印字行数+1
行(管理行)

Memo ・ メモリーでは1件の取引ごとに、実際の印字行数＋1行(管理行)を使用します。
  ・ 印字中に機能切りかえスイッチを「ワンタッチ点検」の位置に合わせると印字を止める

ことができます。
  ・ 精算時に印字を中断したときは、営業記録は消去されずメモリーに残ります。
  ・ 連続して長い行数を印字すると、途中で数秒間印字が停止することがあります。印字停

止中は「印字処理中」と「→」が表示され、その後印字が再開します。
  ・ 点検レポート印字中は「点検中」、集計レポート印字中は「精算中」と表示されます。
  ・ 売上の点検・精算レポートの、レポートのタイトルのみ印字します。
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メモリーに保存しきれなくなった時の動作について
メモリーに保存しきれなくなったとき(メモリーフル時)の動作は、以下の3種類から選ぶことができ
ます。設定方法については「電子ジャーナルの設定」（☞102ページ）を参照してください。

 ・無視する : メモリーの残りがなくなると、古いデータから削除します。警告表示はしません。
 ・警告のみ : メモリーの残りが10％以下になると、「電子ジャーナル残り少」を表示します。メ

モリーの残りがなくなると、「電子ジャーナル残なし」を表示します。その後の登
録は可能です。

 ・ロック : メモリーの残りが10％以下になると、「電子ジャーナル残り少」を表示します。
メモリーの残りがなくなると、エラーとなり「電子ジャーナル残なし」を表示しま
す。続けて登録ができなくなりますので、丁度締めか取消の操作をおこなった後、
営業記録を精算してください。



付　録

アフターサービスについて

困ったときは

1. はじめてお使いになるとき1. はじめてお使いになるとき
2. 各部の名前とはたらき
3. レジスタの1日の流れ

はじめてお使い
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準
備作業について説明しています。

1. 基本的な使いかた
2. お店にあわせた使いかた2. お店にあわせた使いかた
3. 訂正のしかた

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登
録の訂正のしかたなど、レジスタ
の基本的な操作方法を説明してい
ます。

1. 営業中の売上の確認
2. 1日の売上の点検・精算
3. 期間集計の点検・精算
4. 営業記録の確認

売上の点検と精算を
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種
類やその操作方法、営業記録の印
字方法などを説明しています。

1.設定をする前に
2.部門とPLUの設定
3.機能キーの設定
4.消費税の設定
5.責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定
6.その他の設定

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで
必要な設定内容とその設定方法に
ついて説明しています。

1. カスタマサポートツールについて1. カスタマサポートツールについて
2. SDメモリーカードについて2. SDメモリーカードについて
3. キーボードの取扱いについて3. キーボードの取扱いについて
4. ロール紙の補充と交換
5. 引出しなどの取扱いについて5. 引出しなどの取扱いについて

知っておいて
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツー
ルやレジスタのメンテナンスにつ
いて説明しています。
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各種設定をするとき1. 設定をする前に

ここでは、各種設定をする設定モードで使用するキーの確認と、操作メニューについて説明しています。

■ 設定のための基本操作
本書では、ご購入時の設定内容(初期値)に をつけて説明しています。このままの設定でご使用
になる場合は、設定しなおす必要はありません。

例

10 課税方法を設定します。

非課税 1
外税 2
内税 3初期値

各種設定をするときは、機能切りかえスイッチを「設定」の位置に合
わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

表示部に「設定」と表示され設定モードに入ったことがわかります。 　　　　　　　　　　設定
[変換]で操作メニュー　　
　　　　　　　　　　　０

設定モードでは、操作メニューを使って設定操作や設定内容印字をおこないます。

ご注意  設定を終了せずに、機能切りかえスイッチを「設定」以外の位置に合わせても、キー操作・表示とも
に設定中の状態のままです。機能切りかえスイッチを「設定」に戻して、設定を終了させてから次の
操作をおこなってください。

Memo  はじめに設定内容を印字（☞59ページ）すると、現在の設定内容を確認してから各種設
定をおこなうことができます。

設定モードで使用するキーについて
設定モードではキーの左上に印刷されている文字のキーとして機能します。

設定モードでのキーのはたらき（文字設定中を除く）
 :メニュー画面を次の画面に切りかえます。
 :メニュー画面を前の画面に戻します。
 :表示されているメニュー画面の設定に入るとき、設定内容を確定させるときに使います。
 :最初の画面に戻ります。
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設定モードの操作（操作メニューの切りかえ）
設定モードの操作メニューは、下の例のようにおもに のキーを使って操作します。このキー操
作によるメニューの移動については下記の「操作メニューの構成」を参照してください。

例 「部門設定メニュー」を表示する

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチの位置を「設定」に合わせます。
設定モードの最初のメニューが表示されます。

　　　　　　　　　　設定
[変換]で操作メニュー　　
　　　　　　　　　　　０

2 の順にキーを押します。
部門設定メニューが表示されます。

21 部門設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

操作メニューの構成

　　　　　　　　　　設定
[変換]で操作メニュー　　
　　　　　　　　　　　０

1 設定内容印字　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

11 部門設定印字 　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

12 PLU設定印字　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

13 機能設定印字 　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

14 消費税設定印字 　　　
[変換]で次　[確定]で決定

15 責任者設定印字 　　　
[変換]で次　[確定]で決定

16 ﾛｺﾞとﾒｯｾｰｼﾞ設定印字　
[変換]で次　[確定]で決定

17 通信とﾌﾟﾘﾝﾀ設定印字　
[変換]で次　[確定]で決定

18 その他設定印字 　　　
[変換]で次　[確定]で決定

設定内容印字
(☞59ページ)

2 設定（全般）
[変換]で次　[確定]で決定

21 部門設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

22 PLU設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

23 機能設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

24 消費税設定 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

25 責任者設定 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

26 ﾛｺﾞとﾒｯｾｰｼﾞ設定　　　
[変換]で次　[確定]で決定

27 通信とﾌﾟﾘﾝﾀ設定　　　
[変換]で次　[確定]で決定

28 その他設定 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

設定(全般)
(☞63、68ページ)

3 設定（単価）
[変換]で次　[確定]で決定

31 部門設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

32 PLU設定　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

設定(単価)
(☞62、66ページ)

5 SDカード　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

51 全ﾃﾞｰﾀ書き込み 　　　
[変換]で次　[確定]で決定

52 全ﾃﾞｰﾀ読み込み 　　　
[変換]で次　[確定]で決定

53 設定ﾃﾞｰﾀ書き込み 　　
[変換]で次　[確定]で決定

54 設定ﾃﾞｰﾀ読み込み 　　
[変換]で次　[確定]で決定

55 売上ﾃﾞｰﾀ書き込み 　　
[変換]で次　[確定]で決定

56 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

57 SDﾌｫｰﾏｯﾄ 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

SDｶｰﾄﾞ設定
(☞110ページ)

4 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
[変換]で次　[確定]で決定

練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
(☞40ページ)

Memo ・ を押すと次の画面へ進み、 を押すと前の画面へ戻ります。
  ・ メニュー画面を移動している間は、 で設定モードの最初のメニュー画面へ戻ります。

が使えない場合は、 を押して設定を中止してください。
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各設定へのショートカットについて
設定番号を直接入力して、各メニュー設定操作画面へ進むこともできます。部門設定では、項目名の
前についている「21」が設定番号になります。本書では、おもにこの設定番号を使った操作のしか
たで説明しています。

例 「部門設定メニュー」を表示する

1 管理者鍵(MA)で機能切りかえスイッチの位置を「設定」に合わ
せます。
設定モードの最初のメニューが表示されます。

　　　　　　　　　　設定
[変換]で操作メニュー　　
　　　　　　　　　　　０

2 の順にキーを押します。
部門設定メニューが表示されます。

21 部門設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

■ 文字の入力方法
部門名やコマーシャルメッセージなどの設定には、レジスタのキーを組み合わせて文字を入力します。
ひらがな、カタカナ、アルファベット、数字、記号は、キーボードから直接、入力できます。
漢字については、かな漢字変換機能を使って入力する方法と、区点コードを置数して入力する方法が
あります。

文字入力用キーについて
おもにキーボードの置数キーを使って文字を入力します。１つのキーを繰り返し押すことで、文字を
切りかえる携帯電話の文字入力に似た方式で入力します。
入力文字の切替や、漢字変換、確定などは機能キーを使って行います。

機能キー 置数キー

文字入力に使う機能キーについて
キー左上の名称のキーとなります。

機能キー 名称 キーのはたらき
切替キー 入力できる文字を切りかえます。

押すごとに、ひらがな→全角カタカナ→半角カタカナ→全角英字→半角英字
→全角数字→半角数字→文字コード、と入力モードが切りかわります。

倍文字キー 文字幅を2倍にします。
キーを押すたびに、倍文字入力状態と通常入力状態が切りかえられます。倍
文字入力状態のときは、入力モード表示の文字幅が2倍で表示されます。
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機能キー 名称 キーのはたらき
１行クリアキー 入力中および確定後の文字列すべてを削除します

クリアキー 現在カーソルがある文字を削除します。
変換候補表示中は、変換前の状態に戻ります。
カーソルが文字列の最後にあるときは、文字列の最後の文字を削除します。

カーソルキー カーソルを一文字前後に移動します。
カーソルが文字列の最後にあるときは、 でスペース入力になります。

変換キー 熟語や文節をまとめて変換できます（かな漢字変換）。
変換候補表示中に押すと、次候補を表示します。
かな漢字変換で候補に表示されない漢字は、音訓変換を使用してください。

音訓キー 漢字一文字の音読みまたは訓読みから変換候補を表示します（音訓変換）
（単漢字変換）。
変換候補表示中に押すと、次候補を表示します。
かな漢字変換よりも変換できる漢字の候補が増えます。

前候補キー 変換候補表示中に、前の候補を表示します。

確定キー 入力内容や変換結果を確定します。

入力できる文字の切りかえ
キーを押すごとに、入力できる文字の種類が順番に切りかえられま

す。左下に現在選択されている入力モードが表示されます。
部門01　　　　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢

表示
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
漢　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
ア　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
ｱ 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
Ａ　　　　　　　　　　　

入力モード ひらがな 全角カタカナ 半角カタカナ 全角英字

表示
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
区　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
1 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
１　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
A　　　　　　　　　　　

入力モード 文字コード 半角数字 全角数字 半角英字

文字入力のしかた
それぞれの入力モードで、該当するキーを押すたびに下表の順に文字を表示します。

入力モード
ひらがな・カタカナ 英字 数字

あいうえおぁぃぅぇぉ (スペース) 7

かきくけこヵヶ
(ヵヶ:全角カタカナモード時のみ)

ABCabc 8

さしすせそ DEFdef 9

たちつてとっ GHIghi 4

なにぬねの JKLjkl 5

はひふへほ MNOmno 6
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入力モード
ひらがな・カタカナ 英字 数字

まみむめも PQRSpqrs 1

やゆよゃゅょ TUVtuv 2

らりるれろ WXYwxy 3

わをんー、。 ,. 0

(全角)　！？／：；～・＆％￥＄＊＃－＋＝()「」［］<>＠＿〒、。，．（スペース）
(半角)　!?/:;-･&%￥$*#-+=()｢｣[]<>@_〒､｡,.（スペース）
゛゜ (スペース) (スペース)

濁音、半濁音の入力
文字を入力したあとに「゛゜」キーを押します。

例 「ぐ」を入力するとき
    

表示 か き く ぐ

長音（－）の入力
「わ」キーを押して入力します。

例 「ー」を入力するとき 
    

表示 わ を ん ー

数字の入力
キーを押して数字入力モードに切りかえてから、  ～ の置数キーを押します。

文字幅を2倍にするとき（倍文字）
を押してから、該当する文字を入力します。もう一度 を押すまで続けて入力できます。

同じキーに割り当てられている文字を続けて入力するとき
を押して、カーソルを１文字右へ移動させてから、次の文字を入力します。

例 「あい」を入力するとき
    

表示 あ  あ い
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文字の修正
すでに設定している文字を修正するときは、次のキーを使って変更します。
・ 新しい文字に変更するとき: で前の文字を消してから入力してください。
・ 設定中に入力した文字を修正するとき:  でカーソル位置の文字を1文字ずつ消してから、入力し

なおしてください。
・ 最後にカーソル位置があるとき:  カーソル位置の前の文字が消去されます。 (カーソルキー)

でカーソル位置を移動してから、 で消すこともできます。
・ 設定中に取り消したいとき: を2回押してください。

ECR文字コード・区点コードでの文字入力
漢字変換で変換されない漢字や特殊な記号などは3桁のECR文字コードまたは4桁の区点コードを置
数キーと を使って入力します。 を使って区点コード入力モードに切り替えてからコードを入力
してください。倍文字モードのときは、それぞれの文字サイズが横に2倍になります。
入力できる文字については、「ECR文字コード表」(☞130ページ)・「区点コード表」(☞131ペー
ジ)を参照してください。

ECR文字コードの入力：(半角文字サイズ)

例 「A」を入力するとき

(ECR文字コード「A」)

区点コードの入力：(全角文字サイズ)

例 「菓」を入力するとき

(区点コード「菓」)

文字の設定例

例 部門3の部門名を「鉛筆B」に変更するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定モードを選択します。 21 部門設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

3 部門番号を入力します。

部門番号:1～20

部門番号　　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　３

で次の画面へ

つづく☞
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4 1行目の文字(初期値)をすべて消し
ます。
「部門03」が消去されます。

部03　　　　　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢

5 「えんぴつ」と入力します。

つ:

え:

ん:

ひ:

゜:

部03　　　　　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　えんぴつ　　　　　

6 漢字に変換します。 部03　　　　　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　鉛筆　　　　　　　

7 変換した文字を確定します。
文字が1行目に表示されます。

部03　　鉛筆　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

8 入力モードを変更します。
全角英文字に切りかわります。

部03　　鉛筆　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
Ａ　　　　　　　　　　　

9 「B」と入力します。 部03　　鉛筆　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
Ａ　　Ｂ　　　　　　　　

10 入力した文字を確定します。
文字が1行目に表示されます。

部03　　鉛筆Ｂ　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
Ａ

 「鉛筆B」を確定します。
次の設定項目である「符号」が表示
されます。

　符号　　　　　　　ﾌﾟﾗｽ
[1]ﾌﾟﾗｽ[2]ﾏｲﾅｽ　　　　　
部03　　　　　　　　　　

11 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出て、設定モードの最初の画面に戻
ります。

　　　　　　　　　　設定
[変換]で操作メニュー　　
　　　　　　　　　　　０
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■ 設定内容を印字する
設定内容を印字するには、メニューから選択して印字する方法と、項目番号を指定して印字する方法
の2種類があります。

Memo ・ PLU設定の印字は印字中に機能切りかえスイッチを「取引後訂正」の位置に合わせると
印字を止めることができます。

  ・ 連続して長い行数を印字すると、途中で数秒間印字が停止することがあります。印字停
止中は、表示部に「印字処理中」と「→」が表示され、その後印字が再開します。

メニューから選択して印字する

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定内容印字の画面を表示します。 1 設定内容印字　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

で次の画面へ

3 印字する項目を選択します。
を押すごとに、下記の印字項目が

順に表示されます。
・11 部門設定印字(☞60ページ)
・12 PLU設定印字(☞60ページ)
・13 機能設定印字(☞60ページ)
・14 消費税設定印字(☞61ページ)
・15 責任者設定印字(☞61ページ)
・16  ロゴとメッセージ設定印字 

(☞61ページ)
・17  通信とプリンタ設定印字 

(☞61ページ)
・18 その他設定印字(☞61ページ)

(任意の回数)

11 部門設定印字 　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

18 その他設定印字　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

････････････････････

4 印字を開始します。

Memo ・ 「12 PLU設定印字」をおこなうときは、 を押した後、「開始PLU番号」 「終了
PLU番号」 のキー操作が必要となります。

  ・ 項目番号を入力し、印字することも可能です。次ページからは、この方法での設定内容
の印字を説明しています。



設定をする前に

60

●部門設定の印字例

部門番号

部門名

●機能設定の印字例

機能名
機能番号

●PLU設定の印字例

開始PLU番号 終了PLU番号

P L Uの
指定範囲

PLU名
PLU番号
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●消費税設定の印字例 ● ロゴとメッセージ設定の 
印字例

●その他設定の印字例

●責任者設定の印字例

責任者名
責任者 
番号

● 通信とプリンタ設定の 
印字例

現在の印字
濃度設定

印字濃度
の見本

標準印字
濃度
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各種設定をするとき2. 部門とPLUの設定

■ 部門キーへの単価設定【設定番号31】
部門キーに単価を設定すると、部門キーを押すだけでその単価の商品を登録できます（プリセット登
録）。売れ筋商品の単価などを設定しておくと、金額の入力を省略できて便利です。
同時に単価以外の設定もおこなうときは、「部門の詳細設定」(☞63ページ)を参照してください。

Memo 例の手順4のキー操作について
  ・ を押す前の数値訂正をするとき ： で消去後、再入力します。
  ・ 設定を途中で中止するとき ： を押します。 

このとき、すでに設定した内容については、レ
シートに印字されていますので、設定内容を確認
してください。

  設定内容の印字について
  ・ 最後の設定項目で を押すと、設定内容が印字されます。ただし、設定を続けている間

は次の設定内容の印字が続くため、設定を終了するまでレシートは最後まで出ません。
  ・設定を変更しなかったときは、設定内容は印字されないためレシートは出ません。

例 部門3に単価300円を設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。
 Memo  3回、 で表示させる

こともできます。

31 部門設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

で次の画面へ

3 部門番号を入力します。 部門番号　　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　３

で次の画面へ

4 単価を入力します。

最大6桁：初期値「0」円

　単価　　　　　　　　 0
数字[確定]　　　　　　　
部03　　　　　　　３００

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次部門の
設定画面が表示されます。
別の部門の設定を続けておこなう場合
は、手順3～4をおこなってください。

部門番号　　　　　　　04
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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POINT! 現金単品売りと部門設定の考えかた

部門キーに単価を割り当てると、部門キーを押すだけでその単価の商品を売上登録できます。
さらに単価設定した部門キーに対して、「部門の詳細設定」(☞63ページ)で「現金単品売り」
を「する」に設定すると、部門キーを押すだけで の操作を省略できます。
特売会場など、1人1点買いの販売などに便利な機能です。

■ 部門の詳細設定【設定番号21】
部門ごとに次の項目を設定することができます。
・部門名（文字設定）
・符号のプラス/マイナス
・単価
・消費税の種類
・課税方法
・単価の登録方法
・登録単価の桁数制限
・現金単品売り

Memo 例の手順4～11のキー操作について
  ・ を押す前の数値訂正をするとき ： で消去後、再入力します。
  ・設定を変更せず次の項目へ進むとき ： を押します。ただし手順11では、次の部門の

設定へ進みます。
  ・別の部門番号の設定に移るとき ： を押して手順3へ戻り、任意の部門番号を

入力します。
  ・設定を途中で終了するとき ：  を押します。 

このキー操作をおこなわないと、機能切りかえ
スイッチを「設定」以外の位置に合わせても、
表示画面、キー操作ともに設定モードの状態の
ままとなります。

  ・設定を途中で中止するとき ：  を押します。 
このとき、すでに設定した内容については、レ
シートに印字されていますので、設定内容を確
認してください。

  設定内容の印字について
  ・ 途中で を押したとき、または最後の設定項目で を押すと、設定内容が印字され

ます。ただし、設定を続けている間は次の設定内容の印字が続くため、設定を終了する
までレシートは最後まで出ません。

  ・設定を変更しなかったときは、設定内容は印字されないためレシートは出ません。
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例 部門3に次の内容を設定するとき
   プラス符号(プラス部門)、単価300円、消費税1、内税、オープン登録のみ、登録単価

の制限桁数5桁(99,999円まで)、現金単品売りしない

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo   2回、 で表示させる
こともできます。

21 部門設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

で次の画面へ

3 部門番号を入力します。 部門番号　　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　３

で次の画面へ

◆部門名の設定
それぞれの部門について、文字（部門名）を半角サイズで最大16文字まで設定できます。初期値
は、部門番号3の場合「部門03」です。

4 部門名を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は部門名を「果物」に変更
したときの例です。

(文字入力) 部03　　果物　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆符号のプラス/マイナス
通常の売上を登録するプラス部門、または支払い金額を登録するマイナス部門を設定します。

5 符号のプラス/マイナスを設定します。

プラス符号 1
マイナス符号 2

　符号　　　　　　　ﾌﾟﾗｽ
[1]ﾌﾟﾗｽ[2]ﾏｲﾅｽ　　　　　
部03　　　　　　　　　　

現在の設定

で次の画面へ

◆単価の設定
単価のみを設定（または変更）するときは、「部門キーへの単価設定」(☞62ページ)を参照してください。

6 単価を入力します。

最大6桁：初期値「0」円

　単価　　　　　　　   0
数字[確定]　　　　　　　
部03　　　　　　　３００

で次の画面へ
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◆消費税の種類の設定
消費税1/消費税2を設定します。消費税の設定内容についての詳細は「お店に合わせて消費税を設定
(変更)する」(☞81ページ)を参照してください。
消費税1： 課税商品の消費税がすべて5％のときに選択します。外税/内税/非課税の設定には関係あ

りません。
消費税2：課税商品の消費税の種類が複数あるときに選択します。

7 消費税の種類を設定します。

消費税1 1
消費税2 2

　税種　　　　　消費税１
[1]消費税１[2]消費税２　
部03　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆課税方法の設定
それぞれの部門で、登録する商品の課税方法を内税/外税/非課税から選択します。

8 課税方法を設定します。

非課税 1
外税 2
内税 3

　課税方法　　　　　内税
[1]非課税[2]外税[3]内税 
部03　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆単価の登録方法の設定
それぞれの部門について単価の登録方法を選択します。
オープン登録：置数キーによって単価を打ち込む登録方法です。
プリセット登録：あらかじめ設定されている単価（プリセット単価）を使用する登録方法です。

9 登録方法を設定します。

登録禁止 1
オープン登録のみ 2
プリセット登録のみ 3
オープン登録およびプ
リセット登録 4

　登録方法　　　　 ｵｰﾌﾟﾝ
[1]禁止[2]ｵ[3]ﾌﾟ[4]ｵ&ﾌﾟ
部03　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆登録単価の桁数制限の設定
登録金額の誤りを防ぐために、登録単価の桁数を0～7桁に制限できます。7桁に設定すると
9,999,999円まで登録ができます。

10 登録単価の桁数制限数を入力します。

制限桁数:0～7(桁)

　桁数制限　　　　　 7桁
数字[確定]　　　　　　　
部03　　　　　　　　　５

で次の画面へ

つづく☞
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◆現金単品売りの設定
単品で現金売りするときに用いると便利な機能です。現金単品売り指定の部門へ登録をおこなうと、
自動的に現金売りとして取引を終了します。ただし、通常の部門登録後、現金単品売りの部門を登録
しても、取引は終了せず登録を続けることができます。

11 現金単品売りの設定をします。

現金単品売りしない 1
現金単品売りする 2

　現金単品売り　　しない
[1]しない[2]する　　　　
部03　　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次部門の
設定画面が表示されます。
別の部門の設定を続けておこなう場合
は、手順3～11をおこなってください。

部門番号　　　　　　　04
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

12 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ PLU番号への単価設定【設定番号32】
PLU番号に単価を設定すると、PLU番号を入力するだけでその単価の商品を登録できます。
同時に単価以外の設定もおこなうときは、「PLU番号の詳細設定」(☞68ページ)を参照してください。

Memo 例の手順4のキー操作について
  ・ を押す前の数値訂正をするとき ： で消去後、再入力します。
  ・設定を途中で中止するとき ： を押します。  

このとき、すでに設定した内容については、レ
シートに印字されていますので、設定内容を確認
してください。

  設定内容の印字について
  ・ 最後の設定項目で を押すと、設定内容が印字されます。ただし、設定を続けている間

は次の設定内容の印字が続くため、設定を終了するまでレシートは最後まで出ません。
  ・設定を変更しなかったときは、設定内容の印字はされないためレシートは出ません。

例 PLU番号5に単価500円を設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  3回、 、 で表示さ
せることもできます。

32 PLU設定　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

で次の画面へ
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3 PLU番号を入力します。 PLU番号　　　　　　　 01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　５

で次の画面へ

4 単価を入力します。

最大6桁：初期値「0」円

　単価　　　　　　　　 0
数字[確定]　　　　　　　
Ｐ0005　　　　　　５００

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次のPLU
番号の設定画面が表示されます。
別のPLUの設定を続けておこなう場
合は、手順3～4をおこなってくだ
さい。

PLU番号 　　　　　　0006
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

POINT! 部門とPLUの違い

PLUを使うと部門よりも細分化された商品管理ができます。
部門を使う場合は食品、衣類、書籍などの大まかな分類でしか分けられませんが、PLUを使うと
肉類、魚介類や男物、女物、子供服や一般書籍、雑誌などにPLU番号を割り当て、精算レポート
の際にPLU番号の範囲を指定することでどの分類が一番売れ筋なのかをみることができます。

PLU0001 PLU0002

部門01

PLU0101 PLU0102

部門02

PLU0201 PLU0202

部門03
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■ PLU番号の詳細設定【設定番号22】
PLU番号ごとに次の項目を設定することができます。
・商品名(文字設定)
・所属部門
・単価
・単価の登録方法

Memo 例の手順4～7のキー操作について
  ・ を押す前の数値訂正をするとき ： で消去後、再入力します。
  ・設定を変更せず次の項目へ進むとき ： を押します。ただし手順7では、次のPLUの

設定へ進みます。
  ・別のPLU番号の設定に移るとき ： を押して手順3へ戻り、任意のPLU番号を

入力します。
  ・設定を途中で終了するとき ： を押します。  

このキー操作をおこなわないと、機能切りかえ
スイッチを「設定」以外の位置に合わせても、
表示画面、キー操作ともに設定モードの状態の
ままとなります。

  ・設定を途中で中止するとき ： を押します。  
このとき、すでに設定した内容については、レ
シートに印字されていますので、設定内容を確
認してください。

  設定内容の印字について
  ・ 途中で を押したとき、または最後の設定項目で を押すと、設定内容が印字され

ます。ただし、設定を続けている間は次の設定内容の印字が続くため、設定を終了する
までレシートは最後まで出ません。

  ・ 設定を変更しなかったときは、設定内容の印字はされないためレシートは出ません。

例 PLU5に所属部門3、単価500円、オープン登録のみを設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に
合わせます。

登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 で表示さ
せることもできます。

22 PLU設定　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

で次の画面へ

3 PLU番号を入力します。 PLU番号　　　　　　　 01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　５

で次の画面へ
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◆商品名の設定
それぞれのPLUについて、文字（商品名）を半角サイズで最大16文字まで設定できます。初期値
は、PLU番号5の場合「PLU0005」です。

4 PLU名を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は商品名を「メロン」に変
更したときの例です。

(文字入力) Ｐ0005　メロン　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆所属部門の設定
符号のプラス/マイナス、消費税に対する属性、現金単品売りの指定、登録単価の制限桁数は、所属
する部門の設定内容にしたがいます。

5 所属部門を入力します。 　所属部門　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
Ｐ0005　　　　　　　　３

で次の画面へ

◆単価の設定
単価のみを設定（または変更）するときは、「PLU番号への単価設定」(☞66ページ)を参照してく
ださい。単価を「0円」にするとサービス品(無料奉仕品)などの登録ができます。

6 単価を入力します。

最大6桁：初期値「0」円

　単価　　　　　　　   0
数字[確定]　　　　　　　
Ｐ0005　　　　　　５００

で次の画面へ

◆単価の登録方法の設定
それぞれのPLUについて単価の登録方法を選択します。
オープン登録：置数キーによって単価を打ち込む登録方法です。
プリセット登録：あらかじめ設定されている単価（プリセット単価）を使用する登録方法です。

7 登録方法を設定します。

 Memo  PLU登録を禁止したいと
きや、不要になったPLU番
号は、削除してください。

オープン登録のみ 1
プリセット登録のみ 2
削除 3

　登録方法　　　　ﾌﾟﾘｾｯﾄ
[1]ｵｰﾌﾟﾝ[2]ﾌﾟﾘｾｯﾄ[3]削除
Ｐ0005　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次のPLUの
設定画面が表示されます。別のPLU
番号の設定を続けておこなう場合は、
手順3～7をおこなってください。

PLU番号 　　　　　　0006
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

8 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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各種設定をするとき3. 機能キーの設定

■ 、 、 の設定【設定番号23】
、 、 のキーごとに次の項目を設定することができます。

・機能名(文字設定)
・符号のプラス/マイナス
・値引額/割引額
・消費税の種類
・課税方法
・値引き/割引の対象
・値引額/値引額の桁数制限

Memo 例の手順4～11のキー操作について
  ・ を押す前の数値訂正をするとき ： で消去後、再入力します。
  ・設定を変更せず次の項目へ進むとき ： を押します。ただし手順11では、次の機能

キーの設定へ進みます。
  ・別の機能キー番号の設定に移るとき ： を押して手順3へ戻り、任意の機能キー番

号を入力します。
  ・設定を途中で終了するとき ： を押します。 

このキー操作をおこなわないと、機能切りかえ
スイッチを「設定」以外の位置に合わせても、
表示画面、キー操作ともに設定モードの状態の
ままとなります。

  ・設定を途中で中止するとき ： を押します。 
このとき、すでに設定した内容については、レ
シートに印字されていますので、設定内容を確
認してください。

  設定内容の印字について
  ・ 途中で を押したとき、または最後の設定項目で を押すと、設定内容が印字され

ます。ただし、設定を続けている間は次の設定内容の印字が続くため、設定を終了する
までレシートは最後まで出ません。

  ・設定を変更しなかったときは、設定内容の印字はされないためレシートは出ません。

例  に次の内容を設定するとき 
マイナス符号(値引き)、値引額30円、消費税1および消費税2、内税および外税対象、
単品および小計からの値引き、値引き制限桁数5桁(99,999円)

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 2回で表
示させることもできます。

23 機能設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ
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3 機能キー番号を入力します。

1

2

3

機能ｷｰ番号　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　１

で次の画面へ

◆機能名の設定
登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できま
す。初期値は :(－)、 :%1、 :%2、です。

4 機能名を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は の機能名を「値引」に
変更したときの例です。

(文字入力) Ｆ01　　　　値引　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆符号のプラス/マイナスの設定
符号を「プラス」に設定すると、値増し(プレミア)/割増しとしてはたらきます。「マイナス」に設
定すると値引き/割引としてはたらきます。

5 符号のプラス/マイナスを設定します。

プラス符号 1
マイナス符号 2

　符号　　　　　　　ﾏｲﾅｽ
[1]ﾌﾟﾗｽ[2]ﾏｲﾅｽ　　　　　
Ｆ01　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆値引額/割引(増)率の設定
に値引額を設定しておくと、 を押すだけで、その値引額を登録できます。
、 に割引(増)率を設定しておくと、 、 を押すだけで、その割引(増)率が登録できます。

6 のときは値引額を入力します。
、 のときは割引(増)率を入力

します。
表示は の設定例です。

 Memo  小数値を入力するとき
は、 を使って小数点を
入力してください。

値引額
1～999,999(円):初期値「0」円

割引(増)率
0.01～100.00(%):初期値「0」%

　値引額　　　　　　  -0
数字[確定]　　　　　
Ｆ01　　　　　　　　３０

で次の画面へ

つづく☞
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◆消費税の種類の設定
消費税1/消費税2を設定します。消費税2は、消費税が複数になったときに設定します。

7 消費税の種類を設定します。

消費税1課税対象 1
消費税2課税対象 2
消費税1および
2課税対象

3

　課税対象　消費税１＆２
[1]税１[2]税２[3]税1&2　
Ｆ01　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆課税方法の設定
値引額/割引額の課税方法を内税・外税課税/内税のみ課税/外税のみ課税/非課税から選択します。

8 課税方法を設定します。

非課税 1
外税 2
内税 3
内税および外税 4

　課税方法　　 内税&外税
[1]非[2]外[3]内[4]内&外 
Ｆ01　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆値引き/割引の対象(単品)の設定
個々の商品からの値引き/割引を禁止にすることができます。

9 値引き/割引の対象(単品)を設定し
ます。

単品に対しての値引き/ 
割引が可能

1

単品に対しての値引き/ 
割引を禁止

2

　単品に対して　　　可能
[1]可能[2]禁止　　　　　
Ｆ01　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆値引き/割引(小計)の対象
小計からの値引き/割引を禁止にすることができます。

10 値引き/割引の対象(小計)を設定し
ます。

小計に対しての値引き/ 
割引が可能

1

小計に対しての値引き/ 
割引を禁止

2

　小計に対して　　　可能
[1]可能[2]禁止　　　　　
Ｆ01　　　　　　　　　　

で次の画面へ
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◆値引額の桁数制限/割引率の制限
登録金額の誤りを防ぐために、値引額/割引(増)率の制限を設定できます。

11 のときは制限桁数を入力します。
、 のときは制限率を入力します。

表示は の設定例です。

 Memo  小数値を入力するとき
は、 を使って小数点を
入力してください。

制限桁数
0～7(桁):初期値「7」桁

パーセント制限
0.01～100.00(%) 
　　　　　:初期値「100」%

　桁数制限　　　　　 7桁
数字[確定]　　　　　　　
Ｆ01　　　　　　　　　５

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次の機能
キーの設定画面が表示されます。
別の機能キーの設定を続けておこな
う場合は、手順3～11をおこなって
ください。

機能ｷｰ番号　　　　　　02
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

12 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 、 、 、 の設定【設定番号23】
、 、 、 のキーごとに次の項目を設定することができます。

・機能名(文字設定)
・取引限度額(制限桁数)

Memo 例の手順4～5のキー操作について
  ・ を押す前の数値訂正をするとき ： で消去後、再入力します。
  ・設定を変更せず次の項目へ進むとき ： を押します。ただし手順5では、次の機能

キーの設定へ進みます。
  ・別の機能キー番号の設定に移るとき ： を押して手順3へ戻り、任意の機能キー番

号を入力します。
  ・設定を途中で終了するとき ： を押します。 

このキー操作をおこなわないと、機能切りかえ
スイッチを「設定」以外の位置に合わせても、
表示画面、キー操作ともに設定モードの状態の
ままとなります。

  ・設定を途中で中止するとき ：  を押します。 
このとき、すでに設定した内容については、レ
シートに印字されていますので、設定内容を確
認してください。

  設定内容を印字について
  ・ 途中で を押したとき、または最後の設定項目で を押すと、設定内容が印字され

ます。ただし、設定を続けている間は次の設定内容の印字が続くため、設定を終了する
までレシートは最後まで出ません。

  ・設定を変更しなかったときは、設定内容の印字はされないためレシートは出ません。



機能キーの設定

74

例 に取引限度額の制限桁数6桁(999,999円まで)を設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 2回で表
示させることもできます。

23 機能設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

3 機能キー番号を入力します。

4

5

6

7

機能ｷｰ番号　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　４

で次の画面へ

◆機能名の設定
登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できま
す。初期値は :入金、 :釣銭準備金、 :支払、 :売上回収金、です。

4 機能名を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は の機能名を「入金登
録」に変更したときの例です。

(文字入力) Ｆ04　　　　入金登録　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆取引限度額の桁数制限の設定
取引限度額の制限桁数が設定できます。「0」に設定すると登録が禁止されます。

5 桁数制限数を入力します。

制限桁数0～8(桁)初期値:8桁

　桁数制限　　　　　 8桁
数字[確定]　　　　　　　
Ｆ04　　　　　　　　　６

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次の機能
キーの設定画面が表示されます。
別の機能キーの設定を続けておこな
う場合は、手順3～5をおこなって
ください。

機能ｷｰ番号　　　　　　05
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０
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6 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 、 、 、 の設定【設定番号23】
、 、 、 のキーごとに次の項目を設定することができます。

・機能名(文字設定)
・預り入力の強制/非強制
・フッタ印字
・取引限度額(制限桁数)

Memo 例の手順4～7のキー操作について
  ・ を押す前の数値訂正をするとき ： で消去後、再入力します。
  ・設定を変更せず次の項目へ進むとき ： を押します。ただし手順7では、次の機能

キーの設定へ進みます。
  ・別の機能キー番号の設定に移るとき ： を押して手順3へ戻り、任意の機能キー番

号を入力します。
  ・設定を途中で終了するとき ： を押します。 

このキー操作をおこなわないと、機能切りかえ
スイッチを「設定」以外の位置に合わせても、
表示画面、キー操作ともに設定モードの状態の
ままとなります。

  ・設定を途中で中止するとき ： を押します。 
このとき、すでに設定した内容については、レ
シートに印字されていますので、設定内容を確
認してください。

  設定内容の印字について
  ・ 途中で を押したとき、または最後の設定項目で を押すと、設定内容が印字され

ます。ただし、設定を続けている間は次の設定内容の印字が続くため、設定を終了する
までレシートは最後まで出ません。

  ・設定を変更しなかったときは、設定内容の印字はされないためレシートは出ません。

例  に次の内容を設定するとき 
預り金額入力の非強制、フッタ印字なし、取引限度額の制限桁数5桁(99,999円まで)

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 2回で表
示させることもできます。

23 機能設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

つづく☞
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3 機能キー番号を入力します。

8

9

10

11

機能ｷｰ番号　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　１０

で次の画面へ

◆機能名の設定
登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できま
す。初期値は :現金、 :券、 :信用、 :掛、です。

4 機能名を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は の機能名を「信用売
り」に変更したときの例です。

(文字入力) Ｆ10　　　　信用売り　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆預り入力の強制/非強制の設定
預り金額の入力強制を設定しておくことができます。

5 預り金額の入力強制を設定します。

:預り入力非強制
:禁止

1

預り入力強制 2

　預かり入力　　　非強制
[1]非強制[2]強制　　　　
Ｆ10　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆フッタ印字
各キーに対して個別にレシートの下端（フッタ）へメッセージを印字する/しないを設定できます。
「フッタ印字あり」に設定したときは、「フッタ印字の選択」（☞98ページ）でフッタ印字を「締
めキーによる」に設定してください。

6 フッタ印字の設定をします。

フッタ印字なし 1
フッタ印字あり 2

　ﾌｯﾀ印字　　　　　 なし
[1]なし[2]あり　　　　　
Ｆ10　　　　　　　　　　

で次の画面へ
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◆取引限度額の桁数制限の設定
取引限度額の制限桁数が設定できます。「0」に設定すると、そのキーの使用が禁止されます。

7 桁数制限数を入力します。

制限桁数0～8(桁)初期値:8桁

　桁数制限　　　　　 8桁
数字[確定]　　　　　　　
Ｆ10　　　　　　　　　５

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次の機能
キーの設定画面が表示されます。
別の機能キーの設定を続けておこな
う場合は、手順3～7をおこなって
ください

機能ｷｰ番号　　　　　　11
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

8 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
でます。

■ ポイント券の設定【設定番号23】
単位金額に対して何ポイント発行するかを設定できます。たとえば単位金額を1000円、ポイント数
を10ポイントと設定した場合は、1000円～1999円は10ポイント、2000円は20ポイントと計
算されます。単位金額を0円、ポイントを0ポイントと設定されている状態では、ポイント券を発行
しません。
・機能名(文字設定)
・単位金額/ポイント
・最低購入金額

Memo 例の手順4～7のキー操作について
  ・ を押す前の数値訂正をするとき ： で消去後、再入力します。
  ・設定を変更せず次の項目へ進むとき ： を押します。ただし手順7では、次の機能

キーの設定へ進みます。
  ・設定を途中で終了するとき ： を押します。 

このキー操作をおこなわないと、機能切りかえ
スイッチを「設定」以外の位置に合わせても、
表示画面、キー操作ともに設定モードの状態の
ままとなります。

  ・設定を途中で中止するとき ： を押します。 
このとき、すでに設定した内容については、レ
シートに印字されていますので、設定内容を確
認してください。

  設定内容の印字について
  ・ 途中で を押したとき、または最後の設定項目で を押すと、設定内容が印字され

ます。ただし、設定を続けている間は次の設定内容の印字が続くため、設定を終了する
までレシートは最後まで出ません。

  ・設定を変更しなかったときは、設定内容の印字はされないためレシートは出ません。
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例  単位金額を1000円、ポイント数を10ポイント、最低購入金額を3000円に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 2回で表
示させることもできます。

23 機能設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

で次の画面へ

3 機能キー番号を入力します。

ポイント券発行 12

機能ｷｰ番号　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　１２

で次の画面へ

◆機能名の設定
登録時に印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。初期値は「ポイント」です。

4 機能名を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は機能名を「Point数」に
変更したときの例です。

(文字入力) Ｆ12　　　　Point数　 　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆単位金額
単位金額を設定します。

5 単位金額を入力します。

単位金額1～99,999(円):初期
値「0」円

　単位金額　　　　　   0
数字[確定]　　　　　　　
Ｆ12　　　　　　１０００

で次の画面へ

◆単位金額に対するポイント数の設定
単位金額に対するポイント数を設定します。

6 ポイント数を入力します。

ポイント数1～99,999ポイン
ト:初期値「0」

　ポイント数　　　　　 0
数字[確定]　　　　　　　
Ｆ12　　　　　　　　１０

で次の画面へ
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◆最低購入金額の設定
ポイント計算の対象となる最低金額を設定できます。

7 金額を入力します。

最低購入金額1～99,999(円):
初期値「0」円

　最低購入金額　　　   0
数字[確定]　　　　　　　
Ｆ12　　　　　　３０００

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次の機能
キーの設定画面が表示されます。

機能ｷｰ番号　　　　　　13
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

8 設定を終了します。
設定した内容が印字されます。

■ その他機能名の設定【設定番号23】
登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を半角文字サイズで最大12文字まで設定できま
す。初期値は機能キー番号表(☞80ページ)を参照してください。

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 2回で表
示させることもできます。

23 機能設定 　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

3 機能キー番号を入力します。
機能キー番号は機能キー番号表(☞
80ページ)を参照してください。

機能ｷｰ番号　　　　　　01
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　２９

で次の画面へ

4 機能名を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は機能名を「返品」に変更
したときの例です。

(文字入力) Ｆ29　　　　返品　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次の機能
キーの設定画面が表示されます。
別の機能キーの設定を続けておこな
う場合は、手順3～4をおこなって
ください。

機能ｷｰ番号　　　　　　30
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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◆機能キー番号表
機能キー番号 機能 初期設定

13 売上小計 **売上計
14 外税1課税小計 外税小計
15 外税1合計 外税
16 内税1課税小計 内税小計
17 内税1合計 (内税)
18 外税2課税小計 外２小計
19 外税2合計 外税２
20 内税2課税小計 内２小計
21 内税2合計 (内税２)
22 消費税合計 消費税計
23 非課税合計 非課税計
24 100円未満の端数処理 端数丸め
25 純売上合計 **純計
26 売上点数 売上点数
27 総売上合計 **総合計
28 平均売上単価 平均単価
29 戻品(返品) 戻品
30 訂正 訂正
31 取引後訂正モード 取引後訂正
32 全項目取消 取消
33 領収証 領収証
34 収入印紙貼付枠付き領収証 印紙領収
35 両替 両替
36 万券出金両替 万券→両替
37 万件入金両替 万件←両替
38 万券 万券
39 取引件数 取引数
40 現金在高 現金在高
41 券在高 券在高
42 信用/掛　在高 信/掛　在高
43 信用/券　釣 信/券　釣
44 プラス部門　合計 ＊部門計
45 マイナス部門　合計 －部門計
46 平均客単価 平均客単価
47 ﾚﾎﾟｰﾄ　数量ﾃｷｽﾄ 数
48 小計 **小計
49 合計 **合計
50 釣銭 おつり
51 預かり不足　支払い残額表示 残額
52 買上点数 個数
53 ﾚｼｰﾄ買上点数ﾃｷｽﾄ 個
54 予約券　入力ﾒｯｾｰｼﾞ 日付と時間
55 予約券　完了ﾒｯｾｰｼﾞ 予約券
56 予約券　ﾀｲﾄﾙ 予約券
57 取引後訂正　ﾚｼｰﾄ　ﾀｲﾄﾙ 取引後訂正
58 COPY　ﾚｼｰﾄ　ﾀｲﾄﾙ コピー
59 領収証控　ﾀｲﾄﾙ 領収証控
60 部門　ﾚﾎﾟｰﾄ　ﾀｲﾄﾙ 部　門
61 PLU　ﾚﾎﾟｰﾄ　ﾀｲﾄﾙ ＰＬＵ
62 取引　ﾚﾎﾟｰﾄ　ﾀｲﾄﾙ 取　引
63 責任者　ﾚﾎﾟｰﾄ　ﾀｲﾄﾙ 責任者
64 時間帯　ﾚﾎﾟｰﾄ　ﾀｲﾄﾙ 時間帯
65 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ　ﾀｲﾄﾙ ｼﾞｬｰﾅﾙ
66 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ　印字終了ﾀｲﾄﾙ 記録終了
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4. 消費税の設定

ここでは消費税の端数処理や税率の設定などについて説明しています。

■ お店に合わせて消費税を設定(変更)する
ご購入時、消費税は次のように設定されています。
・消費税率 ：5％
・課税方法 ：すべての部門に対して内税課税
・内税の端数処理 ：1円未満を切り捨て

内税商品のみ扱うお店 → このまま使えます
ご購入時は、 ～ のすべての部門に内税が設定されています。

外税商品または非課税商品があるお店 → 設定を変更してください
外税商品または非課税商品を登録する部門を決めて、部門ごとに「部門の詳細設定」（☞63ペー
ジ）で設定してください。
(設定例）

～  ：内税商品の登録に使う部門…設定変更なし
～  ：外税商品の登録に使う部門…外税に設定変更
～  ：非課税商品の登録に使う部門…非課税に設定変更

消費税の端数処理とお買い上げ合計の丸めの設定について
消費税額の1円未満の端数処理は、ご購入時、外税、内税共に切り捨てに設定されていますが、それ
ぞれの端数処理を変更することができます。（☞82ページ）
また、お買い上げ税込合計からの5円丸め、10円丸めといった端数処理を設定することもできま
す。ご購入時、丸めの端数処理はしない設定になっています。「合計額の丸めの設定」（☞95ペー
ジ）を参照してください。

ご購入時すでに消費税のしくみが変わっているとき → すぐに消費税を変更してください
現行の税制に合わせて、ご購入時は消費税率は5％に、免税点は0円に設定されています。
レジスタを最初に使われるときから、税制が合わないときは、「消費税の税率および免税点の設定」
（☞85ページ）で設定を変更してください。

これから消費税が変更になるとき → 消費税の自動変更予約をすることができます
このレジスタは、消費税の自動変更予約機能を備えています。これから税制が変わるときは、新税施
行日より以前に税率や変更日を設定しておくと、変更日に自動的に設定を変更します。
消費税の自動変更予約機能を使用するときは、「消費税の自動変更予約機能について」（☞86ペー
ジ）を参照してください。
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■ 消費税の端数処理の設定【設定番号24】
消費税額の1円未満の端数について、切り上げ、切り捨て、四捨五入の処理が選択できます。

例 内税の端数を切り捨て、外税の端数を四捨五入、に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 3回で表
示させることもできます。

24 消費税設定 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

端数処理　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

3 内税の端数処理を設定します。

四捨五入 1
切り上げ 2
切り捨て 3

　内税　　　　　切り捨て
[1]4捨5入[2]切上[3]切捨
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

4 外税の端数処理を設定します。

四捨五入 1
切り上げ 2
切り捨て 3

　外税　　　　　４捨５入
[1]4捨5入[2]切上[3]切捨
　　　　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。
設定内容が印字され、端数処理の設
定画面が表示されます。

端数処理　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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■ レシートへの税関連印字の設定【設定番号24】
レシートに、外税、内税、非課税の記号および外税課税小計、内税課税小計、内税額を印字するか印
字しないかを選択できます。

POINT! 消費税の印字の設定

内税課税小計

税関連の記号や税額でレシート
に、印字する、しないを選択でき
るものは次の6種類です。

外税の記号

外税課税小計

内税額

内税の記号
非課税の記号

例 内税課税小計印字のみしない、に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 3回で表
示させることもできます。

24 消費税設定 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 登録印字の設定画面を表示します。 登録印字　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

4 外税記号印字を設定します。

印字しない 1
印字する 2

　外税記号印字　　　する
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

つづく☞
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5 内税記号印字を設定します。

印字しない 1
印字する 2

　内税記号印字　　　する
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

6 非課税記号印字を設定します。

印字しない 1
印字する 2

　非課税記号印字　　する
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

7 外税課税小計印字を設定します。

印字しない 1
印字する 2

　外課税小計印字　　する
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

8 内税課税小計印字を設定します。

印字しない 1
印字する 2

　内課税小計印字　しない
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

9 内税額印字を設定します。

印字しない 1
印字する 2

　内税額印字　　　　する
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。
設定内容が印字され、手順3の画面
が表示されます。

登録印字　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

10 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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■ 消費税の税率および免税点の設定【設定番号24】
このレジスタは、消費税の税率が2種類になっても対応できるように消費税1と消費税2で税率を分
けて設定できるようになっています。また、消費税1と消費税2それぞれに免税点を設定できます。
ご購入時は、消費税1に消費税5%、免税点0円が設定されています（現行の税制では消費税2は使い
ません）。すでに税制が変わっているときは、ここでの設定を変更してから使いはじめてください。

例 消費税1に税率7%、免税点100円に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 3回で表
示させることもできます。

24 消費税設定 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

端数処理　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 消費税1の設定画面を表示します。

消費税1 2回

消費税2 3回

消費税１　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

4 税率を入力します。

税率　0.0000～99.9999(%)
初期値 消費税1「5」%
 消費税2「0」%

　税率　　　　　 5.0000%
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　７

 Memo  小数値を入力するときは、 を使って小数点を入力し
てください。

で次の画面へ

5 免税点を入力します。

免税点　0～99,999(円)
初期値「0」円

　免税点　　　　　　   0
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　１００

 設定内容を確定します。
設定内容が印字され、手順3の画面
が表示されます。

消費税１　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

6 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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■ 消費税の自動変更予約機能について
消費税が改正される場合、更新日と新しい税率、免税点をまえもって設定しておくと、指定した更新
日に自動的に税率と免税点を更新することができます（消費税の自動変更予約機能）。
また、このレジスタは、商品の種類によって2種類の税率が使われる場合に備えて、消費税1と消費
税2を備えています。2種類の税率が施行される場合は、消費税1と消費税2を設定することで使いわ
けができます。
現行のように商品にかかる一般的な税率が1種類しかなく、そのまま税率が変わるだけという改正の
場合は、現在使っている消費税1の税率を変更するだけでよいことになります。

消費税の自動変更予約機能の設定は、必ず、次の順番でおこなってください。
 （1）更新年月日とタイミングを設定します（☞86ページ）。
 （2）更新消費税1および更新消費税2に、新しい税率と免税点を設定します（☞87ページ）。

ご注意  すでに消費税率等が変わっている場合は、この機能は使えません。前ページの「消費税の税率および
免税点の設定」を使って設定してください。

消費税の自動変更予約機能を設定すると、新税率施行日に自動変更機
能がはたらき、設定されていた新税率および免税点になり、税率更新
の確認用レシートが発行されます。

税率更新の確認用レシート例

Memo ・ 更新タイミングは初期設定（更新日に任意のキーを押したときに更新）になります。
  ・更新日付はクリアされて、「0000年00月00日」になります。
  ・更新用消費税1の設定はクリアされて、「0％、免税点0」になります。
  ・更新用消費税2の設定はクリアされて、「0％、免税点0」になります。

更新日とタイミングの設定 ･･･【設定番号24】
消費税が改正されるとき、更新のタイミングをお店に合わせて次の2種類から選択できます。
 ・日付更新後：指定した更新日以降に任意のキーを押したときに更新する
 ・日計精算後：指定した更新日以降に日計全項目精算をおこなった後で更新する
ご購入時の設定のままでよければ、この設定を変更する必要はありません。
税率更新のタイミングを「設定更新日以降に任意のキーを押したとき」に設定する場合、更新日の前
日中に登録した取引と登録中に更新日になった取引には、更新前の税率が適用されます。
更新日を設定したときは、必ず新しい税率と免税点を更新消費税1および更新消費税2に正しく設定
してください。

例 更新予約に2007年10月1日、日付更新後を設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正
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2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 3回で表
示させることもできます。

24 消費税設定 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

端数処理　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 更新予約の設定画面を表示します。
4回 更新予約　　　　　　　　

[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

4 日付を8桁(年:4桁、月:2桁、日:2桁)で入力します。

初期値　0000年00月00日
(更新予約なし)

　日付　0000年 0月 0日
数字[確定]　　　　　　　
　　　　２００７１００１

で次の画面へ

5 税率更新のタイミングを設定します。

日付更新後 1
日計精算後 2

　ﾀｲﾐﾝｸﾞ　　　日付更新後
[1]日付更新[2]日計精算　
　　　　　　　　　　　　

 設定内容が確定されます。
設定内容が印字され、手順3の画面
が表示されます。

更新予約　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

6 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

更新する税率と免税点の設定 ･･･【設定番号24】
消費税1を更新するときは、更新消費税1に、新しい税率と免税点を設定します。
消費税2を更新するときは、更新消費税2に、新しい税率と免税点を設定します。

ご注意  消費税の自動変更予約機能を実行するときは、更新消費税1と更新消費税2の両方を必ず設定してく
ださい。更新消費税1と更新消費税2は、更新日に同時に更新されますので、ご注意ください。たと
えば、消費税2に変更があり、消費税1に変更がない場合でも、更新消費税1に現在の消費税1と同じ
設定をしておかないと、更新日に消費税1の設定が消えてしまいます。

例 更新消費税1に税率5%、免税点100円に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

つづく☞
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2 設定番号を選択します。

 Memo  2回、 、 3回で表
示させることもできます。

24 消費税設定 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

端数処理　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 更新消費税1の設定画面を表示します。

消費税1 5回

消費税2 6回

5回 更新消費税１　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定

で次の画面へ

4 税率を入力します。

 Memo  小数値を入力するとき
は、 を使って小数点を
入力してください。

税率　0.0000～99.9999(%)
初期値 更新消費税1「0」%
 更新消費税2「0」%

　税率　　　　　 0.0000%
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　５

で次の画面へ

5 更新免税点を入力します。

免税点　0～99,999(円)
初期値「0」円

　免税点　　　　　　　 0
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　１００

 設定内容を確定します。
設定内容が印字され、手順3の画面
が表示されます。

更新消費税１　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

6 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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5. 責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定

■ 責任者名の設定【設定番号25】
1～4の責任者番号に対して、責任者名を半角文字サイズで最大12文字まで設定できます。

例 責任者番号2に責任者名「田中」を設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。
責任者番号選択の画面が表示されます。

責任者番号　　　　　　 1
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

3 責任者番号を入力します。 責任者番号　　　　　　 1
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　２

で次の画面へ

4 責任者名を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は責任者名を「田中」に変
更したときの例です。

(文字入力) 責任者２　　田中　　　　
文字[変換][確定]　　　　
漢　　　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字され、次の責任者
番号の設定画面が表示されます。
別の責任者番号の設定を続けておこ
なう場合は、手順3～4を繰り返し
てください。

責任者番号　　　　　　 3
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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■ 店名･領収証ロゴ/各種メッセージの設定【設定番号26】
次の項目を設定することができます。

◆店名ロゴの設定
店名ロゴを、最大4行、各行半角文字サイズで24文字まで設定することができます。領収証ロゴに店名
ロゴを使うに設定している場合は、ここで設定された内容が領収証にも印字されます（☞101ページ）。

◆コマーシャルメッセージの設定（メッセージ1、メッセージ2）
レシートにお店からのお知らせとして、コマーシャルメッセージを印字することができます。メッ
セージはメッセージ1とメッセージ2の2種類を、それぞれ最大3行、各行半角文字サイズで24文字
まで設定できます。メッセージ1の初期値は、「またの御来店を(1行目)お待ちしております(2行目)
ありがとうございました(3行目)」が中央揃えで設定されています。コマーシャルメッセージの印字
位置は、レシートのヘッダ(上部)またはフッタ(下端)のどちらかを選択して印字することができます。
(☞98ページ）

◆領収証ロゴの設定
領収証に印字される領収証ロゴを最大6行、各行半角文字サイズで24文字まで設定することができ
ます。領収証の設定で店名ロゴを使う設定にしている場合は、領収証には店名ロゴが印字され、ここ
での設定は無効になります（☞101ページ）。

◆予約券メッセージの設定
予約券に印字されるメッセージを最大3行、各行半角文字サイズで24文字まで設定することができ
ます。

◆ポイント券メッセージの設定
ポイント券に印字されるメッセージを最大3行、各行半角文字サイズで24文字まで設定することが
できます。

ポイント券メッセージ

予約券メッセージ

店名ロゴ

コマーシャル
メッセージ

領収証ロゴ
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1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定番号を選択します。 26 ﾛｺﾞとﾒｯｾｰｼﾞ設定　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

3 設定する項目を選択します。

(任意の回数) ﾒｯｾｰｼﾞ1　　　　　　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

ﾒｯｾｰｼﾞ2　　　　　　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

領収証ﾛｺﾞ　　　　　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

予約券ﾒｯｾｰｼﾞ　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

ﾎﾟｲﾝﾄ券ﾒｯｾｰｼﾞ　　　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

店名ﾛｺﾞ　　　　　　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

を押すごとに、下記の設定項目が順に表示されます。
 ・店名ロゴ
 ・コマーシャルメッセージ1
 ・コマーシャルメッセージ2
 ・領収証ロゴ
 ・予約券メッセージ
 ・ポイント券メッセージ

で次の画面へ

4 1行目の文字を入力します。
文字の入力方法は、「文字の入力方
法」(☞54ページ)を参照してくださ
い。表示は1行目の文字を「シャー
プ」に変更したときの例です。

(文字入力) シャープ　　　　　　　　
文字[変換][確定]　　　　
ア　　　　　　　　　　　

5 1行目と同じ方法で、2行目以降の
文字を入力します。
入力をしないときは を押して、次
の行に進みます。
店名ロゴは4行分、コマーシャル
メッセージ1・2は3行分、領収証ロ
ゴは6行分、予約券メッセージは3
行分、ポイント券メッセージは3行
分入力できます。

6 すべての行の入力が終わると、手順
3の画面が表示されます。
別項目を続けて設定する場合は、手
順3～4をおこなってください。

7 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
でます。
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■ 通信タイムアウト時間/プリンタ印字濃度の設定【設定番号27】
ここではパソコン接続時の通信のタイムアウト時間と、プリンタの印字濃度の設定ができます。

例 タイムアウト時間を10秒、印字濃度を60%に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 通信の設定画面を表示します。 通信　　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆パソコン接続時の通信タイムアウト時間の設定
カスタマサポートツールを使用して、USBケーブル経由でレジスタからパソコンへデータ通信をお
こなうときのタイムアウト時間を設定します。

3 タイムアウト時間を入力します。

1～255秒:初期値「7」秒

　ﾀｲﾑｱｳﾄ　　　　　　 7秒
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　１０

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字されます。

通信　　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

4 プリンタ印字濃度の設定画面を表示
します。

ﾌﾟﾘﾝﾀ 　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆プリンタ印字濃度の設定
プリンタの印字濃度を設定します。「通信とプリンタ設定の印字」をおこなうと、現在の設定値と印
字濃度10～90の印字見本を見ることができます。（☞59、61ページ）。

5 印字濃度を入力します。

印字濃度　00～99:初期値50
濃度の目安: 00=標準の70%
 50=標準の濃度
 99=標準の130%

　濃度　　　　　　　　50
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　６０

 設定内容を確定します。 ﾌﾟﾘﾝﾀ 　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

6 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。



93

各種設定をするとき

各
種
設
定
を
す
る
と
き

6. その他の設定

■ 日付/時刻/レジスタ番号/一連番号の設定【設定番号28】
次の項目を設定することができます。
・日付
・時刻
・レジスタ番号
・一連番号
日付と時刻は「日付と時刻を合わせる(簡易日付設定)」(☞14ページ)で設定することもできます。

例 2006年1月15日、15(午後3時)時5分、レジスタ番号3、一連番号5を設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。 日付時刻と番号　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　０

で次の画面へ

◆日付の設定
日付の設定をおこないます。

3 日付を8桁(年:4桁、月:2桁、日:2
桁)で入力します。

　日付　2000年 　1月 1日
数字[確定]　　　　　　　
　　　　２００６０１１５

で次の画面へ

◆時刻の設定
時刻の設定をおこないます。

4 時刻を4桁で入力します。 　時刻　　　　　　 15:05
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　１５０５

で次の画面へ

◆レジスタ番号の設定
レジスタが複数あるとき、区別するためにレジスタ番号を設定します。

5 レジスタ番号を入力します。 　ﾚｼﾞｽﾀ番号　　　 000000
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　３

で次の画面へ

つづく☞



その他の設定

94

◆一連番号の設定
レシートに印字する取引番号の開始番号を設定します。精算をおこなっても自動的に開始番号に戻ら
ないため、毎日同じ番号から始めたい場合は、開店前に開始番号を設定してください。

6 一連番号を入力します。 　一連番号　　　　　0000
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　５

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字されます。

日付時刻と番号　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　０

7 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 登録モード制限の設定【設定番号28】
登録モードでの各種機能の登録禁止が設定できます。

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。 登録ﾓｰﾄﾞ制限　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 設定する項目を選択します。

(任意の回数)

　直前訂正　　　　　可能
[1]可能[2]禁止　　　　　
　　　　　　　　　　　　

　両替　　　　　　　可能
[1]可能[2]禁止　　　　　
　　　　　　　　　　　　

･･････････････

を押すごとに、下記の設定項目が順に表示されます。
 ・直前訂正 1:可能 2:禁止
 ・指定訂正 1:可能 2:禁止
 ・全項目取消 1:可能 2:禁止
 ・戻品登録 1:可能 2:禁止
 ・入金/釣銭準備金登録 1:可能 2:禁止
 ・支払/売上回収金登録 1:可能 2:禁止
 ・両替 1:可能 2:禁止

ご注意  入金登録と釣銭準備金登録は共通設定のため一方のみに可能または
禁止を設定することはできません。たとえば、入金登録を禁止に設
定すると、釣銭準備金登録も禁止となります。また同様に、支払登
録と売上回収金登録も一方のみに可能または禁止を設定することは
できません。

4 上記一覧を参考に設定番号を入力 
します。
設定内容が印字されます。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順3～4をおこなってください。

または 、

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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■ 登録機能の設定【設定番号28】
登録モードでの次の項目の登録禁止が設定できます。
・小数数量の設定
・100円未満の端数処理（合計額の丸め）の設定

例 小数数量あり、1円～99円を100円に切り上げ、に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。
、

登録機能　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆小数数量の設定
商品個数の小数入力を可能にするか設定できます。小数入力を「可能」に設定すると、売上個数の小
数入力（小数点以下第3位まで）ができます。

3 小数数量の設定をします。

あり 1
なし 2

　小数数量　　　　　あり
[1]あり[2]なし　　　　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆100円未満の端数処理（合計額の丸め）の設定
5円丸め10円丸めといったお買い上げ合計額の端数（1円～99円）の丸めの処理が設定できます。
「100円未満の端数処理」(☞96ページ)の表を参照してnnmmの数値を入力して設定します。

4 端数処理を4桁の数値で設定します。

nnmm:初期値「0000」

　100円未満処理　　 0000
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　１００１

 設定内容を確定します。
設定内容が印字されます。

登録機能　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。
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100円未満の端数処理

nn捨mm入
処理内容 処理例 入力例

nn mm
00 00 端数処理しない 0000
09 09 9円以下切り捨て :1～9円→0円 0909
99 99 99円以下切り捨て :1～99円→0円 9999
00 01 1円～9円を10円に切り上げ :1～9円→10円 0001
10 01 1円～99円を100円に切り上げ :1～99円→100円 1001

09 10 9捨10入 9捨10入: 1～9円→0円、10～99円→
100円 0910

0n 0m n捨m入(n:1～4,m:5～9) 2捨8入: 1～2円→0円、3～7円→5
円、8～9円→10円 0208

0n 0m n捨m入(n+1=m) 4捨5入: 1～4円→0円、5～9円→10円 0405

nn mm nn捨mm入
(nn:1～49,mm:50～99)

20捨80入: 1～20円→0円、21～79
円→50円、80～99円→
100円

2080

nn mm nn捨mm入(nn+1=mm) 49捨50入: 1～49円→0円、50～99
円→100円 4950

nn 00 n捨0入(n:1～4) 4捨0入: 1～4円→0円、5～9円→5円 0400

nn 00 nn捨00入(nn:1～49) 49捨00入: 1～49円→0円、50～99
円→50円 4900

■ 印字形式全般の設定【設定番号28】
営業記録（ジャーナル）をロール紙に印字する設定や営業記録の印字
を圧縮印字に変更する設定があります。また、設定日付、時刻、一連
番号を印字しないように設定することができます。

圧縮印字例(営業記録)

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。

3回

、
印字形式全般　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
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3 設定する項目を選択します。

(任意の回数)

　通常印字形式　　　ﾚｼｰﾄ
[1]ｼﾞｬｰﾅﾙ[2]ﾚｼｰﾄ　　　　
　　　　　　　　　　　　

　一連番号印字　　　する
[1]する[2]しない　　　　
　　　　　　　　　　　　

･･････････････
を押すごとに、下記の設定項目が順に表示されます。

 ・通常印字形式 1:営業記録(ジャーナル) 2:レシート
 ・登録/訂正ﾓｰﾄﾞ 1:通常 2:圧縮
 ・設定/点検/精算 1:通常 2:圧縮
 ・日付印字 1:する 2:しない
 ・時刻印字 1:する 2:しない
 ・一連番号印字 1:する 2:しない

4 上記一覧を参考に設定番号を入力
します。
設定内容が印字されます。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順3～4をおこなってください。

または 、

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

POINT! レシート印字について

時刻印字(☞96ページ)
レシートに印字する/しな
いを選択できるものは、
日付・時刻・一連番号・小
計キーの押下・買上点数印
字の5種類です。また、合
計金額印字の上にスペース
を空けるように設定できま
す。ただし印字例のように
買上点数を印字するように
設定している場合は、買上
点数の上にスペースが空き
ます。

日付印字(☞96ページ)

一連番号印字(☞96ページ)

合計前紙送り(☞100ページ)

小計キーで印字(☞100ページ)

買上点数印字(☞100ページ)
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■ 店名ロゴとメッセージ印字様式の設定（ﾍｯﾀ /゙ﾌｯﾀ）【設定番号28】
次の項目の印字様式を設定できます。
・メッセージ（ヘッダ/フッタ）の印字選択
・フッタ印字の選択
・店名ロゴの選択
・メッセージ1印字、メッセージ2印字の選択

例  ヘッダ/フッタを登録のみ、フッタ印字を全レシート、店名ロゴをお買上票、店名ロゴ印字
をヘッダ印字、メッセージ1をヘッダ印字、メッセージ2を印字しない、に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。

4回

、
ﾍｯﾀﾞ/ﾌｯﾀ　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆メッセージ（ヘッダ/フッタ）の印字選択
店名ロゴの下（ヘッダ）のメッセージとレシートの下端（フッタ）のメッセージを売上登録時に発行
するレシートのみに印字するように設定できます。プリンタの構造上、登録のみに印字する設定にし
ても、登録以外のモードで店名ロゴやメッセージの一部が印字される場合があります。

3 ヘッダ/フッタを設定します。

全レシート 1
登録のみ 2

　ﾍｯﾀﾞ/ﾌｯﾀ　　　　全ﾚｼｰﾄ
[1]全ﾚｼｰﾄ[2]登録のみ　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆フッタ印字の選択
レシートの下端（フッタ）に印字されるメッセージを取引締めキー( 、 、 、 )使用時の
み印字するように設定できます。この設定にしたときは、「 、 、 、 の設定」（☞75
ページ）で各キーに対して個別に、「フッタ印字なし/あり」を設定してください。

4 フッタ印字を設定します。

全レシート 1
締めキーによる 2

　ﾌｯﾀ印字　　 　　全ﾚｼｰﾄ
[1]全ﾚｼｰﾄ[2]締めｷｰのよる
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ
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◆店名ロゴの選択
店名ロゴの印字を、次の2つの標準ロゴから選択できます。

お買上票 領収証

5 店名ロゴを設定します。

お買上票 1
領収証 2
その他 3

　店名ﾛｺﾞ選択　 お買上票
[1]買上[2]領収[3]その他 
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

 Memo  「3その他」は店名ロゴに、お店独自の店名グラフィッ
クロゴ、または文字設定による店名ロゴを使われてい
るとき、現在の設定として表示されますが、ここでは
選択できません。

 ご注意  グラフィック店名ロゴをご使用になっている場合、または文字
設定による店名ロゴを設定している(☞90ページ)場合に、この
設定をおこなうと店名ロゴが上記の標準ロゴに変更され、グラ
フィック店名ロゴのデータは消去されますのでご注意ください。

6 店名ロゴ印字を設定します。

ヘッダ印字 1
印字しない 2

　店名ﾛｺﾞ印字　　　 ﾍｯﾀﾞ
[1]ﾍｯﾀﾞ[2]なし　　　　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

◆メッセージ1印字、メッセージ2印字の選択
コマーシャルメッセージの設定（☞90ページ）で設定したメッセージ1、メッセージ2をヘッダまた
はフッタに印字するかしないかを設定できます。メッセージ1とメッセージ2をヘッダ（フッタ）に印
字する設定にした場合は、ヘッダ（フッタ）にメッセージ1に続いてメッセージ2が印字されます。

7 メッセージ1の印字を設定します。

ヘッダ印字 1
フッタ印字 2
印字しない 3

　ﾒｯｾｰｼﾞ1印字　　 　ﾍｯﾀﾞ
[1]ﾍｯﾀﾞ[2]ﾌｯﾀ[3]なし　　
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

つづく☞



その他の設定

100

8 メッセージ2の印字を設定します。

ヘッダ印字 1
フッタ印字 2
印字しない 3

　ﾒｯｾｰｼﾞ2印字　　　なし
[1]ﾍｯﾀﾞ[2]ﾌｯﾀ[3]なし　　
　　　　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。
設定した内容が印字されます。

ﾍｯﾀﾞ/ﾌｯﾀ　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

9 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 売上登録印字形式の設定【設定番号28】
売上登録時のレシートへの印字形式を各種設定することができます。
印紙貼付けの設定を「金額による」に設定しておくと、「印紙金額」
で設定された金額以上のレシートを発行する際に、自動的に収入印紙
用の余白を作成して印字します。

収入印紙用余白

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。

5回

、
登録印字形式　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 設定する項目を選択します。

(任意の回数)

　登録ﾚｼｰﾄ印字　　　明細
[1]合計[2]明細　　　　　
　　　　　　　　　　　　

　印紙金額　　　　30,000
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

･････････････････････････

を押すごとに、下記の設定項目が順に表示されます。
 ・登録レシート印字 1:合計のみ印字 2:明細印字
 ・事後・コピーレシート 1:合計のみ印字 2:明細印字
 ・現金単品売り 1:明細印字 2:合計のみ印字
 ・単価0のPLU 1:PLU名のみ印字 2:通常印字
 ・小計キーで印字（小計キーを押すごとに小計を印字）
    1:しない 2:する
 ・買上点数印字 1:する 2:しない
 ・合計前紙送り 1:しない 2:する
 ・印紙貼付け 1:なし 2:金額による
 ・印紙金額 0～99999999(初期値：30000)
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4 上記一覧を参考に設定番号を入力
します。

 Memo  「印紙金額」設定の場合
は、数値を入力して を
2回押してください。

設定内容が印字されます。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順3～4をおこなってください。

または 、

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 領収証の設定【設定番号28】
領収証に印字する領収証ロゴと店名ロゴの切りかえができます。また、領収証に印字する一連番号を
何番からスタートさせるかを設定します。領収証控え発行の有無や、収入印紙枠を印字する金額を設
定します。

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。

6回

、
領収証　　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 設定する項目を選択します。

(任意の回数)

　領収証ﾛｺﾞ　　領収証ﾛｺﾞ
[1]領収証ﾛｺﾞ[2]店名ﾛｺﾞ　
　　　　　　　　　　　　

　印紙金額　　　　30,000
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

････････

を押すごとに、下記の設定項目が順に表示されます。
 ・領収証ロゴ 1：領収証ロゴ 2：店名ロゴ
 ・領収証控え 1：控えなし 2：控えあり
 ・任意額内税印字 1：しない 2：する
 ・領収証番号 0～9999（初期値：0）
 ・印紙金額 0～99999999（初期値：30000）

4 上記一覧を参考に設定番号を入力
します。

 Memo  「領収証番号」と「印紙
金額」設定の場合は、数
値を入力して を2回押
してください。

設定内容が印字されます。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順3～4をおこなってください。

または 、

つづく☞
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5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 集計レポート印字の設定【設定番号28】
点検・精算レポートの印字の時に、レポート数がゼロの時に印字をするかしないか、また集計期間を
印字するかしないかを選択できます。

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

　　　

　

2 設定画面を表示します。

7回

、
集計ﾚﾎﾟｰﾄ印字 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　

3 設定する項目を選択します。

(任意の回数)

　PLUﾚﾎﾟ0ｽｷｯﾌﾟ　　する
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

　集計期間印字　　しない
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

･････････

を押すごとに、下記の設定項目が順に表示されます。
 ・PLUレポ0スキップ（PLUレポート） 1：しない 2：する
 ・ レポートゼロスキップ
 　（PLUレポート以外） 1：しない 2：する
 ・集計期間印字 1：しない 2：する

4 上記一覧を参考に設定番号を入力 
します。
設定内容が印字されます。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順3～4をおこなってください。

または 、

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 電子ジャーナルの設定【設定番号28】
電子ジャーナルを圧縮印字にすることができます。電子ジャーナルのメモリーフル時の動作を設定します。

メモリーフル時の動作
無視する: メモリーの残りがなくなると、古いデータから削除します。警告表示はしません。
警告のみ: メモリーの残りが10％以下になると、「電子ジャーナル残り少」を表示します。メモリー

の残りがなくなると、「電子ジャーナル残なし」を表示します。その後の登録は可能です。
ロック: メモリーの残りが10％以下になると、「電子ジャーナル残り少」を表示します。メモリーの

残りがなくなると、エラーとなり「電子ジャーナル残なし」を表示します。続けて登録ができ
なくなりますので、丁度締めか取消の操作をおこなった後、営業記録を精算してください。
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1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。

8回

、
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 設定する項目を選択します。

(任意の回数)

　印字形式　　　　　通常
[1]通常[2]圧縮　　　　　
　　　　　　　　　　　　

　ﾌﾙ時の動作　　　　無視
[1]無視[2]警告のみ[3]ﾛｯｸ
　　　　　　　　　　　　

を押すごとに、下記の設定項目が順に表示されます。
 ・印字形式 1:通常印字 2:圧縮印字
 ・フル時の動作 1:無視 2:警告のみ 3:ロック

4 上記一覧を参考に設定番号を入力
します。
設定した内容が印字されます。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順3～4をおこなってください。

、 または 、

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 省電力の設定(スリープモード)【設定番号28】
スリープモードに入る時間を設定します。また、表示部に時刻が表示されている間はスリープモード
に入らないようにすることができます。スリープモードに入ると、オペレータ側表示部のバックライ
トが消え、客側表示部は消灯します。

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

2 設定画面を表示します。

9回

、
省電力　　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

3 設定する項目を選択します。

(任意の回数)

　省電力時間　　　　30分
数字[確定]　　　　　　　
　　　　　　　　　　　０

　時計表示中　　　　有効
[1]有効[2]無効　　　　　
　　　　　　　　　　　　

を押すごとに、下記の設定項目が順に表示されます。
 ・省電力時間 1～254(分)(初期値:30分)
 ・時計表示中 1:有効 2:無効

つづく☞
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4 上記一覧を参考に設定番号を入力 
します。

 Memo  「省電力時間」を設定す
る場合は、数値を入力し
て を2回押します。

設定内容が印字されます。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順3～4をおこなってください。

または 、

5 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。

■ 全データ自動バックアップの設定【設定番号28】
全項目精算時、SDメモリーカードに設定や売上の全データを自動的にバックアップ(データ保存)す
るように設定できます。

例 全項目精算時に自動バックアップする、に設定するとき

1 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。

2 設定画面を表示します。

10回

、
SDｶｰﾄﾞ　　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

で次の画面へ

3 自動バックアップの設定をします。

 ご注意  「する」に設定した場合、精
算時にSDメモリーカードが
カードスロットに入っていな
いとエラーになり「SDカー
ドエラー　カードが見つかり
ません」と表示されます。

しない 1
する 2

　自動ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ　　　する
[1]しない[2]する　　　　
　　　　　　　　　　　　

 設定内容を確定します。
設定内容が印字されます。

SDｶｰﾄﾞ　　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

4 設定を終了します。
設定した内容を印字したレシートが
出ます。



付　録

アフターサービスについて

困ったときは

1. はじめてお使いになるとき1. はじめてお使いになるとき
2. 各部の名前とはたらき
3. レジスタの1日の流れ

はじめてお使い
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準
備作業について説明しています。

1. 基本的な使いかた
2. お店にあわせた使いかた2. お店にあわせた使いかた
3. 訂正のしかた

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登
録の訂正のしかたなど、レジスタ
の基本的な操作方法を説明してい
ます。

1. 営業中の売上の確認
2. 1日の売上の点検・精算
3. 期間集計の点検・精算
4. 営業記録の確認

売上の点検と精算を
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種
類やその操作方法、営業記録の印
字方法などを説明しています。

1.設定をする前に
2.部門とPLUの設定
3.機能キーの設定
4.消費税の設定
5.責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定責任者名、ロゴ、メッセージ、プリンタと通信の設定
6.その他の設定

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで
必要な設定内容とその設定方法に
ついて説明しています。

1. カスタマサポートツールについて
2. SDメモリーカードについて
3. キーボードの取扱いについて
4. ロール紙の補充と交換
5. 引出しなどの取扱いについて

知っておいて
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツー
ルやレジスタのメンテナンスにつ
いて説明しています。
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知っておいていただきたいこと1. カスタマサポートツールについて

ここでは、カスタマサポートツールを使ってできること、インストールから起動までの流れを説明し
ています。カスタマサポートツールの操作方法については、メインメニューの右下にある「PDFマ
ニュアル」をクリックして、表示されるPDFファイルをごらんください。

■ カスタマサポートツールでできること
カスタマサポートツールは以下のツールで構成されています。

ロゴ作成・送信ツール
パソコンでこのツールを使って店名ロゴ、領収証ロゴを作成することができます。また、USBケー
ブルで接続したレジスタへは直接送信できます。あるいは、SDメモリーカードに保存し、それを
使ってレジスタにデータを読み込むことができます。メインメニューで「ロゴ作成・送信ツール」を
選択すると、「ロゴ作成・送信ツール」のメニューが表示されます。

店名ロゴまたは領収証ロゴの
送信(領収証ロゴ作成の場合)

店名ロゴまたは領収証ロゴの
作成(店名ロゴ作成の場合)

簡単設定ツール
レジスタ用のさまざまな設定をパソコンで行う
ことができます。USBケーブルで接続したレジ
スタへは、直接送信できます。SDメモリーカー
ドを使用する場合は、それに保存してレジスタ
にデータを読み込むことができます。メインメ
ニューで「簡単設定ツール」を選択すると、「簡
単設定ツール」のメニューが表示されます。

売上集計分析ツール
レジスタまたはSDメモリーカードから売上デー
タをパソコンに取り込み、売上の集計と分析(グ
ラフ表示)ができます。また、日報をパソコンで
簡単に印刷できます。さらに、CSVファイルと
して保存することもでき、Microsoft Excelなど
の表計算ソフトで使用できます。メインメニュー
で「売上集計分析ツール」を選択すると、「売上
集計分析ツール」のメニューが表示されます。
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電子ジャーナル保存ツール
レジスタまたはSDメモリーカードから電子ジャーナルデータをパソコンに取り込み、データを保
存することができます。USBケーブルでレジスタと接続した場合は、パソコンに読み込んだ電子
ジャーナルをレジスタのプリンタで印字することや、レジスタの電子ジャーナルデータをクリアする
こともできます。
メインメニューで「電子ジャーナル保存ツール」を選択すると、「電子ジャーナル保存ツール」のメ
ニューが表示されます。

PDFマニュアル
カスタマサポートツールの機能と操作を説明しています。

■ インストール
カスタマサポートツールをインストールするには、パソコンのメディアドライブにカスタマサポー
トツールCD-ROMを挿入します。画面の指示に従いカスタマサポートツールをインストールしてく
ださい。インストールの詳細は、CD-ROMを挿入したあと、自動的に表示される画面内の「インス
トール前にお読みください」をクリックして表示されるインストールマニュアルをお読みください。

必要動作環境
OS Microsoft Windows 2000/XP

ハードウェア IBM PC/AT互換機　USB1.1/2.0ポートまたはSDカードI/F

ハードディスクの空き容量 60MB以上の空き容量

メモリ 128MB以上のRAM

CPU(推奨) Pentium II 300MHz以上

ディスプレイ 解像度800×600(SVGA)HighColor(16ビット)以上
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■ レジスタとのデータのやり取り
USBケーブルまたはSDメモリーカードを使用してパソコンとレジスタの間でデータをやり取りする
ことができます。

USBケーブルで接続するときは
パソコンとレジスタの間で直接データのやり取りをおこなうには、USBケーブルを使って、レジス
タとパソコンを接続します。
レジスタ側がBコネクタの市販USBケーブルをご用意ください。

パソコン側USBコネクタ
(図ではAタイプ)

レジスタ側USBコネクタ
(Bタイプ)

ご注意 ・ USBケーブルで接続する場合、カスタマサポートツールのインストール前にはパソコンとレジスタ
を接続しないでください。

  ・ USBケーブルで、データのやり取りをおこなうとき、機能切りかえスイッチは「停止」以外で実行
してください。また通信中は機能切りかえスイッチの切りかえをおこなわないでください。

SDメモリーカードを使用するときは
データをレジスタ(またはパソコン)からSDメモリーカードに書き込み、その後、そのSDメモリー
カードからパソコン(またはレジスタ)にデータを読み込みます。SDメモリーカードは市販品を使用
できますが、パソコンや他の機器で初期化したSDメモリーカードでは正常に動作しないことがあり
ますので、使用前に必ず本レジスタ（XE-A250）で初期化してください。SDメモリーカードの詳
細については「SDメモリーカードについて」(☞109ページ)をお読みください。

■ 起　動
インストール後、カスタマサポートツールを起動するには、[スタート]－[すべてのプログラム]－
[SHARP ECR TOOL]－[XE-A250 スタマサポートツール]－[カスタマサポートツール]を選択して
ください。デスクトップにあるショートカットアイコンをクリックしてカスタマサポートツールを起
動することもできます。

■ メインメニュー
起動するとメニュー画面が表示されます。メニュー画面には、各ツールのタイトルが表示されますの
で、使いたいツールのタイトルをクリックしてください。
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2. SDメモリーカードについて

■ SDメモリーカードでできること
カスタマサポートツールを使用してレジスタの売上データや設定データを、SDメモリーカード（市
販品）でやり取りしパソコンで管理することができます。また、SDメモリーカードを使用すると、
レジスタのデータをバックアップしておくことができます。
機能対象 設定名 データ 設定番号

カ ス タ マ サ
ポートツール
管理用機能

設定データ書き込み 設定データの一部を選択してSDメモリーカードに書き込みます。 53
設定データ読み込み SDメモリーカードに保存された設定データの一部を選択し

て、レジスタに読み込みます。
54

売上データ書き込み 売上データをSDメモリーカードに書き込みます。 55
電子ジャーナル 営業記録（電子ジャーナル）の内容をSDメモリーカードに書

き込みます。SDメモリーカードに書き込んだ電子ジャーナル
のデータをレジスタで印字することができます。

56

バックアップ
機能

全データ書き込み バックアップ用として全ての売上・設定データをSDメモリー
カードに書き込みます。

51

全データ読み込み バックアップされた全ての売上・設定データをSDメモリー
カードからレジスタに読み込みます。

52

Memo  本書ではレジスタ側の操作のみを記載していますので、くわしくはカスタマサポートツー
ル内の「PDFマニュアル」をお読みください。

使用できるSDメモリーカード
データのやり取りにはパソコン側にSDカードリーダーが必要です。SDメモリーカードは容量
64MB～512MBの市販品をレジスタでフォーマット（☞110ページ）してから使用してくださ
い。東芝製、松下製、サンディスク製のSDメモリーカードを推奨します。

ご注意 ・データをやり取りをする際に、SDメモリーカードに書き込むデータの容量は64MB以下です。
  ・ SDメモリーカードの取扱いについては、SDメモリーカードに付属の説明書をよくお読みください。
  ・ SDメモリーカードの保存内容は、事故や故障によって消失または変化してしまうことがありま

す。なお、データが消失または変化した場合の損害については、当社では責任を負いかねますの
で、あらかじめご了承ください。

  ・ SDメモリーカードにアクセスしている間は、カードにふれたり、カードを抜いたりしないでくだ
さい。データが破損する恐れがあります。

  ・ SDメモリーカードにデータをバックアップする場合、同じ種類のデータがSDメモリーカードに
あるときは、以前のデータは消去され、新しいデータが書き込まれてます。上書きしたくない場合
は、他の記録媒体にバックアップをしてください。

■ SDメモリーカードの入れかた、出しかた
SDメモリーカードを差し込むためのSDカードスロットは、レジスタ
右側面のカバー内部にあります。

SDメモリーカードを差し込むとき
SDロゴが印刷されている面を上にして、カードをSDカードスロット
に差し込みます。カチッと確実に入るまで押し込み、ゆっくりと指を
離します。

SDメモリーカードを取り外すとき
カードを軽く指で押し込み、指を離すとカードが排出されます。
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ご注意 ・ SDメモリーカードが確実にSDカードスロットに入っていることを確認してから、カバーを閉め
てください。カードが途中までしか入っていない状態でカバーを閉めると、カードやSDカードス
ロットが損傷する原因となります。

  ・ SDメモリーカードを入れるとき・取り出すときは、すぐに指を離さないでください。急に指を離
すとカードが飛び出し、けがの原因となることがあります。

  ・ SDメモリーカードをSDカードスロットに入れている状態で停電になったり、電源プラグを抜いた
場合、SDメモリーカード内のデータが破損する恐れがあります。

■ SDメモリーカードのフォーマット【設定番号57】
新しくSDメモリーカードを購入したときや、SDメモリーカードに記憶されている内容を全て消去
してしまいたいときは、レジスタでSDメモリーカードをフォーマットします。

ご注意  SDメモリーカードは購入時にフォーマットの作業が必要ですが、その後は、何度もフォーマットす
る必要はありません。データが保存されているSDメモリーカードをフォーマットすると、カードに
保存されているデータはすべて消去されてしまいます。

1 フォーマットが必要なSDメモリーカードを、SDカードスロット
に差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 SDフォーマットを選択します。
SDカードフォーマットの画面が表
示されます。

SDをﾌｫｰﾏｯﾄします　　　　
[確定]で実行[ｸﾘｱ]で中止 
　　　　　　　　　　　　

4 SDメモリーカードのフォーマット
を開始します。
フォーマット中、右の画面が表示さ
れます。

SDﾌｫｰﾏｯﾄ中　　　　　　　
 SDを抜かないでください 
　　　　　　　　　　　　

 Memo  SDメモリーカードがスロットに差し込まれていない、または確実に差し込まれていな
い場合は「SDカードエラー　カードがみつかりません」とメッセージが表示されます。

フォーマットが完了すると、レシートが印字され、右の画面が表
示されます。

ﾌｫｰﾏｯﾄを完了しました　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

■ 設定データの書き込み【設定番号53】
パソコン上で設定を変更するために、レジスタ上の設定をSDメモリーカードへ書き込む操作です。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 設定番号を選択します。 53 設定ﾃﾞｰﾀ書き込み　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

4 設定番号を確定します。
全設定の画面が表示されます。

全設定　　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
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5 項目を選択、確定します。
を押すごとに、下記の項目が順に

表示されます。
「全設定」→「部門設定」→「PLU
設定」→「機能設定」→「消費税設
定」→「責任者設定」→「メッセー
ジ設定」→「その他設定」

(任意の回数)、 SDに書き込みます　　　　
[確定]で実行[ｸﾘｱ]で中止 
　　　　　　　　　　　　

6 書き込みを開始します。
書き込み中、右の画面が表示されます。

SD書き込み中　　　　　　
 SDを抜かないでください 
　　　　　　　　　　　　

書き込みが終了すると、レシートが印
字され、書き込みが完了したことを
知らせるメッセージが表示されます。

書き込みを完了しました　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

■ 設定データの読み込み【設定番号54】
パソコン上で設定を変更して、SDメモリーカードに書き込んだ設定データを、レジスタに読み込む
操作です。
パソコンで作成、または作成依頼したグラフィック店名ロゴや領収証ロゴのデータを、レジスタの設
定に読み込むには、この操作をおこないます。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 設定番号を選択します。 54 設定ﾃﾞｰﾀ読み込み　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

4 設定番号を確定します。
全設定の画面が表示されます。

全設定　　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

5 項目を選択、確定します。
を押すごとに、下記の項目が順に

表示されます。
「全設定」→「部門設定」→「PLU
設定」→「機能設定」→「消費税設
定」→「責任者設定」→「メッセー
ジ設定」→「その他設定」→「店名
ロゴ設定」→「領収証ロゴ設定」

(任意の回数)、 SDから読み込みます　　　
[確定]で実行[ｸﾘｱ]で中止 
　　　　　　　　　　　　

6 読み込みを開始します。
読み込み中、右の画面が表示されます。

SD読み込み中　　　　　　
 SDを抜かないでください 
　　　　　　　　　　　　

読み込みが終了すると、レシートが印
字され、読み込みが完了したことを
知らせるメッセージが表示されます。

読み込みを完了しました　
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POINT! 店名ロゴ・領収証ロゴデータの読み込み

パソコンで作成、または作成依頼した店名ロゴまたは領収証ロゴのデータは、「設定データの
読み込み【設定番号54】」の機能を使ってSDメモリーカードからレジスタに読み込むことが
できます。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 読み込みの操作をおこないます。

 ● 店名ロゴデータの読み込み

8回、 店名ﾛｺﾞ設定　　　　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

読み込みを完了しました　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

 ● 領収証ロゴデータの読み込み

9回、 領収証ﾛｺﾞ設定　　　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

読み込みを完了しました　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

■ 売上データの書き込み【設定番号55】
パソコン上に売上データを取り込むために、レジスタの売上データをSDメモリーカードへ書き込む
操作です。書き込みをする時点の一日の全売上データと期間集計1および2のデータすべてがSDメ
モリーカードに書き込まれます。1枚のSDメモリーカードに、複数の売上データを保存することは
できません。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 設定番号を選択します。 51 全ﾃﾞｰﾀ書き込み　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
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4 設定番号を確定します。
書き込みの画面が表示されます。

SDに書き込みます　　　　
[確定]で実行[ｸﾘｱ]で中止 
　　　　　　　　　　　　

5 書き込みを開始します。
書き込み中、右の画面が表示されます。

SD書き込み中　　　　　　
 SDを抜かないでください 
　　　　　　　　　　　　

書き込みが終了すると、レシートが印
字され、書き込みが完了したことを
知らせるメッセージが表示されます。

書き込みを完了しました　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

■ 電子ジャーナルの書き込み【設定番号56】
レジスタの電子ジャーナルデータを、SDメモリーカードに書き込みます。SDメモリーカードに書
き込んだ後、レジスタ内の電子ジャーナルデータを消す（クリアする）ことができます。1枚のSD
メモリーカードに、複数の電子ジャーナルデータを書き込むことはできません。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 設定番号を選択します。 56 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

4 SDメモリーカードへの書き込み方法に応じて①②のどちらかの操
作を選択します。
書き込みのみする場合、①を選択して手順5へ
書き込みと消去をする場合、②を選択して手順5へ

 ①書き込みのみする場合 書き込み　　　　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

 ② 書き込みと消去（クリア） 
する場合

書き込みとｸﾘｱ 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

5 処理を開始します。
書き込み中、右の画面が表示されます。

SD書き込み中　　　　　　
 SDを抜かないでください 
　　　　　　　　　　　　

処理が終了すると、レシートが印字
され、作業が完了したことを知らせ
るメッセージが表示されます。

書き込みを完了しました　
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■ 電子ジャーナルの印字【設定番号56】
SDメモリーカードに書き込んだ電子ジャーナルのデータを、レジスタで印字することができます。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 設定番号を選択します。 56 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ 　　　　　
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

4 電子ジャーナルの印字を選択します。
2回、、 印字出力　　　　　　　　

[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

5 印字を開始します。
書き込み中、右の画面が表示されます。

印字出力中　　　　　　
 SDを抜かないでください 
　　中断は取引後訂正ﾓｰﾄﾞ

 Memo  電子ジャーナルの印字を途中で止める場合は、機能切りかえスイッチを「取引後訂
正」の位置に合わせると、「＊＊＊＊＊」が印字され止まります。

■ 全データの書き込み(バックアップ)【設定番号51】
レジスタの設定内容や売上内容のデータをSDメモリーカードに書き込んでバックアップをとること
ができます。バックアップをとっておくと初期状態に戻ってしまったときなどに、バックアップを
とった時点の状態まで、設定内容や売上内容のデータを元に戻すことができます。「全項目精算」の
実行時に自動的にSDメモリーカードへのバックアップが働くように設定できます。設定方法は「全
データ自動バックアップの設定」(☞104ページ)を参照してください。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 設定番号を選択します。 51 全ﾃﾞｰﾀ書き込み　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

4 設定番号を確定します。
書き込みの画面が表示されます。

SDに書き込みます　　　　
[確定]で実行[ｸﾘｱ]で中止 
　　　　　　　　　　　　

5 書き込みを開始します。
書き込み中、右の画面が表示されます。

SD書き込み中　　　　　　
 SDを抜かないでください 
　　　　　　　　　　　　

書き込みが終了すると、レシートが印
字され、書き込みが完了したことを
知らせるメッセージが表示されます。

書き込みを完了しました　
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■ 全データの読み込み（バックアップデータの復元）【設定番号52】
バックアップしたデータをレジスタのメモリーに戻す（バックアップの復元）ことができます。

ご注意  レジスタへデータを読み込む（バックアップデータの復元）と、すべての設定内容(日付・時刻を除く)
や売上内容がバックアップをとった時点の状態に戻ります。復元の操作は慎重におこなってください。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 機能切りかえスイッチを「設定」に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 設定番号を選択します。 52 全ﾃﾞｰﾀ読み込み　　　 
[変換]で次　[確定]で決定
　　　　　　　　　　　　

4 設定番号を確定します。
読み込みの画面が表示されます。

SDから読み込みます　　　
[確定]で実行[ｸﾘｱ]で中止 
　　　　　　　　　　　　

5 読み込みを開始します。
読み込み中、右の画面が表示されます。

SD読み込み中　　　　　　
 SDを抜かないでください 
　　　　　　　　　　　　

読み込みが終了すると、レシートが印
字され、読み込みが完了したことを知
らせるメッセージが表示されます。

読み込みを完了しました　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

ご注意  SDメモリーカードにアクセスしている間は、電源を切らないでください。また機能切りかえスイッ
チを「設定」の位置から変更しないでください。ただし、電子ジャーナル印字を途中で止める場合の
み、「設定」の位置から「取引後訂正」の位置に変更できます。
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■ キーラベルを入れるとき
キーキャップを外して、商品名などを書き込んだキーラベルを入れることができます。

キーキャップ キーキャップ

新しく書き込んだ
キーラベル

キートップ

キーキャップが外れにくいときは、セロハンテー
プを貼り付け、キーキャップ側面を指で軽く押さ
えて持ち上げてください。

新しく書き込んだキーラベルを切り取り、キー
キャップの内側に入れてから取り付けます。下
のキーラベルをコピーしてお使いください。

使用例

91 13

85 12 16 20

63 10 14 181

74 11 15 19

ケーキ

キーラベルはコピーした
ものを切り取ってお使い
ください。

2

17

■ キートップが外れてしまったとき
下図のようにキーボードへ差し込んでください。

1×1サイズのキー 1×2サイズのキー

カチッと入るまで差し込みます。

ガイドピンをスペーサーに引っかけてから差し込みます。
ガイドピンがスペーサーにかかってないと、キーが反応しない
ことがあります。

ガイドピン

黄色
スペーサー 白色

スペーサー

ガイド
ピン

ガイド
ピン
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4. ロール紙の補充と交換

■ ロール紙について
このレジスタには、次の消耗品が用意されています。お買い上げいただいた販売店でお買い求めください。

品　名 品　番  外　径 備　考

ロール紙
RL140T（5巻/1パック） 70mm

紙質：上質感熱紙
紙幅：57.5±0.5mm

RL130T（5巻/1パック） 80mm

ロール紙
（高保存タイプ）

RL141T（5巻/1パック） 70mm
RL131T（5巻/1パック） 80mm

■ ご注意
ロール紙は必ず当社推奨のものをご使用ください。
推奨以外のロール紙をご使用になりますと、紙づまりを起こすなど、故障の原因となります。

Memo 推奨ロール紙
  紙質  ：上質感熱紙
  紙幅  ：57.5±0.5mm
  外径最大 ：81mm
  紙厚  ：0.06～0.08mm
  用紙重量 ：52.3～64.0ｇ/m2 (44～55kg/1000枚/788×1091mm)

・ロール紙はご使用時まで、開封しないでください。
・ ロール紙の取り扱いには充分ご注意ください。常温(20℃)、常湿(60％)の冷暗所で箱に入れて保
管することをお勧めします。また、印字されたものをノートなどに貼り付ける際は、余白(印字さ
れていない部分)に糊付けをしてください。

・ 次のような場所での保管や取り扱いは、お避けください。紙の表面や印字された文字が変色したり
退色することがあります。

　・湿気の多い場所(気温40℃、相対湿度80％以上)
　・ほこりの多い場所
　・直射日光のあたる場所
　・ 60℃以上の高温になる場所(ストーブ/ヒーター/火のついたタバコなどの熱源のそばや自動車の

車内など)
・次のような行為は避けてください。紙の表面や印字された文字が変色したり退色することがあります。
　・ 紙の表面を爪、筆記用具、金属などで擦ったり、ロール紙を落したり、ぶつけたりして表面を傷

つける行為
　・ロール紙を雨や水と接触させたり、汗ばんだ手で触れるなどの行為
・ 次のような事務用品や可塑剤・有機溶剤また、皮製品との接触は避けてください。紙の表面や印字
された文字が変色したり退色することがあります。

　・ 蛍光ペン、マーカーペン、メンディングテープ、セロハンテープなどのテープ類、接着剤、スタ
ンプ類、朱肉印、ジアゾコピー(青焼き紙)、消しゴム

　・ ボンド、シンナー、アルコール、ベンジン、整髪料、油脂、ハンドクリーム、塩化ビニル製ファ
イル/袋/ラップなど、皮製品
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■ 交換のしかた
ロール紙の赤い部分が出てきたときは、ロール紙が残り少なくなっています。お早めに新しいロール
紙に交換してください。
交換の前に「ご注意」を必ずお読みください。（☞117ページ）

ご注意  プリンタにロール紙が取り付けられていなかったり、紙切れになったときは、表示部に“ロール紙が
ありません”とエラー表示されて使用できなくなります。そのような場合は、ロール紙を取り付けて
から、 を押してエラー解除してください。（プリンタエラー記号“= = = = = = = = = = = = ”
が印字されます。）

取り出しかた

1 プリンタカバーを取り外します。

2 機能切りかえスイッチを「登録」の位置に合わせます。

3 記録紙として使っているときは記録紙を取り外します。
・ を押して記録紙を数行送ってから、ロール紙を切り離
し、巻取軸を軸受けから取り外します。

・ 巻取軸から巻取軸おさえを取り外し、記録紙を外します。

この部分を矢印の方
向に押して、巻取軸お
さえを外します。

巻取軸おさえ

切り離す

 ご注意  を押さずに、ロール紙を無理に引っ張らないでください。プリンタヘッドが損傷する原因と
なります。

4 プリンタアームのレバーを矢印の方向へ押して、プリンタ
アームを上げます。

レバー

プリンタアーム

5 残っているロール紙を取り除きます。

取り付けかた
ロール紙の取り付けかたは「ロール紙を取り付ける」(☞12ページ)を参照してください。
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■ 紙づまりのとき
ロール紙が紙づまりを起こし、 を押しても送られなくなったときは、次の方法で取り除いてくだ
さい。

1 電源スイッチを切（“○”側）に押して、電源を切ります。

2 プリンタカバーを取り外します。

3 巻取軸にロール紙を巻き取っているときは、先にロール紙
と切り離してから、プリンタアームのレバーを矢印の方向
へ押してプリンタアームを上げます。

レバー

プリンタアーム

4 ロール紙を外して、残った紙を取り除きます。切れ端など
が残らないように注意してください。

5 電源スイッチを入（“｜”側）に押して、電源を入れます。

6 「ロール紙を取り付ける」（☞12ページ）にしたがっ
て、ロール紙を取り付けます。
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■ 引出しの施錠と開錠のしかた
長時間ご使用にならないときは、引出し錠を施錠するように心
がけてください。
付属の引出し鍵を本体前部の鍵穴に挿入し、時計と反対方向に
90度回すと施錠されます。
開錠するときは時計方向に90度回してください。

引出し鍵

�
�

���

施錠

開錠

■ 引出しの開けかた(停電時など)
通常の登録時には、引出しは自動的に開きますが、停電時や
万一故障したときなどは、本体底面の穴の中にあるレバーを矢
印方向に引いてください。
ただし、引出し錠を施錠しているときは開きません。

■ 金銭収納箱と引出しの外しかた
引出しと金銭収納箱は、分離型になっています。
金銭収納箱は、引出しをいっぱいに引出した状態で、取り外し
てください。
紙幣仕切板は、1万円札を下に入れるなど、上下で金種を分け
てご使用ください。紙幣4金種まで扱えるようになります。

金銭収納箱 引出し

コインケース

紙幣仕切板

引出しは、硬貨6、紙幣3金種の収納箱を装備しています。ま
た、コインケースは分離できます。

コインケース
（硬貨用、分離可）

紙幣用

引出しを取り外すときは、金銭収納箱を外した状態で上に持ち
上げながら引き抜いてください。

①

②
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■ プリンタのお手入れのしかた
印字文字がかすれたり、黒ずんだりするときは、ほこりなどがプリンタヘッドに付着している可能性
があります。このようなときは、乾いた柔らかい布でプリンタヘッドを軽く拭いてください。同時に
ローラーとセンサーも軽く拭いてください。付着したほこりが簡単にとれないときなど、必要に応じ
てアルコールを含ませた綿棒や柔らかい布などで軽く拭いてください。

ご注意 ・ 作動中または作動終了直後は、プリンタヘッドおよびその周辺とモーター表面は高温になっていま
すので、お手入れはプリンタヘッドが十分に冷えてからおこなってください。

  ・ プリンタヘッドに直接手で触れたり、工具やその他の固いものなどを近づけないでください。プリ
ンタヘッドが損傷する原因となります。

1 電源スイッチを切（“○”側）に押して、電源を切りま
す。

2 プリンタカバーを取り外します。

3 巻取軸にロール紙を巻き取っているときは、先にロール紙
と切り離してから、プリンタアームのレバーを矢印の方向
へ押してプリンタアームを上げます。

レバー

プリンタアーム

4 ロール紙を取り外します。

5 プリンタヘッド、ローラー、センサーを柔らかい布などで
軽く拭きます。

ローラー

プリンタヘッド

センサー

6 電源スイッチを入（“｜”側）に押して、電源を入れま
す。

7 「ロール紙を取り付ける」（☞12ページ）にしたがっ
て、ロール紙を取り付けます。

Memo  表示部に“ﾌﾟﾘﾝﾀｱｰﾑが上がっています”のエラーメッセージが表示されているときは、
を押して表示を消してください。
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■ 停電のとき
営業時間中停電になったり、コンセントが抜けたりしても、登録した内容は記憶されています。停電
回復後、続けて操作してください。

■ 印字中に停電になったとき
その部分の印字は正確でないときがあります。停電回復後に“= = = = = = = = = = = =”を印字
したあと、正しい印字がおこなわれます。

■ プログラムリセット
設定データや売上データなど、記憶内容を保持したままでレジスタを初期状態に戻す場合は、このプ
ログラムリセットをおこないます。

1 電源スイッチを切（“○”側）に押します。

2 機能切りかえスイッチを「設定」の位置に合わせます。 登録
時刻 ワンタッチ点検

設定

点検1/精算1停止

点検2
  /精算2

取引後訂正

3 を押しながら、電源スイッチを入（“｜”側）に押します。
プログラムリセットをおこなうと、“ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾘｾｯﾄ＊＊”が印字さ
れます。

■ ピーという警告音が鳴ったときは(エラー処理)
エラーが発生すると、長い警告音（約2秒間）が鳴り、表示部にエラーメッセージが表示されます。
このときでエラー状態を解除し、下記のエラーメッセージ表の処理方法にしたがってください。
また、誤ったキー操作をしたときは、短い警告音が鳴ります。このときキー入力は受け付けていませ
んので、引き続き正しいキー操作をおこなってください。

エラーメッセージ表

エラーメッセージ エラー内容と処理方法

登録エラー 登録が誤っているか、禁止されている登録です。
正しい登録をしなおしてください。

操作ミス
無効なキーが押されました

誤ったキー操作がおこなわれました。
正しいキー操作をしなおしてください。

番号エラー
無効な番号です 存在しない番号です。正しいコード番号を打ち込んでください。

小計強制
小計キーを押して下さい

小計キー操作が強制されています。 を押した後、操作を続けてくださ
い。

預かり入力強制
強制預かり額を入力して下さい

預り操作が強制されています。預り金額を打ち込んでください。
預り不足後の丁度締め操作はできません。金額の預り操作をしてください。

制限オーバー
制限内で登録して下さい

設定された制限をオーバーしています。
設定された制限内で登録してください。くわしい内容については、「オー
バーフローエラーについて」(☞124ページ)を参照してください。
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エラーメッセージ エラー内容と処理方法
オープン登録禁止
設定単価で登録して下さい

単価の登録方法が"プリセットのみ"になっています。あらかじめ設定されて
いる単価を使って登録してください。

プリセット登録禁止
単価を入力して下さい 

単価の登録方法が"オープンのみ"になっています。単価を打ち込んで登録し
てください。

レジバッファ　フル
全項目取消はできません

登録件数が200件を超えました。
全項目取消はできません。 などの取引キーを押していっ
たん取引を終了してください。エラー前の金額で取引が終了します。

電子ジャーナル　フル
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ精算して下さい

電子ジャーナルのメモリーに空き容量がありません。先に電子ジャーナルを
精算してください。（☞49ページ）

領収証エラー
発行しなおして下さい

ロール紙がなくなったか、紙詰まり、停電等により領収証が正しく印字され
ていません。再度、 を押して発行しなおしてください。

ロール紙がありません
ロール紙をセットして
[ｸﾘｱ]を押す

プリンタのロール紙がなくなったか、プリンタにロール紙が入っていませ
ん。
新しいロール紙を入れてください。（☞12ページ）

を押すとエラー前の印字を再開します。

ﾌﾟﾘﾝﾀｱｰﾑが上がっています
ﾌﾟﾘﾝﾀｱｰﾑをしっかり閉じて[ｸﾘｱ]を
押す

プリンタアームが上がっています。プリンタアームをしっかり押さえて閉
め直してください。（☞13ページ） を押すとエラー前の印字を再開しま
す。

プリンタ異常
電源を切ってﾌﾟﾘﾝﾀを確認
電源を入れて[ｸﾘｱ]を押す

印字中にプリンタが高温になっています。電源スイッチで電源を切り、プリ
ンタが冷えるのを待ってから、電源を入れなおしてください。“[ｸﾘｱ]で印
字再開します”が表示されたら、 を押してください。エラー前の印字を
再開します。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
ｶｰﾄﾞが見つかりません

SDメモリーカードが入っていません。
SDカードスロットにSDメモリーカードを入れてください。または正しく
挿入しなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
書き込み禁止です

SDメモリーカードのライトプロテクトスイッチが"書き込み不可"になって
います。
ライトプロテクトスイッチを"書き込み可"にしてから再度、操作してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
書き込みに失敗しました

SDメモリーカードのメモリーに空き容量がありません。
新しいSDメモリーカードをフォーマットしてご使用になるか、パソコン側
でカード内の不要データを削除してから再度、操作してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
ﾃﾞｰﾀが見つかりません

SDメモリーカードに対象となるファイルデータがありません。
対象となるデータを書き込みしたSDメモリーカードを入れてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
読み込みに失敗しました

SDメモリーカードのファイルデータがまちがっています。
パソコン側で正しい操作をおこなって、SDメモリーカードへ書き込んでく
ださい。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
停電が発生しました

SDメモリーカードへのアクセス中に停電しました。
停電復帰後、操作をやりなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ その他のSDメモリーカードエラーが発生しました。
最初から操作をやりなおしてください。
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オーバーフローエラーについて
レジスタの登録範囲を超えたときには、オーバーフローエラーとなり、以後の登録ができなくなります。
エラー状態を解除し、次の処理方法にしたがってください。

置数入力が32桁を超えたとき
 エラー解除後、正しく打ち込みなおしてください。

1取引内の外税抜きの商品合計額が7桁を超えたとき
  エラー解除後、 などの取引キーを押していったん取引を終了してください。

エラー前の金額で取引が終了します。

外税込みの合計、預り、入金、支払い金額が8桁を超えたとき
  エラー解除後、分割して登録しなおしてください。制限桁数を設定しているときは、その桁数

以下で登録しなおしてください。

乗算登録時、単価と個数の積が7桁を超えたとき
 エラー解除後、分割して登録しなおしてください。

その他、個々に設定された制限値を超えたとき
 エラー解除後、個々の制限内で登録しなおしてください。

Memo  制限を超える登録が必要なときは、「登録」の位置で金額を打ち込んだあとで、機能切り
かえスイッチを「取引後訂正」の位置にして、通常のキー操作をおこなってください。登
録後は、機能切りかえスイッチを「登録」の位置に戻してください。

を押してもエラー状態が解除できないときは
を押してもエラー状態が解除できないとき、エラーで操作ができないとき、どうしてよいかわか

らなくなったときは、次のように操作してください。
この操作によってエラー状態を解除したときは、「･･･解除機能により中止･･･」が営業記録に印字さ
れます。

売上登録を中止し、はじめから登録しなおしたいとき
 を2回押します。
  「登録した内容を取り消す･･･ 全項目取消 」(☞38ページ)をおこなった場合と同じよう

に、登録途中の内容がすべて取り消されます。
  を押して売上登録が終了している場合は、 を2回押しても、売上登録は取り消されま

せん。「レシート発行後に取り消す･･･ 取引後訂正 」(☞39ページ)を参照して、売上登録
を取り消してください。

  預り途中でエラーが発生して、 を2回押した場合は、「現金丁度締め」として処理されます
ので、ご注意ください。

エラーを解除して現金丁度締めとして終了したいとき
 を押したあと、 を押します。
 現金丁度締めとして処理されます。
  ただし、不加算コードの入力後にエラーが発生して、この操作をした場合は、「両替」として

処理されます。
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■ 故障かなと思ったら
次のような場合は故障ではないことがあります。修理を依頼される前にもう一度お調べください。

機能切りかえスイッチを「停
止」以外のどの位置に回して
も、表示部が点灯しない

●  電源スイッチは入（“｜”側）になっていますか？
● 電源コンセントまで電源が来ていますか？
● 電源コードの差し込みプラグがコンセントから抜けたりゆるんだ
りしていませんか?

表示部が点灯しても登録でき
ない ● 機能切りかえスイッチは「登録」の位置に正しく合わせていますか？

レシートが発行されない ● レシートの発行が“停止状態”になっていませんか？（☞24
ページ）

● 紙づまりを起こしていませんか？（☞119ページ）
● ロール紙の残量は十分ですか？（☞118ページ）
● プリンタアームが確実に閉じていますか？（☞13ページ）。

ロール紙を巻き取らない ● 巻取軸は正しく軸受けに設置されていますか？
● 紙づまりを起こしていませんか?
　 ロール紙を切り離してから、もう一度ロール紙を入れなおしてください
（☞119ページ）。

● 印字形式を「レシート」に設定していませんか？
　 「レシート」では巻き取りません。「営業記録（ジャーナル）」に設定を
変えてください（☞96ページ）。

印字が正常でない ● ロール紙は正しくセットされていますか？（☞12ページ）
● ロール紙は当社推奨のものを使っていますか？（☞117ページ）
● プリンタヘッド部にごみ等が付着していませんか？（☞121
ページ）

● プリンタの印字濃度の設定を薄くしていませんか？（☞92ページ）
● プリンタアームが確実に閉じてないと、正常に印字されないこと
があります。そのような場合は、プリンタアームを閉めなおして
ください。（☞13ページ）

部門キーや を押しても
登録できない

● 登録単価の制限桁数が0に設定されていませんか？
　 設定内容を確認し、0になっている場合は、設定しなおしてください（☞
63ページ）。

● 打ち込んだ金額が設定している登録単価の制限桁数以上になって
いませんか?

　設定内容を確認してください（☞60ページ）。

印字が中断する ● 連続して長い行数を印字すると、途中で数秒間印字が止まること
があります。

　 印字停止中は“印字処理中”と“→ ”が表示され、その後、印字が再開
します。（☞43、49、59ページ）。

“プリンタ異常”が表示され
て警告音が鳴る

● 印字中、高温になったときエラー表示されます。
　 電源を切って1～2分待ってから、電源を入れなおしてください。
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アフターサービスについて

■ 保証について
・ このレジスタには、保証書がついています。保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡しいたし
ますので、内容をよくお読みのうえ大切に保存してください。

・ 保証期間はお買い上げの日から１年間です。 
保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。

・ 保証期間後の修理は、修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理いたします。

■ 修理を依頼されるとき
・ 「故障かなと思ったら」の項目をよくお読みのうえ、もう一度お調べください。
・ それでも異常があるときは、使用をやめて電源プラグを抜き、お買い上げの販売店またはシャープ
お客様ご相談窓口（☞127ページ）に次のことをご連絡のうえ、修理をお申し付けください。お
申し出により出張修理いたします。

　 品名：電子レジスタ
形名：XE-A250
故障の状態（できるだけ詳しく）

ご自分での修理はしないでください。たいへん危険です。
・ アフターサービスについてわからないことはお買い上げの販売店またはシャープお客様ご相談窓口
（☞127ページ）にお問い合わせください。

■ 補修用性能部品について
当社は、この電子レジスタの補修用性能部品を、製品の製造打ち切り後、7年間保有しております。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

■ 別売品について
このレジスタには別売品として、防滴キーボードカバーとドロア分離キットが用意されています。ご
購入の際は、お買い上げいただいた販売店にお申し付けください。

■ グラフィック店名ロゴ作成ご依頼要領
店名ロゴには標準ロゴまたは、ご自身で文字設定したロゴを設定してご使用いただけますが、貴店独
自のグラフィックロゴの作成を依頼される場合は、同梱の「グラフィック店名ロゴ作成依頼書」に指
定の事項をご記入の上、お買い上げいただいた販売店にお申し込みください(有償)。
納期は、ご依頼後約3週間です。

ご注意 ・ プリンタの故障を防ぐため、印刷密度の制限があり、そのため店名ロゴに黒色部分が多いときは、
店名ロゴを作成できない場合があります。

  ・ ご依頼いただいたグラフィック店名ロゴはSDメモリーカードに作成されます。設定作業完了後
は、お客様ご自身でSDメモリーカードを保管いただくことになります。

  ・ システムの変更などによって初期設定が必要となった場合は、このSDメモリーカードからグラ
フィック店名ロゴを設定しなおすことになります。万一、紛失されたり、データが破壊されていた
場合などの作成しなおしは有償となりますので、保管には充分ご注意ください。
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■ お客様ご相談窓口のご案内
修理・使い方・お手入れなどのご相談・ご依頼、及び万一、製品による事故が発生した場合は、
お買いあげの販売店、または下記窓口にお問い合わせください。
電話番号をお確かめのうえ、お間違いのないようにおかけください。
FAX送信される場合は、製品の形名やお問い合わせ内容のご記入をお願いいたします。

使い方のご相談など

0120 - 212 - 003
携帯電話・PHSからもご利用いただけます。

■ IP電話などからフリーダイヤルサービスをご利用いただけない場合は…

● 月曜～土曜：9：00～18：00
 （祝日および年末年始を除く）

【 レ ジ ス タ 相 談 窓 口 】

受 付 時 間

修理のご相談など

0570 - 00 - 5008
全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

■〈PHS・IP電話をご利用〉または〈沖縄地区の方〉は…

● 月曜～土曜：9：00～17：40
 （祝日および年末年始を除く）

【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

受 付 時 間

東日本地区
西日本地区

沖縄地区 「那覇サービスセンター」098 - 861 - 0866（月～金 9：00～17：30） 

PHS／IP電話：03 - 3810 - 8604
PHS／IP電話：06 - 6794 - 9676

電話：03 - 6740 - 6012 FAX：03 - 3810 - 8617 

シャープサポートページ
�����������������������������������

「よくあるご質問」などはホームページを
ご活用ください。

補足   ※修理ご依頼品を直接お持ち込み頂く場合は、最寄の拠点へお問い合わせ下さい。

シャープドキュメント株式会社
受付時間：月曜～土曜 9:00～17:40 （祝日など弊社休日を除く）
担当地域 拠　点　名 電 話 番 号 郵便番号 所　在　地
北 海 道 札 幌 技 術 セ ン タ ー

函　館
帯　広

旭 川 技 術 セ ン タ ー

(011)641-0751
(0138)52-5190
(0155)21-2881
(0166)22-8284

063-0801
040-0001
080-0011
070-0031

札幌市西区二十四軒1条7-3-17
函館市五稜郭町31-17
帯広市西1条南26-19-1
旭川市一条通4-左10

青 森 青 森 技 術 セ ン タ ー
八　戸

(017)738-7778
(0178)45-2631

030-0121
031-0802

青森市妙見3-3-4
八戸市小中野2-8-16

岩 手 岩 手 技 術 セ ン タ ー (019)638-6085 020-0891 紫波郡矢巾町流通センター南3-1-1
秋 田 秋 田 技 術 セ ン タ ー (018)865-1258 010-0941 秋田市川尻町字大川反170-56
宮 城 仙 台 技 術 セ ン タ ー (022)288-9161 984-0002 仙台市若林区卸町東3-1-27
福 島 福 島 技 術 セ ン タ ー (024)959-1421 963-0547 郡山市喜久田町卸3-27-2
新 潟 新 潟 技 術 セ ン タ ー

長　岡
(025)284-6023
(0258)23-1850

950-0993
940-1104

新潟市上所中1-7-21
長岡市摂田屋町字崩2600

栃 木 宇 都 宮 技 術 セ ン タ ー (028)634-0256 320-0833 宇都宮市不動前4-2-41
群 馬 前 橋 技 術 セ ン タ ー (027)252-7311 371-0855 前橋市問屋町1-3-7
茨 城 水 戸 技 術 セ ン タ ー (029)243-0909 310-0851 水戸市千波町1963
埼 玉 埼 玉 技 術 セ ン タ ー

埼 玉 西 技 術 セ ン タ ー
埼 玉 東 技 術 セ ン タ ー

(048)666-7148
(049)285-7294
(048)979-6459

331-0812
350-2211
343-0804

さいたま市北区宮原町2-107-2
鶴ヶ島市脚折町3-14-20
越谷市南荻島346-1

千 葉 千 葉 技 術 セ ン タ ー
西 千 葉 技 術 セ ン タ ー

(043)299-8855
(047)368-8346

261-8520
270-2231

千葉市美浜区中瀬1-9-2
松戸市稔台295-1

東 京 東京フィールドサポートセンター
ソリューションシステム技術部サポートセンター
西 東 京 技 術 セ ン タ ー

(03)3810-8600
(03)3624-7476
(042)583-1993

114-0012
130-8610
191-0003

東京都北区田端新町2-2-12
東京都墨田区石原2-12-3
日野市日野台5-5-4
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担当地域 拠　点　名 電 話 番 号 郵便番号 所　在　地
山 梨 山　梨 (055)228-3833 400-0049 甲府市富竹2-1-17
神 奈 川 横 浜 技 術 セ ン タ ー

相 模 原 技 術 セ ン タ ー
(045)753-9540
(042)750-1819

235-0036
229-1122

横浜市磯子区中原1-2-23
相模原市横山2-2-12

長 野 長 野 技 術 セ ン タ ー
松　本

(026)293-6360
(0263)27-1636

388-8014
399-0002

長野市篠ノ井塩崎東田沢6877-1
松本市芳野8-14

富 山 富 山 技 術 セ ン タ ー (076)451-3933 930-0997 富山市新庄北町5-63
石 川 金 沢 技 術 セ ン タ ー (076)249-9033 921-8801 石川郡野々市町御経塚4-103
福 井 福　井 (0776)53-6050 918-8206 福井市北四ツ居町625
岐 阜 岐 阜 技 術 セ ン タ ー (058)274-7996 500-8358 岐阜市六条南3-12-9
静 岡 静 岡 技 術 セ ン タ ー

沼　津
浜 松 技 術 セ ン タ ー

(054)344-5621
(055)924-1028
(053)465-0735

424-0067
410-0062
430-0803

静岡市清水区鳥坂1170-1
沼津市宮前町11-4
浜松市植松町1476-2

愛 知 名 古 屋 技 術 セ ン タ ー
豊 橋 技 術 セ ン タ ー

岡　崎

(052)332-2758
(0532)54-1830
(0564)33-7178

454-0011
440-0086
444-0904

名古屋市中川区山王3-5-5
豊橋市下地町橋口17-1
岡崎市西大友町字杭穴90-1

三 重 三 重 技 術 セ ン タ ー (059)231-1573 514-0131 津市あのつ台4-6-4
京 都 京 都 技 術 セ ン タ ー (075)681-9551 601-8102 京都市南区上鳥羽菅田町48
滋 賀 滋　賀 (077)543-2331 520-2151 大津市栗林町11-35
大 阪 大阪フィールドサポートセンター

ソリューションシステム技術部
堺 技 術 セ ン タ ー

(06)6794-9671
(06)6796-5430
(072)245-5855

547-8510
547-8510
590-0824

大阪市平野区加美南3-7-19
大阪市平野区加美南3-7-19
堺市堺区老松町1-39

兵 庫 神 戸 技 術 セ ン タ ー
阪 神 技 術 セ ン タ ー

姫　路

(078)795-6336
(06)6421-2304
(079)266-8295

654-0161
661-0981
671-2222

神戸市須磨区弥栄台3-15-2
尼崎市猪名寺3-2-10
姫路市青山5-7-7

奈 良 奈 良 技 術 セ ン タ ー (0743)53-2023 639-1103 大和郡山市美濃庄町492
島 根 松 江 技 術 セ ン タ ー (0852)21-6110 690-0017 松江市西津田3-1-10
鳥 取 鳥　取 (0857)28-4222 680-0942 鳥取市湖山町東4-27-1
岡 山 岡 山 技 術 セ ン タ ー (086)292-5830 701-0301 都窪郡早島町大字矢尾828
広 島 広 島 技 術 セ ン タ ー

東 広 島 技 術 セ ン タ ー
福 山 技 術 セ ン タ ー

(082)874-6100
(082)428-3065
(084)952-0736

731-0113
739-0142
720-0841

広島市安佐南区西原2-13-4
東広島市八本松東4-3-30
福山市津之郷町津之郷272-1

山 口 山 口 技 術 セ ン タ ー (083)972-4525 754-0024 山口市小郡若草町4-12
香 川 高 松 技 術 セ ン タ ー (087)823-4980 760-0065 高松市朝日町6-2-8
徳 島 徳　島 (088)625-8840 770-0813 徳島市中常三島町3-11-14
高 知 高　知 (088)883-7039 781-8104 高知市高須1-14-43
愛 媛 松 山 技 術 セ ン タ ー (089)973-0121 791-8036 松山市高岡町178-1
福 岡 福 岡 技 術 セ ン タ ー

南 福 岡 技 術 セ ン タ ー
北 九 州 技 術 セ ン タ ー

(092)572-2617
(0942)45-4551
(093)592-6510

816-0081
839-0812
803-0814

福岡市博多区井相田2-12-1
久留米市山川安居野3-12-47
北九州市小倉北区大手町6-12

大 分 大 分 技 術 セ ン タ ー (097)552-2164 870-0913 大分市松原町3-5-3
長 崎 長 崎 技 術 セ ン タ ー (0957)53-3858 856-0817 大村市古賀島町613-3
熊 本 熊 本 技 術 セ ン タ ー (096)237-5353 861-3107 上益城郡嘉島町上仲間227-78
鹿 児 島 鹿 児 島 技 術 セ ン タ ー (099)259-0628 890-0064 鹿児島市鴨池新町12-1
宮 崎 宮 崎 技 術 セ ン タ ー (0985)28-8371 880-0007 宮崎市原町4-12

沖縄シャープ電機株式会社
受付時間：月曜～金曜 9:00～17:30 （祝日など弊社休日を除く）

沖 縄 沖縄シャ－プ電機(株 ) (098)861-0866 900-0002 那覇市曙2-10-1

●所在地・電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。（2007.2）
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■ 仕　様
形　　名 XE-A250

外形寸法 (幅)355mm×(奥行)429mm×(高さ)309mm
(客側表示部ポップアップ時：364mm)

質　　量 11kg

電　　源 AC100V　50/60Hz

消費電力 6.5W(待機時)、12.0W(登録時)（積算）、スリープモード時5.0W

使用環境 気温：0℃～40℃、相対湿度：20～90％

表 示 部 オペレータ側 ： FSTNグラフィックLCD（192×48ドット）：24文字×3行（半角文字表示時）
客側 ：LED 7桁

プリンタ部 印字方式：1ステーション感熱ラインドット方式
印字速度：約12行/秒、　印字桁数：24桁
付加機能： 店名ロゴ機能、グラフィックロゴ機能、コマーシャルメッセージ機能、レシート発

行/停止切りかえ機能、領収証発行機能、電子ジャーナル機能、印字濃度調節機能、
圧縮文字機能

ロール紙 幅：57.5±0.5mm、　最大外径：81mm、　紙質：上質感熱紙

時計誤差 月差±60秒(25℃において)

内蔵電池 蓄電池：メモリ保持期間約1カ月（内蔵電池完全充電時、常温において）

引出し金種 9種類(10）：紙幣用3(4）、硬貨用6　※（　）内は紙幣仕切板使用時

付属品 管理者鍵(ＭＡ)（2個）、　担当者鍵(ＯＰ)（2個）、　引出し鍵（2個）、巻取軸（1個）、
ロール紙（1個）、　マグネットプレート（1個）、　固定用金具（1個）、紙幣仕切板［引出し
内装備］（1個）、　保証書（1部）、カスタマサポートツール(CD-ROM)（1個）、お問合せ
ラベル（1部）、グラフィック店名ロゴ作成依頼書（1部）、最初にお読みください（1部）※、
取扱説明書（1部）※
※ 当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説明書はございません。 
This model is designed exclusively for Japan, with manuals in Japanese only.

カードスロット SDメモリーカード:1スロット

接続端子 USBポート:1ポート(USB 1.1/2.0準拠、フルスピード(12Mbps))

仕様は改善のため予告なく変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。
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■ ECR文字コード表
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■ 区点コード表
・ 本機で印字できるJIS文字の一覧表です。第1水準漢字は50音順に、第2水準漢字は部首別に並んでいます。
・ 文字コードを使った文字入力の方法については、54ページの「文字の入力方法」を参照してください。
・ 文字/記号/数字などの形状は、実際に印字されるものと異なる場合があります。
・ 設定するときは、各文字の下に記載されているコード（区点コード）を入力してください。

JIS第1水準漢字
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JIS第2水準漢字



付　録

137

付　

録



付　録

138



付　録

139

付　

録



付　録

140



付　録

141

付　

録



付　録

142



付　録

143

付　

録



付　録

144



付　録

145

付　

録

記号・カナなど
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■ 索　引
あ
預り入力 ･･････････････････････････････76
圧縮印字 ･･･････････････････････ 96、102
後レシート ････････････････････････････24
後レシートキー ････････････････････････18
アフターサービス ････････････････････ 126
一連番号 ･･････････････････････････････94
印字形式 ･･････････････････････････････96
内税 ･･････････････････････････････････15
売上回収金 ････････････････････････････26
売上回収金キー ････････････････････････19
売上データの書き込み ････････････････ 112
売上登録 ･･････････････････････････････22
売上登録印字形式 ････････････････････ 100
売上の確認 ････････････････････････････42
営業記録 ･･･････････････13、24、49、96
英字 ･･････････････････････････････････55
エラー処理 ･･････････････････････････ 122
オーバーフロー ･･････････････････････ 124
オープン登録 ････････････････34、65、69
お買い上げ ････････････････････････････22
置数キー ･･････････････････････････････18
お客様ご相談窓口 ････････････････････ 127
お客様番号 ････････････････････････････33
音訓キー ･･････････････････････････････55

か
カーソルキー ･･････････････････････････55
解除キー ･･････････････････････････････19
各種メッセージ ････････････････････････90
確定キー ･･････････････････････････････55
掛け売り ･･････････････････････････････35
掛け売りキー ･･････････････････････････19
カスタマサポートツール ･･･････････5、106
課税方法 ･････････････････････････63、72
カタカナ ･･････････････････････････････55
紙送りキー ････････････････････････････18
紙づまり ････････････････････････････ 119
簡易日付設定 ･･････････････････････････14
管理者鍵(MA) ･････････････････････････16
キートップ ･･････････････････････････ 116
キーボード ････････････････････････････16
キーラベル ･･････････････････････････ 116
期間集計 ･･････････････････････････････47
機能キー ･･････････････････････････････70
機能キー番号表 ････････････････････････80
機能切りかえスイッチ ･･････････････････16
機能名 ･･･････････････････････････71、76
機能名の設定 ･･････････････････････････79
客側表示部 ････････････････････････････17

切替キー ･･････････････････････････････54
金額キー ･･････････････････････････････18
金銭収納箱 ･･････････････････････････ 120
区点コード ･････････････････････ 57、131
グラフィック店名ロゴ ･･･････････････････ 5
グラフィック店名ロゴ作成依頼書 ･･･5、126
クリア ･････････････････････････ 36、124
クリアキー ･･･････････････････････18、55
クレジットカード ･････････････････30、33
警告音 ･･････････････････････････････ 122
桁数制限 ････････････････････63、74、77
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名
　XE-A250 消耗品の

ご用命は　店名　　　　　　　　TEL

消耗品名 品番 外径 備考

ロール紙
RL140T 70mm

(5巻1パック)
紙質:感熱紙
紙幅:57.5mm±0.5mm

RL130T 80mm

ロール紙(高保存タイプ)
RL141T 70mm
RL131T 80mm
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■ レシートから見る逆引き検索

◆レシート印字例 店名ロゴ  設定(☞5、90、98、
106、112ページ) 
印字(☞98ページ)

コマーシャルメッセージ 
  設定(☞90ページ) 

印字(☞98ページ)

責任者番号  設定(☞24ページ)
責任者名 設定(☞89ページ)

日付  設定(☞14、93ページ)
印字(☞96ページ)

時刻  設定(☞14、93ページ)
印字(☞96ページ)

レジスタ番号 
  設定(☞93ページ)

一連番号  設定(☞93ページ) 
印字(☞96ページ) 部門単価 

 設定(☞62、63ページ)部門名 設定(☞63ページ)

PLU単価 
 設定(☞66、68ページ)

PLU名 設定(☞68ページ)

小計キーで印字 
 設定(☞100ページ)

課税方法 設定(☞63ページ)

外税の記号 印字(☞83ページ)
内税の記号 印字(☞83ページ)
非課税の記号 
 印字(☞83ページ)

内税課税小計 
 印字(☞83ページ)

外税課税小計 
 印字(☞83ページ)

内税額 印字(☞83ページ)

買上点数 印字(☞100ページ)
合計前紙送り 
 設定(☞100ページ)

ポイント券メッセージ 
 設定(☞90ページ)

収入印紙用余白 
 設定(☞100ページ)

ポイント名 設定(☞77ページ)
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◆予約券印字例

予約券メッセージ 
  設定(☞90ページ)

予約券の日付 
 (☞32ページ)

◆領収証印字例

領収証一連番号 
 設定(☞101ページ)

領収証控え 設定(☞101ページ)

領収証ロゴ 
  設定(☞90、101ページ)

収入印紙貼付枠印字の金額 
 設定(☞101ページ)

任意額内税印字
 設定(☞101ページ)
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■ 部門設定用シート
部門設定の際にこのシートをコピーしてご使用ください。

部門
番号 部門名 *1 符号プラス/

マイナス 単　価 消費税1/
消費税2

内税/外税/
非課税

単価の
登録方法

登録単価の
桁数制限

現金単品
売り

*1：最大16文字（半角文字サイズ）

■ PLU設定用シート
PLU設定の際にこのシートをコピーしてご使用ください。
PLU
番号 PLU名 *1 所属部門 単　価 単価の登録方法

オープン/プリセット/削除 備　考

*1：最大16文字（半角文字サイズ）



取扱説明書
電子レジスタ
  XE-A250形
名
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2

5
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電
子
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ジ
ス
タ

お客様へ…お買い上げ年月日、お買い上げ店名を記入されますと、修理などの依頼のときに便利です。

電話番号

お買い上げ店名

お買い上げ年月日 年 月 日

TINSJ2553RCZZ ⑤

本　　　　　　社 〒545-8522 大阪市阿倍野区長池町22番22号
情報通信事業本部 〒639-1186 奈良県大和郡山市美濃庄町492番地

使い方のご相談など

0120 - 212 - 003
携帯電話・PHSからもご利用いただけます。

■ IP電話などからフリーダイヤルサービスをご利用いただけない場合は…

● 月曜～土曜：9：00～18：00
 （祝日および年末年始を除く）

【 レ ジ ス タ 相 談 窓 口 】

受 付 時 間

修理のご相談など

0570 - 00 - 5008
全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

■〈PHS・IP電話をご利用〉または〈沖縄地区の方〉は…

● 月曜～土曜：9：00～17：40
 （祝日および年末年始を除く）

【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

受 付 時 間

東日本地区
西日本地区

沖縄地区 「那覇サービスセンター」098 - 861 - 0866（月～金 9：00～17：30） 

PHS／IP電話：03 - 3810 - 8604
PHS／IP電話：06 - 6794 - 9676

電話：03 - 6740 - 6012 FAX：03 - 3810 - 8617 

シャープサポートページ
http://www.sharp.co.jp/support/ecr/

●電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。（2007.2）

「よくあるご質問」などはホームページを
ご活用ください。




